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この作品はフィクションです。

実際の人物・団体・事件などに一切関係ありません。
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　大学生だった藤ふじ島しま昴すばるは、ある日突然、異世界に飛ばされた。

　行った先の龍リュウ蘭ラン国コクは、黒竜の血を引く王族が治めている。

　それほど大きな国ではないが、ときおり黒竜の血が強く出て竜に変身できる覇は王おうが生まれることで、周辺国から恐れられていた。

　竜の血は強大な力を宿し、ときに人間では制御できないほど荒ぶることがある。それを抑える役目を担うのがつがいだった。

　つがいのいない黒竜が狂うのは、歴史が証明している。

　敵対勢力は偽のつがいをあてがうことで、当代の黒竜である王太子の鸞ランをおかしくさせようと謀はかり、たまたま運悪くその場所に居合わせた昴を、この世界に呼び込んだのだ。

　彼らは鸞を廃し、兄王子の漣レンを後継者に据えたいと考えていた。

　本来のつがいではなかった昴だが、紆う余よ曲きょく折せつを経て鸞と心を通わせて愛し合うようになり、真のつがいとなった。

　危機を乗り越えた二人は、この世界で共に生きていくことを誓い合った。










　昨日、昴は二十一歳の誕生日を迎えた。

　神殿長、そして王太子鸞のつがいである昴の生誕を祝って大々的な祝宴が催され、延々と挨拶を受け続ける羽目になった。結局、用意されたごちそうもたいして口にすることはできなかったし、慣れない気遣いをしてくたくたに疲れ果てた。

　誕生日なんて言わなきゃよかったと、何度後悔したことか。昴は異世界で迎える初めての誕生日を、鸞に祝福してほしかっただけなのに、鸞に話していたときたまたま小姓の由ユウが居合わせたのが失敗だった。

　由から女官長の琳リンに、琳からさらにその上にと伝言ゲームのように伝わる間に話が大きくなり、王と王妃の主催で国を挙げての祝宴になってしまったのだ。

　周囲に知られなければ、月や星の見えるバルコニーで二人きり、ロマンチックに過ごせたはずなのに。

　宴が果てて部屋に戻ったときはすでに半分眠っていたようで、琳と由の手を借りて正装を脱ぐと同時にそのままベッドに倒れ込んで寝たらしい。自分のベッドからいつ鸞のベッドに移ったのか、鸞がいつ横に入ってきたのか、全く覚えていない。

　明け方の冷気でふと目が覚めてもぞもぞと身み動じろぐと、頭上から「寒いのか」と眠たげな声がして抱き寄せられた。温かい。息を吐いて逞たくましい身体に寄り添った。

　昴も山歩きが趣味だったからそれなりに身体は鍛えていたが、鸞にはとてもかなわない。すっぽりと抱き締められて、守られていると感じた。

　ふわふわと意識が漂うまま、昴はこれまでのことを脳裏に蘇よみがえらせる。いきなり異世界に放り込まれて大変な目に遭ったが、同時に鸞という伴侶を得ることができた。プラスマイナスでいえば、大幅にプラスの方に振れると思う。

　日本での生活に未練がないわけではないが、行きたければいつでも連れていってくれると鸞には言われた。現に何度か様子を見に行って、両親には登りたい山ができたと連絡し、大学には取りあえず休学届を出してもらっている。呆れてはいるが、昴らしいと心配はしていないらしい。

　そもそも大学を卒業すれば自立して家を出ることになったはずだから、それが少し早めになったと思えばいいわけだ。

　幸せだと感じて無意識に鸞の胸に頭を擦りつけると、鸞の手が優しく背中を撫でてくれる。

「どうした」

　寝起きの掠かすれ声だ。昴は微笑しながら首を伸ばして鸞の頰ほおに口づけた。

「うん、昨日はせっかくの誕生日だったのに、ろくにキスもできなかったと思って」

「そうか、俺もだ」

　無念だったと言いながら、鸞の指が昴の顎あごを持ち上げる。今度は互いの意志で唇が触れ合った。ちゅっと音を立てて離れていくそれを追いかけたのは、昴の方だ。だから戻ってきた鸞の唇にディープなキスを仕掛けられても、自己責任。濃厚なキスで身体が目覚めてしまったのも、自業自得。とはいえ嫌なわけではないから、うっとりと甘い吐息を零こぼしながら応じた。

　目を開けると、欲情し炎を宿す黒瞳に捕らえられた。覗のぞき込まれ、いいかと尋ねられる。頷うなずいたときは、二人ともすでに熱く昂たかぶっていた。

　腰を押しつけ合うと、硬く育った昂りがぐりっと触れて快感が広がる。すぐに先走りも滲にじみ始めて、男の性は明瞭だと苦笑する。

「何を笑っている」

　見咎とがめた鸞が覗き込んできた。その首に手を回して引き寄せながら、昴はにっこりと微ほほ笑えむ。

「僕はいつだって鸞に餓うえていると思って」

　伸び上がるようにして口づけをせがんだ。すぐに望みを叶えながら、鸞がまだ不審そうな顔をしている。

「好きな相手に触れたらすぐに欲情する自分が、簡単過ぎると思ったんだよ」

「そうなのか？　俺もおまえと一緒ですぐに欲情するが、当然だろう？　好きな相手に触れて欲情しない方がおかしい」

　昴の顔を撫なでながら、鸞が告げる。

「愛している。俺に発情してくれ」

　深い想いを込めた声が、真っ直ぐに心の奥深くまで届いた。

「うん、そうだね。僕がどれだけ鸞を欲しがっても、好きなんだから当たり前」

「そのとおりだ。昨日のやり直しをしよう」

　唇を寄せられて、自分から口を開いて迎え入れた。舌を絡ませる。甘い。はふっと満足そうに息を吐くと、鸞の瞳がきらりと光る。欲を孕はらんだ獣のまなざしにぞくぞくした。

　鸞の手が項うなじに触れ、鎖骨の辺りをさまよい、夜着を捲まくって胸に触れる。

　唇が後を追ってきて、あちこち強く吸引された。辿たどり着いた乳首も、ちゅくちゅくと吸われやんわりと歯を立てられる。背筋を何度も快感が上下し、声が出た。

「あ、あ……、ああん、あ……っ」

　頭の中がぼうっと白く濁にごる。昂りからはひっきりなしに先走りが溢あふれていた。

　片方を唇で、もう片方を指で愛撫される。両方の乳首を同時に攻められた昴が堪たまらず腰を揺らすと、快感が腰の奥に集積して、張りつめた昂りを切なくさせる。

　気がついた鸞がいったん顔を上げてにやりと笑う。

「ここよりもそっちか？」

　するっと身体をずらし、昴のモノをすっぽり口に含んだ。

　強く吸われた昴は、腰をせり上げる。

「ああっ」

「待て、早すぎるだろ」

　あっけなくイきかけたところを、鸞に止められた。根元をきっちり押さえられ、逆流してきた快感に喘あえぐ。

「……っ、イきたい、イかせて」

　身体の欲求に急せかされて、鸞の腕を掴んで揺すった。根元を圧迫した指を外そうと引っ張るが、外せない。

「もう少し、頑張れ。おまえの中でイきたいから、な？」

　甘やかすように告げられたら、我慢するしかなかった。

「するけど、早くして……」

　恨みがましい目で見上げると、苦笑した鸞が昴の手を取って自らのモノに触れさせた。大きい、熱い、硬い。しかも先走りでぬるぬると濡ぬれている。

「俺も我慢しているんだ」

　頷いた昴は、昂った身体の熱を少しでも冷まそうと熱い息を吐いて逃す。僅わずかにクールダウンしたところで、鸞が昴の唇に指を置いた。昴は口を開けてそれを嘗なめる。しっかりと唾液を絡ませると、鸞がその指を背後に持っていった。

　ぬるっと後孔を撫でられる。濡れない場所を濡らさなければならないのだ。指が入り口を掠めても、鸞はなかなか挿入しようとしない。我慢していると言ったくせに時間をかけようとしていた。

　昴を思ってのこととわかっていても、辛い。イきたい、欲しい。

「早く、して」

　潤うるんだ目で見上げ催促すると、逞しい身体がぶるっと震えた。

「あまり煽あおるな」

　苦しそうな声で咎められる。熱い吐息を肌に感じた。

「煽ってない……、ああっ」

　反論が嬌きょう声せいに変わる。鸞がいきなり指を突き入れてきたからだ。解ほぐす前のそこは、指一本入れるのがやっとだ。狭い。衝撃に仰のけ反ぞった昴の奥から指を引き抜き、鸞は宥なだめるように優しく身体を撫でていく。

「だから煽るなと言ったのに、痛かったか？」

「ううん……、だいじょぶ」

　眉を寄せながらも否定する昴を切ない目で見たあと、鸞が「馬鹿」と呟つぶやき、手のあとは唇で昴の衝撃を癒いやしていった。

　二の腕を撫でられているとき、昴はふとそこに視線をやる。この地に来たときそこには、つがいの徴しるしである竜の形をした痣あざがあった。しかしそれは呪文で作られた偽物だったので、すぐに消えてしまい、周囲の目をごまかすために鸞の力で改めて痣を拵こしらえていたが、今は何もない。

　なくてもつがいとしての役目は十分に果たせていた。黒竜になった鸞の暴走を止めることができたし、この地の言葉も理解し喋しゃべることもできている。

　だから徴などなくても自分がつがいになったと確信しているのだが、ふと、だったらなぜ徴が出ないのだろうと思ってしまうのだ。

　もしかしたら本来鸞のつがいになるべき存在はちゃんといて、ただ何かの事情で見いだしてもらえなかった。でも生きてはいるから、徴が出ないのかもと思うことがある。

　たとえその相手が名乗り出てきても、今さら鸞を渡す気はさらさらないのだが。

　この男は自分のものだ。

「こら、気を逸そらすんじゃない。何を考えていた？」

　責めるように睨にらまれて、

「鸞のこと」

　と答えると、厳しく寄せられていた眉がゆるりと解ほどけた。顔が近づきキスをされる。

　ちゅっと小さなリップ音をさせてから、鸞の指が唇に押し当てられる。

「もう一度だ」

　指をするりと口の中に引き入れ、たっぷりと唾液を塗まぶした。後孔に指を受け入れながら胸を吸われる。

「あっ……あぁ、っ」

　気持ちよくて背中が反り返る。捧げるように持ち上がった胸を、舌先でつつかれ吸われて、さらに快感が湧き出てきた。後孔の違和感は、もうない。

　胸のあとは昂りを擦られた。意識がそちらへ向いている間に、鸞の指は奥へ入っていき、やがて感じてやまない快楽の源に辿り着く。

　過敏なその場所は、鸞がやんわり擦るだけで昴の身体を跳ねさせる。

　頭の中が真っ白になり、絶頂目指して駆け上がった。しかし、寸前のところでまた止められ、身悶もだえして喘いだ。

「あ、あ……っ、そんな、また……」

「一緒にイくんだろ」

　身悶える昴を鸞が愛おしそうに眺める。

「……っ、そうだけど、あ、ああ……っ」

　堰せき止められて喘ぐ昴の蕾に、二本目の指がねじ込まれた。指が蠢うごめいて、昴の快感を搔き立てる。じっとしていられなくて自分からも腰を揺らした。

　荒い息を吐きながら、鸞に縋すがる。その手が鸞の汗で滑って、彼の背に爪痕を残した。

「もう少しだ」

　なんとか頷くと、「いい子だ」と鸞にキスされる。

　鸞はキスが好きだ。もちろん昴も。舌を絡ませ合うと、それだけで気持ちよくなる。でも今のはまるで宥めるもののように感じたから、

「子供、じゃ、ない」

　息を切らしながらも言い返す。鸞が笑った。

「わかっている。俺は子供にこんなことはしない。おまえが、つがいだからだ」

　中を搔き回していた指が引き抜かれ、身体を返された。腰だけを高く持ち上げられた獣の姿勢を取らされる。鸞自身がひたと押し当てられた。

「挿れるぞ」

　太い熱杭がぐいぐいと入ってきた。息を止めないように、身体の力を抜きながら、その太いモノを受け入れる。濡らされて解されていたおかげで、意外なほどするっと入っていった。ここだけ乗り越えれば、あとは快楽が待っているのだ。はふっと息を逃し、懸命に姿勢を保つ。力を抜くと肘ひじが崩れそうなのだ。

　猛たけったそれが最奥に行き着いた。一度動きを止め、鸞が覗き込んでくる。昴が笑み返すと安心したように腰を揺すった。快感が満ちて、身体がふわっと宙に浮いたように感じる。

「いい。とても、感じる……」

　喘ぎすぎて掠れてはいるが、鸞にはっきり聞こえるように告げた。

「そうか。俺もだ。おまえの中は心地よい。一生居座っていたいほどだ」

「……一生は困るけど。でも僕も、本当はずっとこうしていたい」

　密やかな睦むつ言ごとを囁ささやき合いながら、次第に悦楽が高まっていく。

　最初は昴の状態を見定めながらゆっくり腰を動かしていた鸞だったが、昴が官能に満ちた痴態を見せると、激しく突き上げる動きに変わった。腰を回し小刻みに揺らし、そして長いストロークで抽挿する。

「あ、そこ、もっと……して。ん、んんっ、……いい、ああっ」

　昂りを突き込まれながら、先ほど触れられて敏感になっていた乳首を指で抓つままれ、はしたない声が迸ほとばしる。してだの、もっとだの、正気だったら恥ずかしさで死にたくなるような言葉だ。でも今は、身体中から歓喜が溢れて止まらない。もっと鸞が欲しい。一緒に上り詰めたい。その一心だった。

「俺とイこう」

　汗やその他の体液に塗まみれながら、昴が駆け上がる。自ら内部をぎゅうっと引き締めて鸞を包み込んだ。

「……っ」

　深い呻うめき声がして、鸞がさらに腰の動きを速めた。

「イく、イく。ああああ……っ」

　喘ぎながら絶頂目がけてダイブする。深い酩めい酊てい感に襲われ、昴がびくびくと身体を震わせた。強烈な締め付けで鸞を自らの悦楽に引きずり込む。

　静かになった室内に、二人分の荒い呼吸音だけが響いていた。

　やがて先に息が整った鸞が腰を引き、硬度を保ったモノが引き抜かれる。

「んっ……」

　擦られる感触にぞくっとした。まだ欲しい。潤んだ目で振り仰ぐと、鸞が笑った。

「これからだ。終わらせはしない」

　再び身体をひっくり返され、正面から見つめ合う。昴が放出した淫みだらな液が、局所にも腹にも胸にまで飛んでいる。まだ開いたままの後孔からは、鸞の出した白濁がとろりと零れ落ちていた。

　恥ずかしい痴態なのに、鸞はうっとりするようにそれらを眺めている。

「いい眺めだ」

「見るな」

　じたばたと脚を下ろそうとしたが、鸞は許さない。そのまま両脚を掴んで広げさせ、自らのモノをあてがった。

「このまま挿れるぞ」

　一度花開いた蕾は、ずずっとあっけなく最奥まで呑み込んでしまう。すぐに抽挿が始まり、昴はひたすら喘いで鸞にしがみついた。すでに一度中に出されているから、淫らな水音がひっきりなしに耳に届く。それを恥ずかしいと思う暇もなかった。鸞によってもたらされる強い快感が、昴を深く酔わせる。

「あ、あ、やあ……っ」

　果てしのない悦楽に絶え間なく襲われ、忘我の境地で遥かな岸に打ち上げられる。

「昴、俺のつがい。愛している」

「僕も、……鸞、好き」

　鸞の言葉をうつつの中で聞き、それに答えた自身の言葉も、快楽の中に溶けていった。










　日中、神殿長の昴は神殿で、王太子の鸞は表宮に出向いて父王の下で政務に励む。時間が許せば昼食を共にしようと言っているが、そんな暇が取れることはまずなかった。だから朝食を一緒に取ったあとは、夕方まで顔を合わせないで過ごすことになる。

「ま、普通だよな」

　昴がいた日本でも、朝仕事あるいは学校に行って、夜帰ってくるというのは一般的だったから、それが不満なわけではない。

　不満が溜たまっているのは、昴自身の仕事量についてだ。

　神殿長という役職は、どの階層に生まれてくるかわからないつがいを、王の伴侶に相応ふさわしい身分まで引き上げるための名誉職で、特にやることはないと聞いていた。

　それなのに現実は、決裁だのなんだので次々と人が訪れ、休む暇もない。その上神殿を訪れる信徒たちへの謁えっ見けんもあるのだ。遊んでいたいわけではないけれど、まさに激務。

「休憩時間くらい、確保したいよ」

　とぼやきも出るというものだ。それを聞いて、側で補佐してくれていた弁ベンがくすりと笑う。

　弁はもともと鸞の家庭教師で、大学校にも籍がある学者だが、最初から事情を知る一人としてずっと昴についてくれている。別世界から来た昴にとって、頼もしい補佐役だ。

「仕方ないでしょう。最初にあなたが、問題のあった副神殿長や神殿警備隊の隊長らをあっさり解任してしまったのですから。そのあとも、難題を鮮やかに解決したでしょう？　皆が期待するのは当然です」

　そこを突かれると黙るしかない。確かに神殿長として初登庁したとき、ひょんなことから彼らを罷免する事態になった。だがそれは、長年積もり積もった不満が噴出したせいだと昴自身は思っている。

　そして、難題というのは急務だからと持ち込まれた、「謁見の際のお布ふ施せをどうするか」という相談のことだ。

　最初、謁見にお金を取るのかと驚いたが、事情を聞いてうーんと考え込む。

　以前は、神殿内に収容できる人数に限りがあるのと、通常の運営費のために常識的な額のお布施を取っていた。ところが上層部の贅沢や放漫運営で借金が山のようにでき、前の副神殿長が反対を押し切って高額な金額を設定したのだという。

　当然ながら謁見を願い出る者が減り、お布施の額も少なくなった。借金の返済もしなくてはならないので、運営に支障が出ている。下位の神官らは食事にも事欠くあり様らしい。

　借金の額を聞いて目を回しそうになり、お布施の額を聞いてさらにその高さに驚いた。

「それじゃあ貧しい人は謁見に来られないじゃないか」

　思わずきつく言うと、事務方の神官も「そうなのです」と項うな垂だれる。

「お布施の額を元に戻すべきなのはわかっているのですが、正直お金も必要で……」

　どうしたらいいでしょう、と縋るように聞かれた昴だって、解決策があるわけではない。

　事務方や弁、そして神殿幹部らも交えて悩みに悩んでいるとき、昴はふと、元の世界では神社仏閣に賽さい銭せん箱があったことを思い出した。金額を決めないことで誰でもお参りできるから、かえって多額のお金が集まっていた。要するに薄利多売みたいなものだ。

　昴は嬉々として自分の考えを打ち明ける。

「謁見はお布施を入れる箱を置くだけにして、金額は自由にしよう。そうしたら人が集まって、一人ずつは少なくてもきっとたくさんのお金が集まるよ」

　いい考えだろと提案してみたが、事務方は困惑し弁も首を振った。

「それでは際限なく人が集まり、神殿内に入りきれなくなります。特に謁見されるのがあなた様ならばなおさら。押し合いへし合いして事故でも起こったら……」

「わかってる。それも考えたよ。あのね、神殿内で謁見をしなければいいんだ。すぐ外に広場があるだろ。そこでしようよ。そうしたらかなりの数をこなせる。僕は竜の誰かに乗せてもらって、空から手を振るよ。どこからでも見えるから、皆喜んでくれると思う」

　竜に乗って挨あい拶さつするというのは、黒竜になった鸞に乗って空を飛んだときの人々の反応で思いついた。皆笑顔で手を振ってくれるのだ。

　弁はよいお考えですというように笑みを浮かべたが、新しく任命された副神殿長や神殿幹部たちは目を剥むいて、制止しようと慌てて身を乗り出す。

「いけません。それでは神殿長の神秘性が……」

「そもそもつがいにして神殿長たるあなた様は、奥に鎮ちん座ざして崇あがめられる立場の御方で、広場で万民にお姿をお見せになるなどとんでもないことで……」

　などと言いつのった。昴を見るその瞳はキラキラしていて、まるでアイドルを見るまなざしだ。やめてほしい。

「鎮座ってナニ。僕は普通の人間だよ？　たまたま鸞のつがいにはなったけれど、崇められるような人間じゃない。やめてよ」

　神殿の改革も本当にものの弾みで始めたことなので、特別視されても困る。

「とにかく、そうしよう。いいね」

　押し切った。

「それと、前の副神殿長の私財はどうなってる？　袖の下で拵こしらえたんだろ。それを没収して借金の返済に充てようよ」

　元の世界ではそうして当然だったから言ったのに、こちらの人間の反応は困惑だ。

「だいぶ溜め込んでいるんだろうから、少しは足しになるんじゃない？」

　相手の反応に首を傾げながらさらに言うと、どうやら前の副神殿長らは有力な貴族の出なので手を出しかねていたらしい。

「問題ない。僕が責任を取るよ。没収の書類を作って、サインするから」

　昴がきっぱり言い切ると、弁が頷いてほかの者に指示してくれた。間もなく威儀を正した執行使が出立し、まあいろいろあったけど、不正な蓄財分は回収することができた。これも皆から見れば昴の功績ということになる。

「それにしても当座の資金が必要だね」

　先立つものは金、だ。そこで昴が考えたのは、以前竜に贈られて、使い道を思いつかずに竜騎士の燎リョウに預けていた金銀や宝石類だった。これで役立てられると昴は単純に喜んだのだが、それを仁慈と受け止めて神殿に勤める者たちの尊そん崇すうの念が増した。もちろん、意図したことではない。

「お優しい方だ。我々のために私財を擲なげうってくださった」

「不正を許さぬ清廉なお人柄」

「この方のためならば」

　等々。これまた人の口を経て、昴の与あずかり知らぬところでつがい様の伝説となっていく。

　話を聞いた鸞がからからと笑って言った。

「着々と聖者への道を歩んでいるじゃないか」

「やめてよ。そんな高尚なもんじゃないのに。僕は庶民だよ」

　訴えてもさらっと流されてしまう。

「これまで神殿では、当たり前のことが当たり前にできていなかったんだ。おまえの庶民感覚でまっとうな道に戻してやるといい」

　後ろ盾は引き受けたと、お墨付きをもらってしまった。

「もう。そんなんじゃないのに」

　この事案にはさらに後日談がある。

「当座の資金はできたけど、皆で倹約に努めること」

　昴はそんな内容の通達を出し、昼食は皆と同じ食堂で質素な食事を取り、普段の衣装も簡素なものに変えて、率先して範を垂れた。

　執務室にあった華麗な装飾品や値段のつけられない彫刻、絵画などは売りに出し、本物のダイヤが使われているシャンデリアも処分した。前の福神殿長が残した衣装や宝石類も、売って足しにする。

　昴が自ら見本を示すものだから、どこからも不満の声は上がらなかった。上から下まで、神官らしい清貧な気風が蘇り始める。

　そして規則が改められて初めて迎える謁見日。昴の思惑が当たるか外れるか。

　前日からどきどきしていた昴に、徹夜で並ぶ人たちが現れたと報告が入る。さらに夜が明けると続々と神殿を目指す蟻ありのような行列が見え、昴は胸を撫で下ろした。

　その日昴は、竜のロキに頼んで背に乗せてもらう。ロキはまだ騎士がいない若い竜だが、頼み事は快く引き受けてくれるのだ。

　荘厳な音楽が流れ、花と聖水が撒まかれて雰囲気を盛り上げる中、昴が空からにこやかに手を振ると、集まった民衆から歓声が上がる。ありがたいことだと涙を零す者もいた。

　ロキに乗ることに、鸞はぎりぎりまで文句を言っていた。

「自分以外の竜の背に乗るのか」

　と拗すねてしまい、宥めるのには苦労したものだ。しかし、神殿での謁見に黒竜に乗って登場するのはさすがに問題でしょうと弁が説得してくれ、しぶしぶ了承したという経緯がある。

　予定されていた三回の謁見はすべて超満員、お布施も相当な金額が集まった。

　この成功で、次々に昴の元へ問題が持ち込まれることになったのだ。

「神学校入学の選定基準を改めたいのですが、どのようにすればいいでしょうか」

「神官の位階制度を明快にしたいと思います」

「ちょっと待って。そんなの僕に持ち込まれても困る。わからないからそっちで決めてよ。承認印を押すから」

　仮に任命した副神殿長や隊長、副隊長らを正式な地位に引き上げたから、彼らが中心になって決めてくれればいいのだ。

「それだけ信頼されているのですよ。というより、もう崇拝の域になってますね。あなたが、我々では思いもよらなかったやり方を考えてくださったので」

　弁がおかしそうに言うが、昴としてはため息だ。今は鸞のつがいという立場にあるが、もともとはただの大学生なのだ。自分にできることはやろうと思っているけれども、崇拝なんてされたらこそばゆくて堪らない。

「ほんとにそう思っている？」

　疑わしそうに弁を見る。

「もちろん思っていますよ。これからもどんどん提案してください」

　真摯な顔で弁に言われると、「じゃあ、頑張ろうかなあ」とその気になるのだから、ある意味ちょろいかもしれない。

　結局、神学校の入学金と授業用は無料にし、入学は成績次第と改めた。そうすれば優秀な人材を集められるし、貧しさから進学を諦めていた者にも希望を与えることができる。神官の位階制度もそれに準じ、上納金の額ではなく試験に合格した者が一段階ずつ上がっていくやり方にした。

　最初昴が提案したときは、あまりにも奇抜なやり方だと議論が噴出したが、話し合いが進むにつれ以前よりも公平だという意見に集約されていき、取り入れることが決まったのだ。

　もちろん昴の提案が全部いいわけではない。的外れなことも多いのだが、少なくとも斬新な考え方を示すことで意識改革が進んだことは間違いなかった。改革は徐々に進められている。

　そうした神殿の改革を、鸞は興味深く聞いてきた。

「試験の成績で入学を決めるのか。地位もそれで上げていく、と。いいな、それ。こちらの官吏もその方式でいくか」

　ふむふむと考え込んでいる。

　つがいができたからには早く譲じょう位いしたいという父王の希望で、鸞も少しずつ権限を持たされていた。同時に長年の硬直した組織を改革しようと計画もしているから、忙しい。それでも昴のしていることには興味津しん々しん。役立ちそうなことは突っ込んで聞いてくる。

「しかしこちらは貴族の力が強いから、そう簡単にはいかないだろうなあ」

　嘆息する鸞に、昴が告げる。

「試験だけで人の実力は測れないよ。いくら成績がよくても、実務が駄目って人もいるからね。即応能力がないっていうか、頭でっかち」

「確かに。複合的に人材を評価するやり方が必要だな。選考基準をどうするか」

　昼間の激務で疲れて帰宅するのに、二人きりのときまでそんなことを話しているから、なかなか甘い雰囲気にならない。互いに苦笑し合った。

「少しずつ軌道に乗っているから、これ以上は忙しくならないだろう。おまえも仕事を増やすなよ」

　ソファにどっかと腰を下ろした鸞に抱き寄せられながら、昴は口を尖らせる。

「増やしたいと思って増やしたんじゃないよ。勝手に向こうからやってくるんだ。まあでも、これ以上は無理だからと言っておくよ」

　互いの温もりのおかげで、翌日への気力が湧いてきた。

「そのうちなんとしても時間を取って、新婚旅行に行こう」

「新婚旅行？」

　意外な言葉に昴は鸞を見上げる。

「この国にはそうした風習はないが、あるんだろ、おまえのいたところでは」

「あ、うん。結婚した二人が初めて旅行するのをそう言うんだ」

「互いの絆を深めるにはいい方法だと思う。我が国にも広めたい」

　昴のいた日本とこの龍蘭国とでは、違うことが多い。鸞は昴から聞いた中で、取り入れたいもの、あってもいいもの、そして絶対に広めてはならないものを選別している。昴も、この世界を混乱させたいわけではないから、鸞に従っていた。

「行けたらいいね」

「願えば叶う。そのためにもこの忙しさを乗り切らなくてはな」

「うん、頑張るよ」

「この国で一番美しい湖に連れていってやる」

　鸞が耳許で湖の説明をしてくれるのを、昴はうっとりと聞いていた。

「神シン竜リュウ湖コといって、初代の黒竜が眠っていると言われているところだ。竜と人間では寿命が違うから、愛する伴侶を失った傷心の竜が、休む場所として選んだほど綺麗で神秘的な湖だ」

　神殿内に安置されている像や、飾られている絵画がぼんやり眼まな裏うらに浮かんでくる。信仰の対象である黒竜と、傍らに寄り添う美しいその伴侶。

「……切ないね」

　呟くと、鸞が顔を寄せてキスしてきた。

「俺は人間だからそんなことにはならない。望めば同じときに死ぬことも可能だぞ」

　甘い口づけに酔っていたのに、その台詞で思わず笑ってしまった。

「死ぬ話なんて、早いよ。まだこれから何十年も先のことだろ」

「ああ、そうだな。今はこうしておまえを堪能できる」

　何度も口づけを交わしているうちに、互いにその気になった。静かに更ふけていく夜の闇に、昴の甘い吐息が溶け込んでいく。

　鸞と抱き合って眠りについた昴が見たのは、美しい乙女が巨大な黒竜を従えて波打ち際を歩く姿だった。プラチナブロンドの長い髪がふわふわと靡なびき、菫すみれ色の瞳が竜の黒瞳を覗き込む。

　互いに目を見交わして微笑んでいる、穏やかで優しい雰囲気。先に逝く、逝かれてしまうとわかっていても、彼らは巡り会ったことを決して後悔などしていないだろう。

　だって、自分がそうだから。

　鸞に会えないままの自分の人生なんて、今ではもう考えることもできない。










　そんなある日のことだ。辺境にいる兄王子の漣から至急の連絡が入った。知らせを持ってやってきたのは、漣の竜、ソウだ。

　漣は鸞の兄だが、今現在は部下の謀む反ほんの責任を取って辺境に追放されている。

　漣は全く与り知らぬ陰謀だったが「部下のしたことは自分の責任だ」と主張し罰せられることを望んだのだ。

　しかし罪がないことは明らかだったので、流罪になっても監視は緩く、最初はともかく今はその土地からの出入りも禁止されてはいない。

　それでも漣自身はそのことに甘えることなく、決して自分から流刑地を離れようとはしないでいた。

　その慈愛に部下たちは泣き、更生を誓っているという。釈放されたあかつきには、こぞって漣の元に駆けつけることだろう。

　彼らを受け入れる場所を作っておかなければと、日々奮闘している漣は、昴の目には王宮にいたときよりも生き生きとして見えた。目的を持ち、そのために努力しているからだろう。

　かつて王宮での行事のおり、「暇なら自分で仕事を探したらどうですか」と昴に言われてきょとんとしていたときの面影は、もうない。

　その辺境からの使者、ソウは甲高い鳴声を上げて王宮に降り立った。翼をばたつかせひっきりなしに唸うなるような鳴声を響かせるのは、相当殺気立っている証拠だ。

　無理もない。ソウが携えてきた知らせとは、国境地帯で放棄されていた竜が二頭見つかったというものだったからだ。

　どちらも瀕死の重傷で、ろくに手当もされていなかった。しかも確実に死ぬように毒を飲まされていたという。

　懸命な治療のかいもなく、そのうちの一頭は間もなく死んだらしい。

　ソウが憤慨を込めて吠ほえた。

『まだ子供だったんだよ！　それなのに酷い！』

　ソウの叫びは竜たちに伝わり、不穏な気配が広がっていく。王宮内にある竜の広場に、郊外の切り立った崖にある巣から飛び立った竜が、次々に舞い降りてきた。

『待て！　それ以上集まったら皆が不安に思う。命令あるまで今いるところにとどまれ！』

　自分たちの頭領と認める鸞の一喝で、竜たちの移動が止まる。それでもすでにかなりの数が、集まってきていた。それぞれがソウの近くに下りようとするから、ギャアギャアと鳴き交わし騒がしい。

『並べ、並ぶんだ。下りるのは一頭ずつだ！』

　竜騎隊隊長の燎が、自らの竜ユナを通じて指示する。空中にいた竜が、順次降り立った。皆騎士を乗せないで来ているので、巣や竜舎は今頃大騒動になっているだろう。

「幼児でももっと秩序を保つぞ」

　と毒づく鸞は、騒ぎの元になったソウを睨にらんだ。

『気持ちはわかるが、騒ぎにしたら駄目だろう。兄上はまず俺に報告せよとおっしゃったはずだ。違うか』

『はい、すみません』

　ソウがしゅんと身を縮めた。巨大な竜が鸞の前で小さくなる。

「しかし、確かに酷い話だ。国境を接している迦カ楼ル羅ラ国コクは、竜をただの乗り物としか扱っていない国だからな。何度か改めるように申し入れはしたが、内政干渉だと撥はねつけられた」

　言いながら鸞は眉を顰ひそめ、兄の手紙に最後まで目を通す。読んだあと、呼び寄せた宰相に渡した。

「たまたま兄上が国境地帯におられたから明るみに出たが、この調子ではこれまでも人知れず竜を処分していたかもしれない。このまま放置はできない。父上にも報告して、何ができるか検討に入ってくれ」

　そう告げたあとで、鸞はソウを振り向いた。

『兄上はほかに何かおっしゃったか』

『もう一頭は絶対助けるって』

『そうか。ご苦労だった。こちらからも竜専門の医師と我が国に所属する術者を派遣しよう。彼らを乗せて帰ってくれ。その後のことは、追って知らせると兄上に伝えてほしい』

『了解！』

　父王から全権を任された鸞の命令で、慌ただしく医師と術者が招集された。

　術者とは魔術を使う者のことだ。昴をこの世界に召喚したのも、術者の魔術だった。彼らは自分の命を削って魔術を発動させる。そのため平均寿命はかなり短く、だいたい四十代で死を迎える。

　当然ながら素質があっても術者になる者は少なく、貴重な術者は国と契約している者がほとんどだ。個人で使えないこともないが、命の代償だからと高額な料金を請求される。

　その中で、龍蘭国と契約している術者は別らしい。

「この国での仕事は、命の不安がなくて助かります」

　と全員が言っている。国との契約なので仕事の依頼は頻繁にあるが、ほとんどの場合協力態勢を組んだ仕事になるから、消耗が少ないのだそうだ。

　以前昴がそう聞いたよと鸞に伝えたら、「当たり前だ」と返された。

「貴重な魔術を使える能力者だ。大切にしなくてどうする。長く仕えてもらうことの方がこちらの利にもなる」

　龍蘭国の術者には、六十歳を越えても現役の者が何人もいる。希け有うなことらしい。

　神殿で騒ぎを聞いて駆けつけた昴は、一部始終を見聞きすると、準備ができるまでソウやほかの竜たちの宥め役に回った。

　間もなくソウが医師と術者を乗せて飛び立った。隊長の燎が自分の竜、ユナと共に医薬品や必要と思われる品を載せてあとを追う。残りの竜は、経過を逐一伝えるという約束の下、竜舎に戻るよう命じられた。

　彼らを見送ったあとで、国としての行動方針を決定するための会議が慌ただしく開かれた。

「なんらかの対処をしないと、竜たちが承知しない。彼らは同胞を大切にする」

　鸞の一言で迦楼羅国に詰問使を送ることが早々に決まったが、様々な意見が出て詰問の内容が定まらない。迦楼羅国の王は、問い詰められてものらりくらりと躱かわすだろうと思われるからだ。

　そもそも迦楼羅とは、竜のライバルで竜を食すとも言われている伝説の鳥だ。その鳥の名を国名にするほど、迦楼羅国は龍蘭国を敵視している。領土を欲して攻めてきたこともあった。当然完膚なきまでに撃退されて引いたが、迦楼羅国側からしたら腹立たしいばかりだろう。

　一方龍蘭国側からすれば、油断ならない、鬱うっ陶とうしい隣国だ。今さらこちらの申し出を素直に聞き入れるとは思えない。

「確実な証拠を押さえる必要がありますな」

　宰相の言葉で、会議は膠こう着ちゃく状態に陥る。

　テーブルを叩いて鸞が立ち上がった。

「俺が行く」

　ざわっと場が揺らいだ。誰もが顔色を変え止めようとしたのは、鸞が迦楼羅国に行くと勘違いしたからだ。昴もそれは暴挙だと腰を上げかけた。しかし続く言葉で、行き先が兄の漣のところだとわかり、ほっとする。

「俺は竜の頭領だ。たとえ他国に仕えている竜でも、俺の眷けん属ぞくには違いない。見舞いに行って直接事情も聞きたい」

　これは止まらないなと、同じように義憤を覚えていた昴は思った。父王も宰相も止めているが、先ほどのような必死さはない。迦楼羅国に行くのでないならという意識が働くのだろう。

　もしかしたらその効果を引き出すために、わざと誤解されるような言い方をしたのかもしれないと思いながら、昴が手を挙げた。

「僕も行きます」

　昴の発言に、今度は神殿関係者がぎょっとして止めにかかる。昴の補佐として出席していた弁が、憂慮のまなざしを向けてきた。

「僕は鸞のつがいだから、彼が行くところには一緒に行くんです。万一のとき離れていては、つがいの役目が果たせません。僕が留守の間神殿のことは弁に任せます」

　弁、お願いと視線を向けると、苦笑して頷いている。

　鸞が振り向いて笑い、手を伸ばしてきた。反対する者たちを説得するのは面倒だと、顔に書いてある。その手を取ると同時に、鸞が走り出した。このまま行く気だと、昴も懸命に足を動かす。

「殿下！」

「つがい様！」

　呼び止める声を振り切って庭に飛び出すと、鸞は流れるような動きで黒竜に変身し、昴はその背に飛び乗った。追いかけてきた者たちの手の届かない空に、一気に舞い上がる。
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　王宮の周りを一周してから、鸞は瞬間移動した。

　一瞬で景色が変わる。ここは漣が流罪になった辺境の男爵領だ。平屋の建物が眼下に見える。

　漣がやって来た当初狩猟小屋だった平屋の建物は、かなり拡張されて広くなっていた。漣を慕って集まってきた元の使用人や部下たちが手狭な建物を建て増して、自分たちも住めるように改造したからだ。

　そんなふうに彼を慕う者が多く人望があったからこそ、部下の一部がこの人を王にしたいと陰謀を企んだともいえる。

　建物の側に差し掛け小屋が造られ、小山のような物体が横たわっていた。周囲に豆粒のような人間がうろうろしている。

　高度を下げると、ソウとユナが気付いて歓迎の咆ほう哮こうを上げた。小山のような物体が傷ついた竜だとわかる。周囲をうろついているのは医師と術者だ。一人が手を振っている。漣だ。

　医師と術者が診察した報告では、術者数人の力で怪我を修復し、毒を消し、消えかけた命をなんとか繋いだらしい。

　残りは医師が引き受け、完全に消しきれなかった毒には毒消しを使い、怪我した場所に薬を塗り、折れた骨には添え木を当てたとのこと。

　あとの回復は気力次第という診断だが、現状、甚だしく痛めつけられた竜は、ソウとユナに励まされても、その気力が湧いてこないようでぐったりしているらしい。

　鸞は差し掛け小屋の近くに着地し、昴を下ろす。自分はさっと人間に変身し、兄の側に歩み寄った。

「鸞、来るとは思っていたけれど、本当に来たんだね」

「俺の仲間が痛めつけられたんだ。じっとしてなんかいられるものか」

　大股で、蹲うずくまっている竜の様子を見に行く。

　その後ろ姿を見ていた昴に、漣が微笑みかけてきた。

「会えて嬉しいよ、つがい殿」

「このたびは大変でしたね」

「うん。驚いたよ。なんとか両方助けたかったのだけど、一頭は駄目だった」

　漣が沈痛な顔をする。その切なさを受け取ったソウが、悲しげな声で鳴いた。

「王宮では迦楼羅国が元凶だと言われていましたけれど、そうなんですか？」

　まだ勉強中の昴の知識の中では、迦楼羅国は龍蘭国の単なる隣国だ。以前、竜を粗末にする国があると聞いたことがあるが、どうやらそれは迦楼羅国のことらしい。

「前からきな臭い噂はあったけどね。まさか本当に竜を使い捨てにしているとは思わなかった。毒まで与えて不要な竜を殺そうとするなんて。竜は消耗品じゃない！」

　憤りを含んだ声で、漣が言う。握り締めた拳が、震えていた。

　毒は、迦楼羅国にだけ生える毒草から作られたものだった。人間にも効く遅効性の毒で、密輸されて他国でも使われることがあるらしい。

　恐ろしい毒だが、遅効性というところにさらに悪意を感じる。長い時間苦しんで死に至るようにという含意があるからだ。

　それがわかったとき鸞は、怒りを抑えるのに苦労していた。もちろん昴も、そしてここに集まった他の皆もだ。

　ソウが首を伸ばして、漣の肩に擦りつける。

『ボクがいるよ。ボクは死なない』

　ぎこちないながら慰めようと試みている。握り締めた拳を開いて、漣がソウの首を撫でた。竜とその騎士の間の情愛は、海よりも深いのだ。

『ありがとう、ソウ。絶対に助けよう』

　ソウが首を上下に振って賛意を示す。

　傷ついた竜の側に行った鸞が、身体に手を当てて様子を見ている。

「生命力が感じられない。生きたいという気持ちがないのだ。生き物の頂点に立つ竜がここまで弱るとは、いったい何をされたのか」

「怪我が治る間もなく、繰り返し戦闘に駆り出されたようです。乗せていた騎士が死ぬとすぐ代わりの騎士をあてがわれて」

　進み出て説明したのは、竜騎隊隊長の燎だ。ユナに根気よく話しかけてもらって、ぽつりぽつりと言葉を引き出したという。

「迦楼羅国の竜は、魔術で人への服従を強いられていますが、自分の騎士と決まった相手にはそれなりの愛着を持ちます。その気持ちを無視されて機械のように使役されたのでは、竜も堪りません」

『もう戦いたくないって思うのは当然よ。しかも怪我をしても手当てもしてもらえないのよ。動けなくなったら今回みたいに毒を与えられて、国の外に放り出されるの。迦楼羅国の竜は皆絶望しているわ』

　ユナが息巻いている。ソウが長い首を伸ばして、遺憾の意を込めた吠え声を上げる。

「周辺の国々と長年戦争を続けているから、消耗戦になるのだろう」

　鸞が考えながら言うと、医師の側に控えめに佇たたずんでいた術者が、そっと言葉を挟んだ。

「術者も迦楼羅国との契約は受けません。命が幾つあっても足りませんから。今いる術者はあの国生まれのものばかりです。それもしがらみを盾にやむを得ず……」

『鸞、なんとかして。このままじゃ可哀想だわ』

　ユナが鸞に訴えた。

『わかっている』

　鸞が振り向いて昴を呼び寄せた。

「黒竜の俺が言っても彼には届かないだろう。立て、動けと強く言えば強制だ。それでは意味がない。おまえが直接話しかけて、彼の心を救ってやってくれないか。命が助かっても、ここまで生命力が枯渇していたら、完全な回復は覚おぼ束つかない」

「え？　そんな大切なこと、俺にできるかな」

　なんとかしてあげたいとは思っているが、人間の自分に竜の気持ちを慮おもんぱかれるか。

「できる。あの竜も、人間に話しかけられたら驚くはずだ。なぜ会話ができるのかと。普通は自分が選んだ騎士としかできないからな。無感動になっている彼の心を、まずそれで揺さ振って、そのあとは昴次第だな。時間が必要なことはわかっている。数日ここに滞在して、やってみてくれ」

　独占欲の強い鸞が、しばらくでも昴と離れることを選択したことで、彼がどれだけ竜たちのことを気にかけているかが伝わってくる。昴は大きく頷いた。

「わかった。やってみるよ」

「ただし、数日だぞ。それを過ぎたら迎えに来るからな」

　感心したすぐそのあとで告げられた言葉に、がくっとなる。独占欲は健在だった。でもそれが嬉しい。

　昴は漣と話しながらその場を離れる鸞に手を振って、さて、と振り向いた。鸞の指図で、医師と術者たちも休憩のためにいったん引き上げていき、燎が残ってくれている。ユナとソウも。

　任せるから思うようにやってみろという、皆の無言の励ましが伝わってきた。

　差し掛け小屋の中に蹲っている竜は、ユナほどではないが大きい。正常な状態なら、かなりの力を持つ竜だろう。しかし今は痩せている。皮膚の色艶も悪い。

　脇腹に無残な傷を負っていて、額もぱっくり割れていた。そして片方の脚を投げ出している。ほとんど千切れかけていたのを、術者が無理やり繋いだのだそうだ。痛みは魔術で軽減してあるらしい。毒もある程度までは術者が消し、残りを医師が引き受けた。

　気力があれば完全に元に戻るところまではもってきたが、現状では他を拒絶してうちに籠こもったまま、生きようとする力は磨すり減るばかり。

　鸞が言ったように、まずは話しかけてみることにした。

『ねえ、僕は昴。名前を教えてくれないかな』

　できるだけ穏やかに声をかける。すると竜は、驚いたように伏せていた首を持ち上げこちらに向けてきた。

『なぜ話せるのだ、人間』

　興味を引かれたようにじっとこちらを見ているが、不信が凝り固まったような疑い深い唸り声だった。

『僕は鸞のつがいなんだ。だから君たちの声が聞こえる』

　そう言うと、疑問が晴れたせいか、竜は興味をなくしたように再び蹲ってしまった。それからは何を話しかけても無駄で、昴は肩を竦すくめながら側を離れた。

「全然駄目だった」

　漣と打ち合わせをしていた鸞に報告する。鸞が手を伸ばして昴の頭を撫でた。

「すぐには無理だとわかっている。だが興味は引かれたようだぞ」

「そうかなあ」

「ああ。細い思念の糸が、おまえに向かって伸びている」

　昴は驚いて鸞を見る。

「そんなことがわかるんだ。僕には感じられないけど」

「俺は黒竜だからな。とにかく数日、頑張って話しかけてみてくれ」

　そう言って鸞は一人で帰っていった。迦楼羅国にどう対処するかを決める、面倒な仕事が控えている。

　大きな黒竜が悠々と空を飛んでいくのを、昴は名残惜しく見守った。自分には任された仕事があり、ほんの数日離れるだけとわかっていても、切ない。傍かたわらに鸞がいるのが当たり前だったから、そちら側がすーすーするのだ。

「寂しい？」

　立ち尽くしていたら声をかけられて、振り向いた。漣が憂慮の表情でこちらを見ている。

「あ、いや、そんなことは、ナイデス」

　慌てて手を振り、棒読み台詞で否定した。役目があって残ったのに、未練がましい顔をしていたら心配させてしまう。

「たまには離れた方が、気が休まるので」

　強気を装って、心と裏腹の言葉を口にする。漣がふふと笑った。

「弟は暑苦しいほど君を囲い込んでいるからね。さっきも別れ際に『手を出すなよ』と釘を刺されたよ」

「や、それは……。スンマセン」

　鸞ったらもう！　恥ずかしいじゃないかと頰を染めながら謝った。でも内心は嬉しくてくすぐったい。

「いやいや、仲がよくて羨ましいよ。私もそんな相手が欲しいなあ」

　思わせぶりに流し目を向けられて、どきっとする。なんと言っても金髪碧眼の麗しい美形なのだ。綺麗なものを見て、目が喜んでいる。テレビでアイドルを観賞する気分だ。

　相手が鸞なら、こんな穏やかな気持ちで見ていられない。昂揚したり落ち込んだりと様々な感情を喚起される。

「おや、そんな目で見てくれるなんて。少しは脈ありなのかな。……ふうん、吸いつくようなもち肌だね」

「え？　うわっ！」

　慌てて飛び退いたが、するりと頰を撫でられたあとだった。油断も隙もない。ごしごしと手で擦って感触を消そうとするのを、漣が悲しそうな顔で見た。

「そんなに嫌がらなくても」

「ええっと、お触り禁止ですよ、僕は」

　そんな顔には騙されませんとじろりと睨むと、降参だというように両手を挙げて笑いかけてくる。

「わかっているよ。さて、鸞も帰ってしまったし、少し休憩してお茶にする？」

「いえ、ここにいます。彼から目を離したくないので」

　昴は漣の好意を辞退する。まったりとお茶を飲むような気持ちの余裕はない。しかしその言葉を予期していたように漣は笑い、昴を諭した。

「ではここにお茶を運ばせよう。根を詰めても相手のあることだ。鸞も長期戦でと言ったのだろう？　燎、君も一緒に」

「恐縮です」

　燎が頷いて、用意された椅子に腰を下ろす。それを見て昴も肩に入った力を抜いた。確かに相手があることだ。心を閉ざした竜の気持ちを解きほぐすには、時間をかけるしかない。緊張していたから喉がからからだ。

　お茶を飲み気持ちを解してから、改めて傷ついた竜と向き合う。

　医師が手当てをするのを手伝ったり、優しく撫でてやったりした。『大丈夫かい』と声をかけ、『すぐによくなるからね』と請け合ってやる。

　ユナとソウにおやつを持っていって、竜にも「食べないか」と声をかけた。残念ながら竜は昴の存在を無視し、そのどれにも返事をしてくれなかったが。

　ただ、完全に関心をなくしたのではないことは伝わってくる。昴が近づくと微かに身動ぎするからだ。

　必要なのは根気。自分に言い聞かせ、その日は側にテントを張ってもらう。寝る前に竜の側に行った。

『お休み。夜もここにいるからね。何かあったら言ってね』

　返事はないが、竜の様子をしばらく見守ってから眠りについた。

　二日目の朝、昴は気持ちよく目が覚めた。大きくのびをして「頑張るぞ」と声に出して自らを鼓舞すると、さっと起き上がる。テントを出て竜を見た。

『おはよう』

　返事はない。竜は蹲ったままだ。

　しかしその目がちらりと動いたのを、昴は見逃さなかった。すぐに閉じてしまったが、間違いなく瞼まぶたは開いていた。まるで、昴が出てくるのを、今か今かと待っていたようだ。

　内心でくすりと笑い、朝食を済ませると、張り切って竜の側に向かう。

　ユナとソウから、変化なしと教えてもらい、医師からも悪くはなっていないがよくもないと報告があった。

『僕は治療はできないし、魔術も使えないけど、聞くことならできるよ。愚痴でもなんでも、話してみない？』

　医師が怪我をした部分に薬を塗り直したりしている側で、そんなふうに話しかけてみる。

『迦楼羅国の竜の扱いって、酷いよね。聞いた僕も腹が立ったよ。何度も抗議したけど、全然聞いてくれないって鸞が言ってた。だから今回は、国際的な包囲網を作って圧力をかけると息巻いていたよ。数カ国で連携し、今度こそ変えてみせるって……』

　言いかけた昴の言葉を遮って、竜が唸り声を上げた。

『放っておいてくれ。回復してまた戦いに駆り出されるのはまっぴらだ。このまま静かに逝きたい』

　返事をした！　小躍りしたいのをぐっと堪えて、昴はわざと首を傾げてみせる。

『君がどんなに逝きたいって言っても、僕も絶対に君を助けるつもりだし。ここにいれば戦いもないから傷つくことはないと約束する』

『信じるものか』

　不満そうな唸り声を上げて竜は黙り込んだ。うっかり喋ったことを後悔するように、ぷいと向こうを向いてしまう。あとは何を話しかけても駄目だった。

　嘆息して一度その場を離れ、頃合いを見て側に行く。すると、頑かたくなに昴を見ないまま問いかけてきた。

『戦わなくていいのは本当か』

　時間を置くことで、多少は興味が湧いたようだ。

『龍蘭国は戦争はしていないからね』

『しかし、騎士がいる。戦いのためでなければなぜだ』

　やはり疑わしそうに指摘してくる。

『痒かゆいところを搔いてもらうためよ』

　昴が答えようとしたら、ユナが長い首を伸ばして割って入る。

『燎はとても上手に搔いてくれるの』

　ソウも自分の経験を話した。

『ボクも最初は、術者に魔術をかけられて漣を騎士にしていたんだ。今はそれを解除してもらって、自分で漣を選んだ。気に入る人間ができるまでは、選ばなくてもいいんだよ』

『そんな馬鹿な……』

　信じられないと竜がゆっくり首を振る。人間への不信感は相当根深いようだ。昴は自分が知っている例を上げてみた。

『僕の知っているロキという竜は、まだ騎士がいないよ。成竜だけどね。今は候補の少年が成長するのを待っている。けどそれも、成人した少年が気に入らなければ断れるんだ』

『……嘘だ』

　そう呟いて、竜は顔を伏せた。反対側を向いてしまう。

　昴は小さく嘆息した。ロキにこちらに来てもらおうか。でも、それでこの竜の不信感を解けるかどうか。

『なぜ黒竜には騎士ではなくつがいなのだ』

　その質問が出たのは、三日目だった。朝はだんまりだったが、午後に行ったときに尋ねてきた。これはいい傾向かと思い、勇んで説明する。

『鸞は人の身体に黒竜を宿しているから不安定なんだ。つがいがいなければ、荒ぶるとき内部の黒竜を自分では抑えられない。過去には地下牢に押し込められた人もいたそうだよ』

　そう説明すると、竜は鼻に皺しわを寄せて嫌そうにした。

『地下牢……。人間はいつもそうだ。自分の都合で平気で相手を傷つける』

『そう思うのも仕方がないけど、この場合はやむを得なかったんだ。黒竜が暴れ回ったら大変なことになるからね。都市一つ壊滅させるほどのエネルギーを持ってる』

　竜は口を噤み、そして躊躇ためらいがちに聞いてきた。

『……暴れ回ったことがあるのか、あの黒竜』

『ある。一度戦場でやむなく変身したら、大変だったらしい。だからその後は、僕がつがいに認定されるまで、竜にならないように自制してたって言ってた。今は安定しているけどね。変身して空を飛び回るし、瞬間移動もできる。竜の能力を持ちながら人間もやってるよ』

　竜の目が、ようやく正面から昴を捉えた。薄茶色の大きな瞳の中に、昴が映り込んでいる。

『黒竜のつがい。そんな話をわたしにして、いったい何を企たくらんでいる。術者の魔術が解けたからには、二度と騎士など持たぬ』

『いいよ、それで。誰も君に何かを強制しようと思っていない。ただ傷を治して元気になってほしいだけだ』

『そうそう。怪我が治ったら、どこでも行きたいところに行っていいんだよ』

　ソウがにこやかに続けた。ユナもそのとおりと頷いている。

『残るのも去るのも自由ってこと』

　そんな彼らをしばらく見つめたあとで、竜はゆっくりと首を下ろし蹲った。

『信じられない。……だが様子を見よう』

　それが精いっぱいの譲歩のようだ。まだ名前も教えてくれていないが、一歩前進の手応えを感じた。昴も今のところはそれで満足して、側を離れる。ソウとユナに、見ていてあげてと頼んでおいた。

「少しだけど進歩したね」

　離れたところから見ていた漣が、ご苦労様と声をかけてきた。

「ええ。でもまだ名前も教えてもらえません」

「焦らない、焦らない。少しずつ打ち解けているように見えるから」

「ならいいんですけど」

　対話を続けている間も治療は続いていて、医師と術者が協力して竜を完治させるべく頑張っていた。脇腹の傷はほぼ塞がって、割れた額も線が走るだけになった。脚は魔術で無理やりくっつけたので、治りが遅いようだ。まだ立てないでいる。毒の影響はもうない。

「翼も破れているんじゃないかと疑っているのですが、広げてくれないから確かめられません。どうしたものか」

　医師が大きな刷は毛けで薬を塗るのを側で見ていたら、別の医師が困ったようにぼやいていた。

「魔術で広げさせますか」

　術者が尋ねている。力を合わせて魔術を施せば寿命もさして削られないので、積極的に使おうと提案してくる。

「それは駄目だよ。この竜は術者に強制されて意志を奪われていたんだ。助けるためでも魔術は駄目だ」

　昴が反対すると、医師は困ったように頭を搔いた。

「ではどうします？　翼に傷があったとしたら、このままでは癒着してしまい、ほかの怪我が治っても空は飛べなくなります」

『ねえ君、今の聞こえているんだろ。翼を広げてほしいんだけど、痛くてできないのかな？　医師が手当てしてくれるって。怖いことはないよ』

　昴は竜に話しかける。竜はちらっと見ただけで無視を決め込んでいる。脇腹辺りは急所だから翼を広げたくないのはわかるけど、頑なな拒絶にため息が出た。

　なんと言って説得したらいいのか、自分よりユナかソウに話してもらった方が聞き入れてもらえるのかと考えていたとき、いきなりユナが身体を起こし、咆哮した。続けてソウも。

　何事だと振り向いた昴に、ユナが叫ぶ。

『敵！』

「ええ!?」

　振り仰いだ先にはまだ何も見えないが、昴は周囲に「逃げろ！」と叫んだ。

「敵が来るってユナたちが言ってる！」

　ソウの叫びを聞いて走り出てきた漣も、急いで皆を避難させ始める。

「来るのは迦楼羅国の竜だ。廃棄した竜が生きているのがわかり、証拠を隠滅するためにやってくる。自分たちの扱われ方に不満を持っているその中の一頭が、密かにユナたちに知らせてくれた」

　漣が忙しく指示しながら、昴にも説明してくれた。そして「早く建物の中へ」と背中を押される。

「中には避難するために造られた頑丈な部屋がある」

「でも！　この竜はどうするんです！」

「大丈夫。皆で守るよ。だから君は早く行きなさい。医師や術者、非戦闘員は急ぐのだ！」

　漣が言い置いてソウの背に跨またがる。ユナの背にはすでに燎が乗っていた。二人と二頭は勢いよく空に飛び立つ。空中で二頭並んで、山並みの向こうを睨んで待ち構えた。

「昴様、どうか建物の中へ」

『彼らの目的はわたしだ。わたしを差し出せばいい』

　漣の侍従長に促されて避難しかけたとき、竜の呟きが耳に入った。そのとき昴の胸に湧き起こったのは憤りだった。竜を廃棄する迦楼羅国への怒り、証拠隠滅のために襲撃してくるその卑劣な行為への怒り。そして同時に、すべてを諦めているこの竜をなんとか奮い立たせたいという強い願い。

　昴は身を翻ひるがえし、竜を守るために展開していた武装兵を搔き分けて駆け戻った。そして蹲っている巨体によじ登る。

「つがい様、何を！」

「危ない！　つがい様」

「無茶です！」

　侍従長からも兵たちからも悲鳴が上がるが、昴は止まらない。あちこちにある突起を伝ってなんとか登りきると、竜の角を掴んで身体を固定させた。そして平手で思いっきり頭を叩く。

『痛っ。なんて石頭だ』

　痛いと声を上げたのは昴の方だった。角に掴まったまま、叩いた手を振る。

『痛いのはこっちだ。いきなり何をする』

　さすがに驚いた竜が身を起こし、首を振る。

『うわっと、とと、危なっ。こら、動くなよっ』

　慌てて角にしがみつき、今度は拳で加減しながらまた頭を叩く。

『やめろと言っている』

『やめないよ！　さあ立ち上がって、自分で自由を掴むんだよ！　怪我はもう治っているはずだろ』

　下では侍従長や兵士たちがおろおろして「下りてください」と声をかけていたが、これくらいではまだまだ、竜を奮い立たせられない。

『押しつけだというのはわかってるよっ。でも君の命を助けるために、皆必死なんだ。下を見て。これは君を、いいかい、君をだよ、守るために集まっている人間たちだ』

　昴は角を力いっぱい引っ張って、なんとか竜に首を傾けさせることに成功する。竜は自分の周りを取り囲んでいる兵士たちを見て口を噤んだ。

『今度は空！』

　下を向いていた竜の首を持ち上げる。下げさせるより楽だったのは、竜が抵抗しなかったからだ。

『君の仲間が、君のために敵を迎え撃とうとしている。なのに君は諦めちゃうの!?　それで本当にいいのかい!?』

　昴は悔しさをぶつけるかのように、ぽかぽかと竜の頭を叩きながら言いつのる。

『ここに置いて逃げれば君が殺されてしまうとわかっているから、皆で頑張ってるんだ！　君が大切なんだよ』

『昴！』

　そのとき昴に、叫び声が届いた。

『え？　鸞？　どうしてここへ……』

　慌てて顔を上げた先に見えたのは、黒竜になった鸞だ。いきなり姿を現して周囲を驚愕させ、そして歓声を浴びている。

『ユナとソウから連絡をもらった。見てみろ。あの竜の数を』

『え？　ああ！』

　ユナとソウが浮かぶ空の向こう、編隊を組んだ竜が見えている。昴はさあっと青ざめた。一頭二頭ではない。少なくとも五頭はいる。

『ユナとソウだけでは無理だ……』

『だから俺が呼ばれたのだ。ユナから連絡をもらったときの俺がどれだけ肝を冷やしたか。おまえが助けを呼べない状態にあるのかと勘違いしたのだぞ！』

『あ、そうなの……ごめん』

　鸞の怒声の中に究極の心配を見て取って、昴は素直に頭を下げた。

『あとでお仕置きを覚悟するんだな。行ってくる』

『え？　ちょっと、鸞！』

　昴を乗せないで行くのは、いない方が自由な動きができるせいだろう。相手が五頭だと、さすがの鸞も悠長にはしていられない。素晴らしいスピードでまっしぐらに突っ込んでいく。その後ろから、ユナとソウが続いた。

　激しい空中戦だった。八頭の竜が入り乱れて攻撃し合い、地上にいる者は、はらはらしながら見守るしかない。劣勢と言いつつ、黒竜の鸞がいるので、互角な戦いが続いた。漣も燎も巧みに竜に騎乗して、相手の竜騎士を叩き落とそうとしている。

　迦楼羅国側の竜はもともと戦闘意欲に乏しいので、騎士を落とされると戦いを放棄して地上に降り立つ。騎士は地上部隊に捕ほ縛ばくされた。二頭が戦闘を離脱し、最後、互角の三頭になったが、そのときユナの相手をしていた敵の竜が、騎士の指示で捨て身の攻撃を仕掛けてくる。

　長い首を絡ませて、もろともに地上に落ちようとしたのだ。要は自爆みたいなもので、竜を大切にしない迦楼羅国らしい戦法だった。

『危ない！』

　燎は燎で、ユナの上に飛び移ってきた敵の騎士と戦っていて、ユナの手助けができない。遥かな上空から真っ逆さまに二頭の竜が落ちてくるのを見て、地上部隊から恐怖の悲鳴が上がる。

　気がついた鸞が、助けに行こうと身を翻す。だが距離があり、間に合うか微妙だ。そのとき、昴の身体がぐらりと揺れて、竜の背から落ちかけた。

「な、な……っ」

『しっかり掴まっていろ』

　動いたのは、昴が乗っていた竜だった。

　さあっと翼を広げると、一気に空に舞い上がり、ユナの下に自分の身体を押しつけ落下を食い止める。その一瞬の猶予で、燎もユナも体勢を立て直すことができた。

　燎は相手の竜騎士を蹴り飛ばして追い落とし、ユナは絡まった相手の身体を振り解いた。三頭は三つどもえで地上に不時着したが、取りあえずどの竜も無事だった。

『……翼、怪我してなかったんだ』

　呟いたのは昴。怒ど濤とうの展開にまだ惚けていて、咄とっ嗟さに出てきたのがそれだった。

『ああ。……わたしの名はボルツだ』

『え!?』

　ユナが『ありがとう！』と大きな声で礼を言った。

　ユナから飛び降りた燎が、胸に手を当てて最上級の騎士の礼で頭を下げる。

「あなたはユナと俺の命の恩人だ。本当にありがとう」

　言葉は通じなくても、その態度で言っていることは理解したのだろう。ボルツと名乗った竜はそれに軽く頷いてから、元の場所に蹲る。

『脚が痛い』

　ぼそっと言われたその言葉で、昴ははっと我に返った。振り向いて声を張る。

「今の着地でまた脚を痛めたみたいなんだ。医者を呼んで！　ボルツのために」

　最後に竜の名前を付け加えて、昴は満面の笑みを見せた。ようやくこの竜が名前を告げてくれたこと、そしてその意味を理解したのだ。

　空中戦はもちろんこちらの勝利で終わり、侵入してきた五頭の竜は保護され、五人の竜騎士は縛られて物置小屋に閉じ込められた。ここには牢などという施設はないので、やむを得ずの処置だ。

　ボルツは自分の痛いところを医師にちゃんと説明して、昴がそれを通訳した。医師はしばらく脚を診みたあとで、怪我した箇所は治っているし、今度のそれはくじいただけで骨折ではないと言った。湿布程度で治るという診断だ。

　付き添っていた昴を、人の姿に戻った鸞が苛ついた顔で引き離す。

「何するんだよ、鸞。僕はボルツの通訳を……」

「あとはユナとソウが、自分の騎士を通じて対応してくれる」

「でも直接の方がわかりやすい……」

「そう思うなら、その竜が自分の騎士を選べばいいのだ」

「そんな！　ボルツには嫌なら騎士は選ばなくていいと言ったのに」

「もちろん選ぶ選ばないは竜の自由だ。だが……」

　互いに言いたいことが掛け違っているところに、漣が割って入った。

「つがい殿、弟はヤキモチを焼いているのだよ。わかってあげてほしい」

「え？　ヤキモチ？」

　きょとんと鸞を見ると、すっと鸞が顔を背けた。

「そうなの？　鸞」

　沈黙があって、顔を赤くしながら鸞が開き直った。

「悪いか。俺はもう何日も昴の不在を我慢しているんだ。会ったときくらい俺を優先しろ」

　堂々と言い放ち、昴を抱き寄せる。

「それにそいつが名前を告げたからには、おまえの役目はもう終わりだ。自ら動けることも証明したしな。昴はこのまま連れて帰る」

「ええ！　ちょっと待ってよ、鸞」

　じたばたと暴れる昴を肩に担ぎ上げた鸞は、鋭い視線で周囲を睨ねめつける。文句はないなと。特にボルツを。

『さっさと行けばいい』

　ボルツがふんと鼻を鳴らしながら言った。鸞への態度や言葉はぶっきらぼうだが、昴に向けた瞳は穏やかだ。

『あと数日あればわたしの身体は完治するだろう。その後のことは、完治してから考える。だからおまえは気にせずその黒竜と行くがいい』

『もう死にたいとか、言わない？』

　下ろせと喚きながら鸞の背中を叩いていた昴は、ひょいとボルツを見る。

『言わない』

『そっか。ならいい』

「話はついたな」

　鸞に確認されて、昴は頷いた。鸞は肩から昴を下ろし、黒竜に変身する。昴はその背に乗ると、鸞がふわりと翼を広げた。

『皆が面倒を見てくれる。安心して養生するがいい』

　ボルツにそう言い残し、鸞は緩やかに翼を動かした。巨大な身体が宙に浮く。皆の歓声の中、異界を通り抜けて、王宮に着いた。

　王太子宮の中庭に下りたって変身を解くと、鸞は昴の手を引いたまま大股で建物の中に入っていく。

「鸞？」

　硬い表情をしているのでどうしたのか聞こうとしたが、その暇もなくぐいぐい引っ張られる。途中、慌てて出迎えた王太子宮の侍従たちに、

「父上に帰ったと報告してくれ。あとで出向く」

　と言い置くと、あっけに取られる彼らを置き去りにして私室に入りドアを閉ざす。天蓋付きのベッドにぽんと放られた。

「な……っ」

　弾む身体をなんとか起こしたときには、鸞にのし掛かられていた。

「寿命が縮んだぞ」

　上から体重をかけられて押さえ込まれ、しかし苦しそうな声でそう言われると、反射的に抵抗しかけた身体から力が抜けていく。

「御前会議の途中にユナが知らせてきたから、その場から飛び出した。あとで父王に報告するときには、いろいろと面倒なことになりそうだ。だが俺には、各国に派遣する大使の人選より、おまえの方が何倍も、何十倍も大切だ」

「……うん、ごめん」

「駄目だ、許さん。言っただろう、……お仕置きだ」

　最後の言葉は、にやりと笑って告げられ、滴るような色気を纏まとっていた。思わず背筋がぞくぞくする。さらにちろりと向けられた意味ありげな流し目。言葉はお仕置きでも、愛し合おうと言われた気がした。

「鸞……」

　つい期待で声が掠れ、喉に絡まったような声が出る。

「おや、期待しているのか。それなら、応えなければな」

「……っ、ばか」

　と言いつつ、鸞の手を待って肌がざわついている。今触られたら、総毛立つほど感じてしまいそうだ。

　ボタンを外され、肌が露あらわになっていく。

「ここに可愛い乳首が」

　鸞の指がいたずらするように乳首を弾く。

「あっ」

　思わず声が出て、胸を隠そうと手が動いた。

「駄目だ。お仕置きをしているのだから、俺が何をしようと逆らうな」

　くりくりと揉まれて「あ、あ」と喘ぎ、首を振る。

「そんな、僕だけ感じて悶えるなんて恥ずかしいよ」

「もっと恥ずかしくしてやるとも」

　言いながら鸞は昴を引き起こして上半身の衣類をするりと剥ぎ取ると、今度は自分のサッシュを外して両腕に巻きつけた。

「ちょ……っ、何をするんだ、鸞」

　抗議する昴ににやりと笑って見せ、天蓋を支える柱にそのサッシュの端をくくりつける。長いサッシュなので、反対側の端がだらりとベッドから垂れた。

「鸞！」

　自由になろうとじたばたと暴れる昴を巧みに動かして、脱がせてしまう。最後の一枚を両脚から抜き取って、これ見よがしに目の前で振った。

「これでおまえは素っ裸だ」

「いい加減にしろよ」

　羞恥で顔を真っ赤にして叫んでも、鸞は笑うだけだ。その瞳が、身をくねらせる昴に据えられる。いきなり空気が変わった。鸞の目が欲情でぎらりと光り、指先にぶら下げていた布きれを放る。その手がこちらに伸びてきて、身体に触られた。肩から胸に、胸からその下に。

　ピンと指先で弾かれたのは、ふるりと勃ち上がりかけている昴自身。

「口でなんと言おうと、ここは正直だな」

「……っ、ゃあ、あ……」

　手際よくしゅっしゅっと擦られて、たちまちマックスにまで成長する。気持ちいい。先端から先走りが滲み出た。手淫のせいで零れた淫らな水音が耳に届くと、ますます煽られる。自分からも腰を揺らし、一気に頂点を目指そうとしたら、根元を押さえて止められた。

「あ、やっ。イきた、い……っ。放せ……ったら。もうっ、意地悪するなよっ」

　イきたいとそればかりが頭にあって鸞を詰なじると、じろりと睨まれた。

「意地悪ではない。これはお仕置きだ」

「そんな～」

　鸞はどこからか取り出した細い紐を昂りに巻きつけてから手を放し、身を起こす。解けよと昴が泣きついても聞いてくれなかった。

「ユナが知らせをよこしたとき、俺がどれだけ心配したか、おまえはわかっていない。知らせることができないほどの大怪我をしたのか、それともと、最悪のことまで考えた」

　なんとか抜けないかと手首を捻っていた昴に、鸞が低い声で告げる。その声から深い憂慮と悲痛を感じ取って、昴は足あ搔がくのをやめた。その身体を鸞がひしと抱き締める。息もできないほど強く。鸞は小刻みに震えていた。

「おまえは俺の最愛の伴侶だ。つがいだからではなく、愛しているから心配した。……わかれ」

　声を振り絞るように言われ、昴は鸞の感じたであろう苦痛を想像してみる。もし自分がその立場だったら。鸞が怪我をして動けないとか、死んだなどと思ったら……。

　胸に鋭い痛みを感じた。まるでナイフで刺されたような激痛。しかし同時に、そこまで愛されているという甘やかな喜びも。嬉しい。だから、何度でも謝るしかなかった。

「鸞……。鸞、ごめん」

「謝ってほしいんじゃない。自覚しろと言っている」

　うんうんと何度も頷く。

「だったらいいな。何をしても」

　いきなり態度を変える鸞に、それはちょっとと顔が引き攣ったが、すでに身体の自由は奪われている。

「あ、やっ、……待って」

「待たない」

　縛いましめられた昂りを舌でねっとりと嘗められた。一度口の中にすっぽりと納められ、絶妙な舌使いで喘がされる。気持ちよくて、身体が蕩とろけそうだ。無意識に腰を突き出してイこうとしたが、縛られているのでイくことができない。

「ああっ」

　苦しくて身を捩よじると、鸞がいったん昂りを口から出した。上目遣いに寄越した視線が色悪めいて挑発的で、きゅんとする。縛められているのに、白い蜜が先端からぴゅるっと零れた。はっと短い息を漏らし、こくりと唾を飲み込む。

　鸞はこれ見よがしに舌を閃ひらめかせ、蜜を零している先端部分をつついた。もどかしい刺激に腰が揺れる。

「もっと……」

　物足りなくてねだっていた。鸞は薄く笑い、どうしようかと言いたげに首を傾げる。そのくせ、ねだったことはしてくれない。さんざん焦らされて啼なかされた。触れたかと思うとすぐに放し、わざと舌先を突き出して、零れ落ちていく雫をちろちろと嘗めとるだけ。

　堪らなくて「あ、あ」と腰をせり上げた。すると鸞がすっと身を引いて、昴は涙目で彼を睨むしかない。

　鸞の手がするすると伸びていき、先ほど触られたまま放置されていた乳首に行き着く。指で押されて、「んっ」と声が出た。ぞくぞくっと背筋に震えが走る。昂りの先端から再び蜜が零れた。出したいのに出せない苦しさ。でも次々に与えられる快感には酔わされる。

　上気した肌がピンク色に色づき、噴き出した汗がその身体をしっとりと艶めかしく縁取っている。鸞にとって極上の獲物になっていることを、昴だけが自覚していない。

「もうイかせて？　お願い」

　できるだけ可愛く頼んでみた。あまりに感じすぎていて、逆に苦しい。絶頂状態のまま、さらに悦楽を与えられている。何度か頭が白く濁り、達しないままイったのではないかと思う。

　もう耐えられないと見栄も外聞もかなぐり捨てて哀願してみたのに、「駄目だ」という無情な声。否定されたことでかあっと頭に血が上り、「だったら触るなっ」と反射的に膝を突き上げていた。そっとしておいてくれたら、少しは落ち着いて息がつけるのだ。

「おっと」

　鸞はすっと身体を浮かせて逃れてから、パチンと太腿を叩いた。びりびりっときた刺激にうっと息を詰める。

「危険な脚だ」

　言いながら鸞は、先ほど両腕を縛ったサッシュの端を引っ張って、片方の足首にくくりつけた。

「な、何するんだよ」

　脚を大きく広げた格好で固定され、大切な場所が曝さらけ出されるという淫らな自分の姿態に、目眩がしそうだ。

「いい眺めだ。これで存分に愛してやれるな」

「鸞！」

　咎めたのに、鸞は笑うだけ。

　内腿の感じやすく柔らかい肌に唇をつけられ、点々と鬱うっ血けつの痕を刻まれる。昂りの根元の恥毛を舌でざりざりと嘗められ、指で撫でられた。反対側の腿も同じようにされ、ひたすら喘ぐばかり。かえって昂りに触られないだけマシかも、とぼうっとした頭の中で思っている。

　足指を一本ずつ嘗めてしゃぶられ、

「酷い」

　と詰ったら、言い返された。

「酷いことはしていないだろ？　気持ちのいいことばかりのはずだ」

「だって、……ああんっ」

　イくのを堰き止められて、延々愛撫されているのは酷いと言わないのだろうか。敏感な場所を弄いじられて、声が嗄れるほど啼かされるのは。甘いキスで宥められても、抱きつきたいのに抱きつけないのは、やはり酷いと言っていいのでは。

　今は昂りから零れる蜜を、後ろの蕾に塗り込められている。最初はきつかったのにいつの間にか何本もの指を呑み込んでいた。触れられると頭の中が真っ白になるほど感じる場所。いつもなら鸞は指ではなく彼自身でそこを突いてくれる。抱き締め合って高みを目指す、幸せな一瞬だ。

　けれども今鸞は、自身の欲望もあるだろうに、ひたすら昴を啼かせている。

　腰をくねらせ自由な方の足でシーツを搔くくらいしか、昴にできることはない。あとはひたすら感じて喘ぐだけだ。感じすぎて身体の感覚がおかしくなっている。イきたい気持ちは絶えずあるのに、昂りの感覚がない。

「おや、真っ赤になっている。これはまずいかな」

　そんなところへ、鸞が昂りから口を離してわざとらしく呟いたから、どきっとした。

「まずい……の？　どうなってる？　まさか、機能不全……」

　青ざめた昴に「馬鹿」と鸞がおでこをつんとつついた。

「大切なおまえの身体を損ねるわけがないだろう。てらてらと濡れていやらしく光っているだけだ。真っ赤な先端から蜜が零れ落ちるのが眼福。だがそろそろ限界だろうな」

　言いながら、鸞が昂りの根元に巻きついていた紐を解いてくれる。長い長い我慢の果てに、昴は激しく達した。

「あああぁぁ！」

　解かれた途端に、溜まりに溜まった白濁が勢いよく噴出する。吐き出してもまたあとから込み上げてくるのだ。

「元気だな」

　と微笑まれて、涙を滲ませながら睨むが、鸞は零れた蜜液を昴の身体に塗り伸ばし満足そうだ。ようやく昂りがしんなりなる。はあはあと胸を喘がせ、忙しない呼吸を繰り返す。

　なかなか息が整わない。イった衝撃で、頭がぼうっとしていた。

　脚を下ろしたいし腕も痺れている。それなのに鸞は自らの昂りを押し当ててきた。

「ちょ……っ、待って。脚、解いて！」

　焦って抗議する。

「おまえのその格好、すごくそそられる。だからもうしばらくそのままで」

「なんだよ、それっ。あうっ、あ、ああっ」

　抗議の声が、そのまま嬌声に変わる。鸞が解された蕾を搔き分けて入ってきた。イったばかりで感じやすくなっている身体は、その刺激でさらにびくびくと震える。

　狭くても解されていたそこは、なんなく鸞の灼熱を受け入れた。圧迫感は半端なものではなかったけれど、先端部分が入りさえすればあとはスムーズだ。

　昴は息を止めるなと自身に言い聞かせながら、懸命に身体の力を抜いていた。

　いったん最奥まで行き着いた鸞は、入れたばかりのそれをすぐに引き出しにかかる。待ってと言っても聞いてくれない。ぎりぎりまで引き出すと、周囲の襞ひだを巻き込むようにして奥に向かった。そうして抽挿を繰り返すことで、昴の中の襞に己を刻みつけているのだろう。

　鸞の熱塊を放すまいと、昴の内壁も絡みつく。包み込んだ昂りを小刻みに揺らされて、快感を搔き立てられた。イったばかりの自身が復活し、そろりと首を擡もたげる。

　行き来する途中や最奥にある昴の性感帯を、鸞はしっかり把握していた。抽挿のたびに揺らしたり大きくグラインドさせたりして、的確にそこを突いてくる。

「ああっ、ああっ……、そこ、もっと」

　再び硬くなりかけていた昴のモノは、刺激を受けるたびにさらに硬度を増し、たらたらと蜜を零し始めた。触れられなくてもイけそうなほど張りつめている。

「次は一緒だ」

　と鸞に宣言されたから、そうなるべくしがみつきたいのに、腕と片方の脚はまだ縛られたまま。お仕置きだからと我慢したはずなのに、あられもない格好を取らされていることによる羞恥が、快感の度合いをさらに高めてしまっている現実。

　それと察した鸞が、腰を掴んで激しく攻めながら笑う。

「今度は両手と両脚を縛ってみるか。さらに淫らな格好になるぞ」

「やだっ」

　強く否定しながらも、一瞬その姿が脳裏を過ぎったせいで、昂りからどっと蜜が溢れ出した。

「ほら、昴も望んでいる証だ。いろいろと、楽しみだな」

「違う」

　と言っても鸞は笑うだけだ。腰を使っているせいか、息が上がり言葉が途切れ途切れになる。その声の掠れ具合が耳から脳に伝わり、無意識に身震いした。鸞の汗が滴り落ちてくる。その雫が肌に触れると、また熱が上がった。興奮が冷めないまま、零れる蜜の量は増えていくばかり。

「一緒に、イくんじゃ、なかったのか」
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　止まらない蜜を見て、呆れたように言われる。なんとか踏み止とどまろうとしたのだけれど、結局最後まで出てしまった。ぎゅうっと締めつけて鸞を呻かせたのが、せいぜい。

「……っ」

　堪えた鸞の動きが、さらに速くなる。

「ち、ちょっと、待って」

　ぐっぐっと奥を攻められて、途中の弱みを抉えぐられる。二度目の悦を極めたはずなのに、またふるふると昴の熱が勃ち上がってきた。さすがに三度目は、弱い反応しかできない。それを見た鸞が手を伸ばしてきた。

「も、いいから……っ。ん、んんっ、や……ぁ、ああ」

　いいと言っているのにぐにぐにと揉もまれ刺激を与えられて、しっかりと勃ってしまう。

「ここはまだ足りないと言っているぞ」

　強弱をつけて揉み込まれ先端を親指でくじられて、さらに硬くなる。

「今度は一緒にイこう」

　鸞の呟きに頷いた。

「手を解いて。鸞に抱きつきたい」

「この場におよんでそれは卑怯だぞ。ぐっときたじゃないか」

「でも本当に抱きつきたいんだ。鸞にしがみついていないと、どうにかなりそう」

　涙で潤んだ瞳で見つめて言うと、鸞がこくりと喉を鳴らした。そして手を伸ばすと結んだサッシュをするすると解いてくれる。昴は自由になった手を鸞の背中に回した。両脚もしっかりと鸞の身体に巻きつける。

　ぴたりと胸が合わさり肌が触れ合って、昴は安心して息を吐いた。

「やっぱ、これがいい。鸞、大好き」

　思ったことをそのまま告げただけなのに、鸞はいきなり自らの絶頂に向けてスパートした。

「鸞、ちょっ……、どうしたの。そんなに激しくされたら、ついていけない……。あ、あっ」

　焦って、もっとゆっくりと言っても、鸞は聞かない。

「おまえが、挑発するから、悪い」

　息継ぎの合間に責められて、「してない」と抗弁したが、鸞はそのまま一気に頂点へ駆け上がった。

　そして三度目だった昴は、今度は取り残されてしまう。鸞は軽く舌打ちして、全力疾走後のような荒い息のまま、昴のモノを激しく追い立てた。無理やり高められて、僅かな白濁を零して達する。

　これで終わりと思ったのに、「収まらない」と唸った鸞は、昴の中から自身を引き出して向きを変えさせると、今度は背後から突き入れてくる。

「やあっ」

　一瞬だけ見た鸞のモノは、達したあとなのに雄々しく天を突いていて、萎なえていないことは見て取れたが、昴の方はすでに複数回達している。身体は激しい疲労を訴えていた。頼むから勘弁してと掠れた声で言っても、夢中で腰を動かす鸞には届かない。

　自分の何がそれほど彼を煽り立てたのかわからないまま、当初お仕置きで始まった情事は、夜が更けるまで続けられたのだった。

　報告はまだかと父王からの催促を受けて、何度か様子を見に来た侍従たちも、鸞から放出される激しい気に気け圧おされて、声をかけることもできなかったらしい。あとで太子宮の侍従長に言われて、昴は恥じ入ったのだった。すべては鸞が悪いと責任を転嫁しておく。

　ようやく放してくれたのはバスルームに連れていかれたときで、鸞が汗や体液で汚れた身体を綺麗にしてくれた。しかしあとで鸞が教えてくれたが、くたりと身を委ねた昴が可愛いとバスルームから出るときにはまた後孔に入れられていて、さすがにもう勘弁してと切れ切れに訴えていたそうだ。

　その辺りの記憶は、ない。

「そそられたんだ、仕方ないだろ」

　とちっとも悪びれないその態度には、少しは配慮しろと殺意めいた気持ちが湧いた。










　鸞がベッドを抜け出す気配で目が覚めた。

「父に呼ばれている。会議を開くそうだ。俺は行くが、もう少し寝ていろ」

　とキスして、侍従に付き添われて部屋を出て行く。別室で着替えたりなんだりするのだろう。疲労困こん憊ぱい状態で、身体を動かそうにも動かせず、「行ってらっしゃい」と掠れ声で送り出した。

「まったりしたかったのに、気が利かない」

　鸞が盛大に零しながら出かけていくのを見ながら、今まで待たせておいてよく言うと、昴はおかしくなった。ベッドで一人になったのでほっとして、長々と手足を伸ばす。

　擦られすぎたせいか腰の奥は痛いし、身体のどこにも力が入らない。一度は起き上がろうとしたが挫折した。自分はこんな状態なのに、鸞は出かけていく元気があるなんて、もともとの体力が違うとはいえ理不尽だ。

　内心で文句を言っているうちに、またうとうとしたようだ。

　小姓の由がそっと様子を見に来た。足音を忍ばせていたが、その気配にふっと目を開ける。

「すみませんっ、起こしてしまいましたか」

　慌てる由に、昴は首を振る。

「そろそろ起きないとと思っていたから」

　昴の目覚めは由から女官長の琳に知らせが行き、同情されながら世話をされた。背中にふかふかの枕をあてがってもらい、起き上がるのにも手を貸してもらう。

　何があったか知られているのでバツは悪いが、さすがに少しは慣れてきた。鸞が全く気にしていないので、慣れるしかなかったのだ。抱き合うのが嫌な訳ではないから。

　温かなお粥に似たスープをもらったが、手が震えてスプーンが持てない。由に飲ませてもらう。こんなことしてもらうなんて、幼い頃以来だと遠い目をしてしまう。

　ようやくその一杯を飲み終えたときだ。

「昴、起きたのか」

　鸞が嬉々として部屋に入ってくる。琳と由がすっと背後に下がって礼を取った。

　会議はもう終わったのだろうか。まさか途中で抜け出したり……。鸞ならやりかねない。確かめなくては。

「会議は？　まさか勝手に……」

　言いかけた口をキスで塞がれる。

「すぐ戻ると言って出てきた。さすがに昨日はやり過ぎたから、心配だった」

「心配する前に、手加減しろって」

「無理。あれだけ煽られて、我慢などできるわけがない」

「煽ったりしてないだろっ」

　口論になりかけたとき、コホンと咳払いがして、琳がいたことを思い出す。隣にいた由は居たたまれない様子で、顔を横に向けている。

　鸞はあからさまに邪魔者という目を琳たちに向けた。眼光が鋭いから普通の者なら気圧されてしまうだろうが、幼い頃からこの太子宮を取り仕切っていた女官長にはさすがに効かない。

「殿下、昴様はまだお疲れです。興奮させるようなことはお控えください」

「わかってる。悪かったな、昴。だが俺は、おまえが何をしてもそそられるんだ。それは自覚しろ」

「鸞……」

　甘い雰囲気になりかけたとき、またこほんと咳払いが。鸞は舌打ちし、昴も今度は邪魔しないでと思ってしまった。こちらを庇ってくれた琳には申し訳ないが。

「ところでどうなった？　責められたんじゃない？」

　昨日は救助の要請を受けたとはいえ会議の途中で飛び出したと聞いているし、今も抜け出してきている。絶対何か言われたはずと気遣うと、鸞が苦笑して頷いた。

「まあな。迦楼羅国への共同声明をまとめるために、各国に外交官を派遣するはずだったが、俺が直接出向くことになった」

「鸞が？」

「ああ。昨日の報告をしたら、緊急性が高いと父王が判断したんだ。悠長に外交官を派遣していたら、時機を失する。また犠牲が出てからでは遅いと。俺なら一瞬で移動できるから」

「急いだ方がいいというのは僕もわかるよ。ボルツのような経験をする竜は、二度といてはいけない」

「そういうことだ。だが各国の利害もあるから、一度では話はまとまらないだろうな。しばらくは忙殺されそうだ」

「頑張ってとしか僕には言えないけど、待ってるから。お役目を果たしてきて」

「ああ、できるだけ早く締結してやるとも。おまえの側に早く戻りたいからな」

　侍従が呼びに来て、鸞は慌ただしく会議に戻っていく。

　身体の不調は、夕方にはだいぶ収まっていた。鸞は親書ができた順に届けに出かけているようだ。

「王太子が郵便配達だぞ」

　とぼやきつつ。声明は少なくとも十カ国の連署にしたいというのが、龍蘭国の目標だ。

　迦楼羅国を取り巻く周辺諸国に、実情を伝えて提案がなされると、届けたのが王太子で黒竜の鸞だったので、どの国でも真剣に受け止め討議を始めたらしい。

　最初に鸞が言ったようにどの国もすぐにはまとまらず、各国の利害も絡んで揉めていた。説得のために何度も行き来するにつれ、多い日は一日に数十回も異界を出入りする羽目に陥ったので、さすがの鸞も「疲れた」と零すようになる。帰れないことも多い。

　昴は昴で、龍蘭国の取り組みに全面的に賛同するという神殿長布告を出した。黒竜を神と仰ぐこの宗教は大陸中に広がっているから、一国の神殿長の言葉はかなり重みがある。

　鸞のように一飛びで隣国に着くというような離れ業わざはできないが、各国にある神殿に伝令を走らせ、それぞれの国の神殿から、国王に陳情させるよう手を打った。

　そのため昴も日々忙殺されている。何百通という手紙に署名し、その返信に返信し、そしてまたその返信に……という、いつ終わるとも知れぬルーティン。手は腱けん鞘しょう炎えんになりかけているし、ベッドに横になった途端に爆睡状態。

　琳や由が心配して、滋養のある食事を用意してくれたり、ときには風呂で眠りかけたのを救い出したりしてくれた。

　ただ、自ら望んでやっていることだから、弱音は吐かない。この活動で迦楼羅国の竜たちが救われてくれたらと、心から願うから頑張れる。

　とはいえ日が過ぎていくにつれ、鸞不足が身に染みるようになった。疲れて帰ってきて、ベッドに横になっても鸞はいない。眠れないまま彼の帰りを待った。

　帰ってきた鸞にしがみついてしまい、彼に苦笑される。

「俺だって、おまえが不足しているさ。だが今は踏ん張りどきだ」

「わかってるよ。でも鸞はここにいるじゃない。ぎゅっとして」

　互いに温もりを確かめ合う。彼に触れ、会話を交わすだけでも癒やされた。

　だからこそ、朝目が覚めて彼がいなかったときの喪失感は半端ではない。帰ってこなかったのかと、がっかりした。寂しい。ベッドが広く感じられる。そしてその方が多くなっている昨今だ。

　爆睡状態だったのがなかなか寝つけなくなり、夜中にふっと目が覚める。たまたま鸞がいたときは二度寝して熟睡できるが、そうでないときは睡眠不足になり、昼間あくびが出てくる。

「顔色が悪いですよ。夜ちゃんと寝てますか？」

　今日は補佐をしてくれている弁にも、心配されてしまった。

「あまり眠れないんだ。いろいろ気になって」

「鸞様のことですか？」

「それもある。一日に何度も異界を行き来していて、身体にいいはずないから」

「ですが、短期間で各国との話し合いをまとめるにはやむを得ないことで……」

「わかってる。わかってるんだけど」

　昴はため息をついて、弁に苦笑してみせる。

「なんとか乗り切らなくちゃね」

「あなたもですよ。睡眠はちゃんと取ってくださいね」

「……頑張るよ」

　昴は条約が締結できる日が来るのを、一日千秋の思いで待っていた。

　鸞も同じような状態なのは知っていたが、数日帰れなくて我慢が切れたのだろう。ある日いきなり神殿にやってくると、執務室にいた昴を抱え上げて連れ出し、開いていた部屋に飛び込んで鍵をかけた。

「鸞！　何をやっているんだよ。あの書類、急いでサインしないといけないやつなのに」

　ぎゅうぎゅうに抱き締められ、ああ、鸞だと、こちらからもしがみつきながら文句を言うと、

「書類より俺を優先しろ。おまえが不足して力が出ない」

　滅多に聞けない弱々しい声が耳許でした。

　覗き込むと、確かにかなり顔色が悪い。

　顔を合わせるのも何日ぶりか。しかも合わせたときも夜の暗いベッドの中で、はっきりと顔を見たのは本当に久しぶりだ。だから気がついた。血色が悪く、肌つやもよくない。無理をしているのだろう。

　労るように鸞の身体を優しく撫でた。

「無理しすぎだよ。鸞が倒れたら誰も代わりはいないんだからね」

「今の頻度で異界を出入りしたら、長くは保たないだろうな。心臓が止まるか、脳が機能停止するか」

　思わず血の気が引く。身を振り解き、鸞の肩を掴んで揺すった。

「だったらやめよう。今すぐやめよう。鸞が犠牲になるなんて、誰も望んでいない！」

　言いつのる昴を見て、鸞がふっと笑った。張りつめたものが抜けた顔になる。

「心配してもらえるのは嬉しいものだな」

「馬鹿。笑い事じゃないだろ」

「あと一回だ。ぐるっと一周して、各国の王をここに連れてくる。そうして全員に署名させるつもりだ」

「それって、国王たちは納得しているの？」

　眉をひそめて尋ねると、鸞が自嘲めいた笑みを漏らす。

「もうそうするしかないんだ。どう調整しても、どこかが不満を言ってくる。まとまらない。でもどの国も一応竜たちのことは心配している。だから一堂に会して話し合わせる。顔を見ながら話せばうまくいくと俺は思っているし、父王たちも同じ意見だ」

「鸞……」

「各国の竜は協力すると言ってきた。彼らも迦楼羅国ほどではないが、抑圧されている。完全に竜の自由意志を尊重しているのはうちしかないということが、今回巡ってみてよくわかった。竜は人間の意のままになる使役動物ではない。だから共同声明には、迦楼羅国以外も拘束されるという文言を入れた。見てろ。調印さえしたら、こっちのものだ」

　そう言ってにやりと笑い、昴を見下ろしてきた。かっこいい。惚れ直した。昴は思わず首に手を回し、引き寄せてキスする。

「やっちゃえ。僕も応援する」

　鸞がぱっと破顔し、唇を寄せてきた。舌を絡め合う深いキスを繰り返す。誇らしくて愛しい。彼のつがいでよかった。

　これ以上すると収まりがつかなくなるという手前で、鸞が身を引いた。名残惜しい気持ちが、唇と唇の間に銀の糸を引いている。

　部屋の外が騒がしくなった。いきなり昴が連れ去られたので、騒ぎになっているようだ。

「行ってくる」

　鸞がつかつかと歩いて窓を開けた。深いまなざしを向けてくる。危険はあるだろう。何しろ国王を強引に連れてくるのだ。だが、鸞ならやれる。大勢の竜も後押ししてくれるはずだ。

「頑張って」

　その一言で送り出した。窓から飛び出した鸞が一瞬で竜に変わり、そして異界に姿を消す。

　搔き消えた場所を少し見つめてから踵きびすを返し、部屋の鍵を開けた。途端に神官たちがばらばらと入ってきて、蹈鞴たたらを踏む。きょろきょろと鸞を捜してから、昴の姿を認め、安心したようにその場に跪ひざまずいた。

「いくら王太子でも、我らの神殿長を拐かどわかすなど、言語道断」

　と憤る長老もいれば、

「王宮に抗議しますぞ。我らはお互い不可侵ということになっておったはず」

　と歯ぎしりする幹部も。

「先般も、勝手に神殿からの遠出を強いて危険を招き……」

　口々に言い立てる神官たちにどう対処すればいいのか困りながら、昴はそのずっと背後にいた弁に目を留めた。なんとかしてと目配せしたが、弁は苦笑しながら首を振っている。

　確かに鸞の家庭教師だった弁では、この殺気立った連中を鎮めるのは無理だろう。ため息をつきながら、言葉を尽くして宥めにかかる。

　神殿と王宮は長年権力を巡る攻防を続けていたから、現状昴が鸞と仲良くしていても、なかなかその悪習がなくならないのだ。以前弁にも「焦らないこと」と忠告されている。

「仕事を続けよう。今日中に出さなければいけない手紙があるから、ちゃんとしなくちゃ」

　なんとかごまかして、彼らを従え執務室に戻る。虚空に消えた鸞の姿を一瞬だけ眼裏に蘇らせることを自らに許してから、目の前の仕事に集中した。

　一日の執務を終えて王太子宮に戻ったとき、王宮全体が異様な雰囲気に包まれていた。馴染みのない竜の気配も感じられる。たぶん自国の王を乗せてきた竜なのだろう。

「鸞は帰ってきているの？」

　着替えながら由に尋ねると、彼も強張った顔で首を振った。

「まだです。各国の王様方が次々に竜で飛んでこられて、王宮内はそのお世話で大わらわです。各宮の人間を総動員して、それぞれくつろいでいただいているようですが、一時は騒然としていました。どの王様も、勝手に竜が連れてきたとかんかんで、これからどうするか揉めています」

「鸞は誰にも相談していないのかな」

　呟いて、そんなはずはないと自ら否定する。おそらく、段取り通りだということを隠すために、公には困惑しているように装うよう、打ち合わせができているのだろう。とはいえ、竜が勝手に行動した背後に鸞がいることはバレバレだろうから、その責任を問われると……。

　どうなるのかな。そこまでは聞いていないから心配だ。

　由がお茶を淹いれてくれて、落ち着かない気分で鸞の帰りを待つ。

「今何カ国の王様がいらしてる？」

　尋ねると、由が聞いてきますと部屋を出て行った。すぐに戻ってきて告げるには、最後の王様が到着して、会議が始まったらしい。その王様を連れてきたのが鸞で、各所から責められている最中だとか。

「鸞なら大丈夫だろうけど、大変な重圧だね」

　でも全部竜たちのためだ。きっと鸞はやり遂げるだろう。自分にできるのは、ここで温かく鸞を迎えること。神殿長として自分が書いた手紙が少しでも役に立っていればいいんだけど。

　一人で食事をし風呂にも入った。鸞がいつ部屋に戻ってくるかわからないから、由には下がるように告げる。由は渋っていたが、二人きりの方がいいんだよと説得した。飲み物と軽食を用意してから由が下がっていく。

　せっかく準備してもらったが、鸞は今夜は戻ってこられないかもしれないと思いながら窓際に立つ。外は雨だ。夕方から曇ってきて、とうとう降り出した。せめて月が見えたら、気持ちだけでも明るくなれるのだが。

　ソファでうたた寝していると、大きな音を立ててドアが開き、担架に乗せられた鸞が入ってきた。驚いて飛び起きた昴は、鸞の元へ走り寄る。

　鸞を運んできた兵士たち、付き添ってきた医師たちの沈痛な顔を見れば、最悪の事態が起こったのではと疑ってしまう。彼らを搔き分けて最前列に出たが、そのまま動けなくなった。背後でドアが閉ざされたのにも気がつかない。

　まさかまさかと何度も呟いていた。

　足つきの担架の上に寝かされている鸞は、蒼白な顔で目を閉じている。ぴくりとも動かないし、息をしていないようにも見えた。

「そんな、鸞……。どうして……」

　そのとき昴の脳裏を掠めたのは、以前鸞に言われた言葉だ。

『今の頻度で異界を出入りしたら、長くは保たないだろうな。心臓が止まるか、脳が機能停止するか』

　ぺたんと膝をついていた。鸞を凝視したまま、心臓がどきんどきんと不規則に乱打する。触れるのが怖かった。疑いが確信に変わりそうで、手を出しかけては引っ込める。

　振り向いて医師たちを見ても、厳しい顔で無言。いよいよ悪い予感は強まり、肌が総毛立った。ようやく震える手を伸ばしたとき、いきなり鸞が目を開ける。

「え!?」

　驚いて仰け反った昴の前で半身を起こした鸞は、

「うまく欺あざむけたか」

　と医師たちに尋ねた。

「はい。誰も疑っていないと思います。あんなふうに目の前で倒れられたら、それが演技だなんて思いませんよ」

　難しい顔をしていた医師たちが、表情を一変させて笑っている。ここまで担架を運んできた兵士たちもにやにやしていた。

「ご苦労だった。向こうに戻ったら、打ち合わせ通りに」

「承知しております」

　鸞が担架を下りるのを待って、それを回収して彼らが出て行っても、昴はまだ呆然としていた。鸞を失ったかもしれないという恐怖が濃く残っていて、心臓の動悸は治まらないし、全身に噴き出した汗で身体が冷たい。

「昴、驚かせて悪かったな」

　目の前に立たれて覗き込まれたとき初めて、ぴくりと腕が動いた。震える指を伸ばし、鸞の手を掴む。温かい。生きている。喋っている。鸞だ……。

　次の瞬間飛びついて、強く彼を抱き締めていた。肩に額を擦りつけ、「馬鹿」と呟く。

「馬鹿鸞。こういうことをするからと、ちゃんと教えておいてくれないと。心臓が止まりかけたじゃないか」

　その声がもう涙声だった。ぐすっと啜すすり上げて、さらに強く鸞に身体を押しつける。鸞の手が背中に回ってきた。

「すまなかった。ある意味出たとこ勝負のところがあって、成り行きが読めなかったのだ」

「本当にもう！」

　それだけ言って、昴は拳で鸞の胸を小突きながら、ぐりぐりと頭を押しつけた。しゃくり上げる息が落ち着くまで顔を隠しておき、鸞の服で涙を拭いてから、ようやく視線を合わせた。その間ずっと鸞は、昴を支えながら優しく背中を撫でてくれていた。

　目を上げると、神妙な顔をしている。これでも反省したのだろう。鸞に導かれてソファに腰を下ろした。

「で、どういうこと？　説明してくれるんだろ」

「さんざん責められた。勝手にここに連れてきたんだから、それは相手も怒るだろう。怒っていても大事なのはそこじゃないと気付いてくれるのを願っていたが、駄目で。それで俺が退場することにした。諸悪の根源である俺がいなければ、彼らの頭に上った血も下がるだろうからな。一芝居打ったんだ」

　責められ続けて心身の疲労が限界に達したということにして、会議の場で派手にぶっ倒れて見せたらしい。鸞が運び出されたあとで、医師が沈痛な面持ちで、頻繁に異界を通ることの危険性を語り、現在は瀕死の状態にあると告げた。

　さすがに王太子を責める言葉は下火になり、会議の本来の趣旨に軌道修正されていく。

「あとは父王の手腕次第だな。共同声明を認めさせ、サインさせることができるかどうか」

「きっとうまくいくよ」

　鸞に引き寄せられるまま身を寄せながら、昴は言った。

「ああ、俺もそう思う。父は交渉事に長たけているからな。それが終わるまで、俺は転地療養だ。ここにいて元気な姿を見られるとまずい」

　昴はくすくす笑って頷いた。

「確かに。鸞の仮病がばれたら大変だ」

「昴も一緒だぞ」

　鸞の腕の中から昴がぱっと顔を上げる。

「え？　僕も？　でも神殿の仕事があるけど」

「おまえがいなければ、誰かがするさ」

「それはそうだろうけど」

　王太子が昴を連れ出したとわかれば、また面倒なことになる。なるけれども、

「あとで宥めればいいか」

　肩を竦すくめて同行に賛成した。

「行き先は神竜湖にしよう。療養地でもあるし、前々から連れていきたいと思っていたからちょうどいい」

「うん、楽しみだ」

「ではそういうことで。……ああ、昴の匂いだ」

　わざとらしくクンクンと嗅がれて、くすぐったいと身を捩る。そのまま色っぽいシーンに雪崩なだれ込みかけたとき、知らせを受けて出発の準備をするために琳と由がやってきた。慌てて身体を離す。

「王太子宮の女官や侍従たちは接待に駆り出されていますから、お供できるのは由だけなのです。ただ、あちらにも最低限の人数はおりますので、ご不自由をおかけすることはないと存じます」

　クローゼットを行き来して手早く荷物を作りながら、琳が説明する。何か手伝おうと立ちかけた昴だが、「どうぞお座りになっていてください」と遠慮された。遠慮というより、手際よく準備するには邪魔だったのだろう。

　見ているうちにみるみる支度が整い、手伝いにやってきた燎と屈強な男たちが荷物を運び出していく。そんなに必要なのかと思ったほど、荷物は多かった。間もなく戻ってきた燎が、

「準備できました。いつでも旅立てますよ。殿下と昴様はユナに乗ってくださいね。荷物と由はロキが引き受けてくれました」

　と告げる。

「え？　鸞、飛ばないの？」

「瀕死のはずの俺が、黒竜になるわけにはいかないだろう」

「あ、そうか、そうだった。こんなに元気な瀕死の人なんて、初めて見るけれどね」

　笑いながら外に出てユナに挨拶する。

『よろしく頼むね、ユナ』

『任せて。ちゃんと運んであげるわよ』

　ユナの背に乗り用意された座席に腰を下ろしている間に、鸞はしばらく目を閉じて佇んでいた。竜たちと語らっているらしい。特に他国から来た竜とは念入りに。

　途切れ途切れに聞こえてくるが、昴はあえて注意を逸らしていた。盗み聞きみたいなことはしたくない。必要なら鸞があとで話してくれるだろう。

　ロキが先に飛び立ち、ユナがあとに続く。

　神竜湖は高い山の中腹にあった。竜で飛べば数時間だが、地上を行けば数日かかる。かつては活火山だった山が噴火してできたカルデラ湖だ。かなり深い湖で、水深がどれくらいあるのか誰も知らない。

　高地なので夏は涼しく、火山の影響からか冬は暖かい。療養地として、あるいは観光地として有名だ。

　王家の離宮、貴族たちの別邸、一般人の別荘のほかにもホテルなどが湖を囲んで並んでいる。

　ちょうど湖の真上に来たとき、鸞が「見ろ」と真下を指さした。透明度の高い澄んだ湖の、ちょうど真ん中に黒々とした塊が透けて見える。かなり大きい。

「山の上からでも見えるのだ。あれが黒竜だと皆が噂している。火山から出た大岩というのが正解なのだろうが、人間誰しもロマンがある方が嬉しいからな」

「うーん。確かにとぐろを巻いた竜のようにも見えるね。呼びかけてみた？」

「ああ。俺だけでなく、歴代の黒竜も試みたらしい。やはり気になるからな。でも誰も返事をもらっていない。だから、大岩……」

　昴は手を伸ばして鸞の唇を塞いだ。

「僕もロマンのある説の方が好きだから」

　手を外すと鸞が苦笑している。

「俺もその方がいいですね。花嫁が生まれ変わってくるのを、ずっと待っていると考える方が素敵です」

　燎が言った。

「おまえまで……」

『あら、わたしだってその方がいいわ。竜は寿命が長いのよ。せめてそんな希望でもないと、……辛いじゃない』

　皆の話を聞いていたユナが口を挟んでくる。最後の辺りは、やや湿っぽい。自分の騎士である燎の寿命を考えたのだろう。燎が優しく角の間を撫で、宥めるように言った。

『まだまだ当分先だよ。そんなことを思い煩わずらうより、楽しいことを考えて生きる方がいい』

『わかってるわよ。だから鸞、湖の底にいるのは初代の黒竜なの。いい？』

　鸞は手を挙げて降参と態度で示した。

　素晴らしい景色を空から楽しみながら湖の上空を通り過ぎ、王家の離宮に到着する。

　離宮は白大理石を外壁に使った、瀟しょう洒しゃな建物だ。よく整備された庭の片隅には竜舎があり、年を取って見張りが主任務になった老騎士と竜が、出迎えてくれる。緊急の連絡は竜を通す方が早いので、国内の主要な場所に竜騎士が詰めているのだ。

　竜の歓迎の吠え声を聞いて、建物の中から人も出てきた。昴と鸞が降り立つと、恭うやうやしく礼を取り、中に案内してくれる。

　広い玄関ホール、二階へ続く壮麗な階段、あちこちに大理石の彫刻が飾られ、窓にはステンドグラスが嵌はめ込まれていた。この奥に大広間、正せい餐さんの間、朝食の間があり、そこに至る通路がギャラリーになっているそうだ。

　二階には、主寝室のほかに客用の部屋が複数あり、応接間に居間、書斎等々があると聞く。広い。さすがに王家の離宮だ。一年のほとんどは空いているそうで、これだけの離宮を遊ばせているなんてもったいないと思ってしまった。

　ロキから下ろした荷物を従僕たちが運び込んでくれる間に、竜騎士や離宮の主だった者たちが挨拶してきたので、鸞が、日常の世話は最低限でいいと伝える。

「俺たちはこの滞在を新婚旅行だと考えている。できるだけ二人で過ごしたいのだ」

　鸞が新婚旅行と言ったので、昴ははっと彼の顔を見た。以前確かにそう言われていたが、あれからばたばたしていたので、神竜湖に来た今もぴんときていなかった。

　この旅行が新婚旅行……。うわっ、恥ずかしいと思ったとき、あって当然の質問が……。

　離宮を預かる責任者だという初老の男が、首を傾げながら問う。あとで聞くと、ここでは侍従長ではなく家令というのだそうだ。

「新婚旅行とは、なんですか？」

　そうだよな、この国の風習にはないことだから。鸞は説明するのだろうか。そりゃするよな。

　側で燎がにやにやしているのを横目で睨みながら、胸の中で会話を完結させる。

　じわじわと赤くなる顔を隠すために俯うつむいた。

「ああ、それは……」

　なのに鸞は堂々と話している。新婚云々、旅行云々と。しかも聞いた相手も、

「わかりました。ご要望通りにします」

　と淡々と頷いているではないか。恥ずかしさの感覚が違うんだと改めて思う。もういいからと鸞の上衣の裾を引っ張った。

「早く部屋に行こうよ」

「ん？　二人きりになりたいのか」

「違う！」

　反射的に否定して、「違わないけど」ともごもごと口ごもる。

「燎にお茶を振る舞おうって言ってるの。このままとんぼ返りじゃきついだろ。ユナだって少しは休みたいだろうし」

　鸞も燎も昴の言い訳ににやりと笑っている。見透かされているのだ。

　それでも離宮の使用人がお茶の支度をしてくれ、由が運んでくるとひとまずまったりとくつろぐことができた。

　鸞が真剣な顔で燎に言っている。

「何かあったらすぐに知らせてほしい」

「わかっています。ユナ共々目も耳も働かせておきますよ」

　間もなく燎と竜たちが引き揚げていき、昴は肩に入っていた力を抜いた。これで二人きりだ。長々とため息をついたら、鸞がおかしそうに聞いてきた。

「緊張していたのか？」

「そりゃ、するよ。知らない人ばかりだったし、その中で鸞が新婚旅行とか言うから。燎もからかう気満々だっただろ。あれ？　そういえば何も言わなかったな」

「言うなと止めた。せっかく二人きりになっても昴が怒っていたのでは面白くないからな。だが俺たちが新婚なのは本当で、邪魔されたくないのも本音だ」

「そうだね。からかわれなくてよかったよ」

「さて、これからどうする。何もすることがないのは久しぶりだ」

「あ、そういえばそうだね」

　互いに今回のことでずっと忙殺されていた。鸞がちらりと意味深な視線を寄越す。主寝室の方へ目が向いているのに気がついて、慌てて立ち上がった。

　まだ外は明るい。鸞が堂々と宣言したから、部屋にこもったらそういうことをしていると想像されてしまう。それは嫌だ。恥ずかしすぎる。まだよく知らない人たちの前で平気な顔なんて、できない。

「散歩に行こう。建物の中もまだ見ていないし。そうだ、湖の周りも歩いてみたい」

　焦って主張する。鸞が苦笑しながら立ってくれた。

「俺はほかにしたいことがあるんだけどな」

　とわざとらしくぼやきながらも、昴が腕を引くとおとなしく部屋を出た。

　最初に建物の中を案内してもらう。覗いてみた主寝室には、キングサイズのベッドがでんと鎮座していた。慌てて目を背け、その場を離れる。鸞がくすくす笑っているのは無視だ無視。

「昴はシャイだな」

　と耳許で囁かれた。その息でぞくりとしたなんてのも、今は認めない。

　書斎、音楽室、予備の寝室などたくさんの部屋があった。サンルームは、湖やそれを取り囲む絶景を見下ろせる特等席だった。窓を開け放つと、涼しい風が心地よく吹き抜けていく。

「ここでお茶にすればよかったね」

　先ほど燎とくつろいだのは居間だったので、もちろんそこも悪くはなかったが、これほどの景観ではなかったと思いそう言うと、鸞は首を振った。

「居心地がよすぎて長居されたら困る」

「はあ？　燎は幼馴染で親友なんだろ？」

「それでもだ。なにしろ新婚旅行だからな」

　あざといウインクなんかを送ってきて、それが様になっているから、ハンサムすぎるのも考えものだ。慌てて別の話題を振る。

「王太子宮と同じくらいの広さがあるよね、ここ」

「そうだな。それくらいはあるか」

　鸞が頭の中で比較してから頷いた。

「普段は全く使っていないんだろう？　もったいないね」

　昴がそう続けると、鸞が噴き出した。

「もったいない？　おまえの感覚ではそうなるのか。面白いな」

「悪いかよ。僕は庶民の出だからね」

　笑う鸞を咎めながらぼやく。

「いや、おかげでいろいろな改革が進んだ。おまえの庶民感覚はいい。思いつくことはどんどん言ってくれ」

　階下に下りて、豪奢な大広間や正餐の間などを見てから庭に出た。

「高地にあるから、王宮の庭とは植物相が違うだろう」

「青い花が多いね。種類はいろいろだけど」

「初代の黒竜に敬意を表してそうなっている」

「青色が？」

「黒竜がというより、その妻になった王女が青色を好んだのだそうだ。それで黒竜も青いものを身の回りに多用したと伝わっている。だから湖周辺の建物や庭も、青を基調色にしているだろう？」

　言われてみればそのとおりだった。

「いい話だね」

　ゆっくり歩いていると、仕事をしていた庭師が頭を下げて移動していった。

「今出て行ったのって、僕らを二人にするため？」

「そうだろうな」

「仕事のときは気にしないでと、言っておいてよ。邪魔をするのは本意じゃないから」

　鸞がさっと振り向き、昴を見つめてから頷いた。

「言っておこう。気がつかなかったな。そういうふうに、おまえが気配りしてくれると助かる」

「任せて」

　胸を張ってから、昴は鸞の腕に手を伸ばして組む。せっかく二人きりなんだから、これくらいはいいだろう。

　鸞の顔つきも和らいでいる。手を添えて撫でてきた。







[image: ]







「いいな。傍らに昴がいて。新婚旅行とはこういうものなのか？」

「そうだよ。結婚した相手と二人きりで過ごす旅だから」

　見下ろした鸞が微笑む。首を近づけてちゅっと唇を奪ってきた。

「鸞！　ここ、外」

「わかっている。でも今、どうしてもキスをしたかった」

「もう……」

　ぼやいたものの、昴だって決して嫌ではなかった。なんといってもこれは、新婚旅行なのだ。

　庭を出て湖に向かう。

　坂道の途中から見る湖は澄んだ美しい水を湛えていた。辺りの景色を映し込む鏡面のようだ。周囲は遊歩道が整備されていて、そぞろ歩いている人影も見える。

　昴は途中で足を止めた。わざわざ人のいるところに行きたくない。立場から言えば王太子と神殿長なので、人の前では相応の振る舞いを要求されるからこうして組んだ腕も外さなければならないし、素敵な雰囲気が壊れてしまう。

　昴の意図を察したのか、鸞がくるりと向きを変える。

「早朝か夕方ならほぼ無人になる。散歩はそのときにしよう」

　昴に異存はない。頷いて離宮に戻った。

　由がお茶を淹れてくれてのんびりと過ごし、夕方、暮れかけた時間帯を選んでもう一度湖に向かった。

　今度は誰もいなかったので二人で手を取り合い、散歩を楽しんだ。

　ゆったりした時間が過ぎていく。

　朝起きるのは目が覚めたとき。起こすなと鸞が命じているから、誰も来ない。

　その代わり、身支度や洗面は自分たちでする。そして朝食は作り置きでいいことにした。そうすれば従者たちは、こちらが起きるのをじりじり待っていなくて済むし、ほかの用事を片付けることができる。

　昼間は絶対嫌だと強く拒否したので、密やかな関係は夜のみ。身体がなまらないように、日中は散歩したり走ったりしている。

　鸞が剣の素振りをしているときは側で見て、ときには持たせてもらったりもした。

　重い。これを振り回して戦うのだから、そりゃあ筋骨逞しくもなるだろう。

　身体を動かしたあとは、由が用意してくれたお茶をまったりと飲みながら、読書をしたりしてくつろいだ。ときおり王宮からの知らせに鸞が眉を顰めるのを見ると、まだ交渉が捗はかどっていないのかもしれない。

　そして夜は……。

　甘い喘ぎ声が、室内の熱を上げる。全裸で抱き合いながら、昴はひたすら鸞の情欲に喘がされていた。

　最奥を穿うがたれ、快感の極致に何度も押し上げられ、共に果てる。交わりは毎回濃くて深い。自分がどんな声を上げているのかわからないが、最後はいつも意識がなくなってしまうほど濃厚だ。鸞にも自分と同じような極上の快楽が与えられていますようにと、心から祈る。

　その日もいつもと同じ朝だった。

　少し曇りがちの空を見上げ、あまり遠くには行かないようにしようと話しながら散歩に出る。

　湖までゆっくり下りていき、遊歩道から何気なく水面を見下ろしたときだ。

「鸞！　人が倒れている」

　湖の畔ほとり、少女が俯うつぶせに横たわっていた。

　鸞が飛び下りて走っていく。昴もあとに続いた。

　少女は五～六歳くらい。あちこち破れてはいるが、白いレースの飾りがついた絹の寝間着を着ていた。膝から下が水に浸かっている。

　急いで抱え上げると、息を確かめた。大丈夫、生きている。だが、意識はない。抱き上げてもぐったりしたままだ。

　繊細な目鼻立ちの子供だった。プラチナブロンドの髪が、背中まで伸びている。

「いったいどこから来たのか」

　少女は裸足だった。誰かがここまで少女を運んできて、放り捨てたようにも見える。鸞の眉が寄った。最悪のことが頭を掠めたのだろう。拐かされて乱暴されたのではと。こんな幼い子供でも、毒牙にかけようとする者はいるのだ。

「とにかく、医者だ」

「あとからゆっくり来て。なるべく少女に振動を与えないように」

　と言い置いてから、昴は駆け出した。先に家令と由に伝えて準備させようと考えたのだ。おかげで鸞が慎重に少女を運んできたときは、ベッドも整い、医師も駆けつけていた。

　引っさらうように馬で連れてこられた医師は、目を白黒させていたが。

　ベッドに少女を寝かせると、昴と鸞、由は部屋を出た。あとは医師と女官に任せるしかない。

　由が温かなお茶を淹れてくれた。

「どちらのお嬢様なんでしょうね」

　着ているものから由も、少女が身分のある家の出だと見当をつけたようだ。

「わからん。目が覚めれば、事情はわかると思うが」

　鸞が憤りのまま、テーブルをバシンと叩いた。鸞はもともと小さいものに庇護欲を誘われる質たちだ。自分が巨大な黒竜になるから、守らなくてはという意識が強いのだろう。

「あんな幼い子供をひどいね」

　昴も同じ思いで手を伸ばし、鸞の拳をそっと包み込む。あどけないあの顔が恐怖に歪んだのかと思うと、可哀想でならない。

「早くご両親の元に返してあげたいですね」

　由も同情のまなざしを部屋の方に向けて言った。

　じりじりして待っていると、ようやく部屋のドアが開き、医師が出てきた。困惑した顔だ。さっと立って近づいていくと、医師はちらちらと昴を見ながら、さらに困った顔になる。どうしたのだろう。僕に関係あるのだろうか？

　考えてもあの少女に見覚えはないし、ほかに心当たりもない。

「できれば、内密にお話したいのですが」

　医師が昴を排除するような言い方をしたので、鸞のこめかみに青筋が立った。慌てて鸞の袖を引き激高を止める。

「僕はいいから、鸞。とにかく話を聞いてきて。ここで待っているから」

　ぽんぽんと肩を叩いて背を押した。その手をさっと掴まれる。

「俺とおまえの間に隠し事はなしだ。……いいから説明してくれ」

　鸞は昴を側に引き止め医師を見据えた。仕方なさそうに、医師は昴を気にしながら口を開く。

「子供の肩に竜の痣があります。それも見誤ることのないくっきりした痣です」

　昴は絶句した。鸞も言葉を失っている。

　竜の痣はつがいの徴だ。もともと昴は鸞のつがいではない。異世界から召喚され、紆余曲折あって心を添わせることで、つがいとなった。だから今も身体に竜の痣はない。

　その痣がある少女……。彼女が、鸞の本当のつがい？

　頭の中がそれでいっぱいになり、そのあと医師が何を言ったか記憶にない。

「昴、大丈夫か、……昴」

　気がついたときはソファに鸞と並んで座り、肩を抱き寄せられていた。心配そうに声をかけられて、我に返る。

「子供に竜の痣があったって……」

「ああ、あったそうだ」

「もしかして、あの子が鸞のつがい？」

「馬鹿を言うな。俺のつがいはおまえだ」

「けど、僕はもともとはつがいじゃなかったし、黒竜が生まれるときにつがいも生まれるっていう言い伝えがあるし、あ、でも年が……」

「そうだ。あの子供はどう見ても五歳か六歳。俺のつがいとして生まれたのなら、年が合わない」

「そうか、そうだね。じゃあ竜の痣というのは……？」

　胸を撫で下ろしながらも、疑問は消えない。鸞も眉を寄せていた。

「痣をこの目で見なければわからないが、つがいの徴ではなく、本当に偶然できたただの痣ということもある」

　言いながら、鸞の口調にも疑いが残っている。

「黒竜がほかにいるわけはないのだが……」

　呟いて、いきなり昴を抱き寄せた。

「おい、おかしなことは考えるなよ。自分は本当のつがいじゃない、だから正しいつがいに地位を譲らなくてはならないとか」

　それを考えなかったかと言われれば、否定はできない。

　鸞を止めることができ事実上のつがいと認められても、昴の身体につがいの徴はないのだ。つまりどこかに本来のつがいがいるかもしれないという恐れは、ずっと持っていた。

　ただ、もしそういう存在が出てきても、絶対に鸞は譲らない。それだけは自分の心の中で、はっきりしていた。

「鸞は譲れないよ。神殿長の地位なら代わってもらいたいけどね」

　きっぱり言ったら、鸞が本当かというように覗き込んでくる。そしてそこで見たものに満足したのか、一つ頷いて身体を離した。

「子供の親を早く探してやらなければ。まずは近辺の屋敷から尋ねさせよう」

「それがいいよ。目覚める前に見つかるといいのだけど」

　医師の診断では、意識はいつ回復するかわからないらしい。ただ身体に傷はなく、健やかだということなので、そこはほっとした。少女が乱暴されたのではないとわかったからだ。

　だったらどうしてあんなところにいたのか。様々な疑問の答えは、少女の目覚めまで待つしかないようだ。










　少女が目覚めたのは、翌日の昼だった。いつ急変するかわからないので交替で見守ることにしていて、たまたま昴が番をしていたときだ。

　気配を察して注視していた昴の前で、長い睫まつげが震えてゆっくりと持ち上がり、現れたのは宝石のような美しい菫色の瞳。ぱちっぱちっと瞬きをして、不思議そうに昴を見つめてくる。

　昨日は蒼白だった顔色が、うっすらピンク色に戻っていた。

　よかったと、内心歓声を上げたいところを、少女を驚かせてはいけないとぐっと堪える。

　周辺の屋敷に行方不明者はおらず、どうやって身元を突き止めたらいいかと検討していたところだったので、まずはほっとした。

「おはよう、気分はどう？」

　優しく話しかけると、少女がぎこちなく唇を動かす。

「おはよ、ございます。誰？」

　しばらく喋っていない人が喉に絡んだ声を出す、そんな感じの喋り方だ。実際、いつから意識がないのかはわからないが、長いこと喉を使っていないのは確かだから、あまり喋らせない方がいいだろう。ただ、名前だけは聞いておかないとと思い、そっと尋ねた。

「僕は昴だよ。君は？」

「あたし、あたしは……」

　そこまで呟いて、少女がわなわなと震え出す。健やかなピンク色に回復していた顔色が、一瞬で青ざめた。息を引き攣つらせ、苦しそうに喉に触れる。昴は急いで少女に手を伸ばし支えた。

「落ち着いて、大丈夫だから。ほら、息をして」

　ひくっひくっと苦しそうにしている少女を覗き込みながら、背中をさする。とんとんと優しく叩いたりして、落ち着くように何度も言った。なんとか息が吸えたのか、少女はこほこほと咳き込み、震える手を伸ばしてくる。その手をしっかり握ってやった。

「怖い……」

　震える唇から零れ落ちた言葉に痛ましいものを感じながら、昴は安心できるように笑みを見せる。

「何も怖いものはないよ。僕がいるからね」

　少女はまるで命綱のように昴の手を握り締め、思い詰めた顔で懸命に言葉を押し出した。

「あたし、わかんないの、名前……」

「わかんないって……、ええ!?」

　反射的に声を上げてしまい、少女がびくっとして泣き出した。

「ああ、ごめんごめん。ほら、泣かないで。たぶんちょっと混乱しているだけだよ。落ち着いたらきっと思い出すから、ね」

　宥めながらベッドに腰を下ろし、小さな身体を抱き寄せる。腕の中で優しく揺すぶっていると、少女がようやく泣き止んだ。

　そっと涙を拭いてやる。意識を逸らそうと、別の話題を探した。

「そうだ、お腹は空いてない？　昨日から何も食べてないだろう？　何か用意させ……」

　そこまで言いかけたとき、少女の腹がぐうっと鳴って本人の代わりに答えた。恥ずかしそうにしながら、少女は小さな声で「空いてる」と答える。

「ちょっと待ってて」

　身体を離そうとすると、少女が必死な顔でしがみついてくる。

「いやっ、行っちゃやだっ」

　悲鳴のような声だ。自分が誰かわからない。ここがどこかも、どうしてここにいるかも、きっとわからないのだろう。そんな状態なら大人でも怖い。ましてまだ幼い少女だ。

「行かないよ。でもほら、人を呼ばないと。そこのドアまで、駄目？　食べ物を持ってきてって言うだけだから」

　穏やかに宥めて、少女が自分から手を放すのを待つ。無理やり放させたらもっと怯えそうだから、ここはとにかく我慢だ。

　少女が震える指をなんとか放したときだ、いきなりドアが開いて鸞が入ってきた。少女が悲鳴を上げてしがみつく。

「昴、共同声明が締結されたぞ。今連絡があった」

　言いかけて悲鳴にびっくりし、鸞が少女と昴を見た。おそらく喜びからなのだろう、鸞の覇気が高まっていて部屋の空気を搔き乱している。昴でさえ息苦しいと感じるのだから、少女への影響は予想通りというか、昴の胸に顔を伏せてがたがたと震えているのも当然だろう。

「鸞、気を抑えて。この子には刺激が強すぎるよ」

「目が覚めたのか」

　気が抜けたように言ってから、鸞はくるりと踵きびすを返した。少女に向けた視線が、無念というか、残念そうだった。

「悪かった。俺は外に出ていよう」

　気落ちした顔で出て行く鸞に、慌てて声をかける。

「おめでとう、鸞」

　あれだけ苦労していたことが成じょう就じゅしたのだから、そう言ってあげるべきだったのに、つい子供のことが先になってしまった。

　鸞はわかっているというように手を振って、ドアを閉じた。

「彼はこの国の王太子で鸞というんだよ。君を見つけて助けてくれた人だ」

　と言い聞かせ少女を宥めていると、控えめなノックの音がした。

　ノックだけで怯えた少女だが、入ってきた由を見てほっとしたように身体の力を少し抜く。鸞は怖くて由や自分ならいいのか。身体の大きさが関係しているような気がして、やや複雑な気分の昴だった。

「鸞様が様子を見るようにと」

「来てくれて助かるよ。この子、お腹が空いているんだって。それとお医者さんにも知らせてくれる？　意識が戻ったから診てもらわないと」

「わかりました。すぐに」

　機転を利かせて由を寄越してくれた鸞に感謝しながら、小さな身体を抱え直す。

　間もなく由が、日本でいうおじやみたいな食べ物を持ってきた。

「厨房に話したら、まずはこういうものがいいのではと。医者にも迎えをやりました」

「ありがとう、由。ねえ君、自分で食べられる？　それとも僕が食べさせようか？」

　身体をずらして、由から受け取った足つきの台をベッドに据えながら聞いてみる。

「自分で、できる、と思う」

　少女は渡されたスプーンをぎこちなく握り、ゆっくりとおじやを掬すくって口に運ぶ。大丈夫そうだ。今のうちに鸞と話そうと思って立ち上がると、途端に少女は手を止め、不安そうに見上げてくる。

「ちょっとだけだよ。その間由にいてもらうんじゃ駄目？」

「由、さん？」

「由でいいですよ。僕は昴様や鸞様のお世話をする小姓です」

「小姓さん……」

「そう。昴様はずっとここで見守っておられましたから、少しは休憩しないと。僕では駄目ですか？」

　由が優しく微笑みながら聞くと、少女はしばらく考えてからこくんと頷いた。

「いい」

　か細い声で答える。

「昴様、ここはお任せください」

　由が椅子をベッドに近づけて少女を見守る位置につき、昴を促した。

「うん、それじゃあ頼むね」

　こそっと由の耳許に、少女の記憶がないことを囁いてから立ち上がる。少女が縋るようなまなざしを向けてきた。

「ちょっとだけだから、ごめんね」

　ずっとついていてあげたいが、鸞のことも気にかかる。少女に怯えられて面白くなかっただろうし、せっかくのよい知らせに水を差された気分だろう。もっと言葉を尽くして褒めてあげたい。あんなおざなりなどではなく。

　それに、王様たちの会議が終わったのなら、王宮に戻ることになるだろう。しかしその場合、あの少女をどうしたらいいのか。

　考えながら鸞を探す。医師を案内している家令に鸞の居所を尋ねると、居間で祝杯を上げているらしい。

　医師に少女の記憶がないことを告げ、よく診てあげてくださいと頼んでから居間に急いだ。

「鸞？」

　ドアを開けて覗いたがいない。あれ？　と首を傾げながら中に入ってきょろきょろ見回していると、バルコニーに出る窓が開いているのに気がついた。

「鸞、いるんだろ」

　急ぎ足で部屋を横切り、バルコニーを覗く。

　手にグラスを持った鸞が、そこにいた。憂鬱そうな顔をしていた鸞だったが、昴を見て笑顔になる。

「よかった、さっきはごめん。」

「わかっている。幼い子供を優先するのは当然だ」

　言いながら鸞はグラスの酒を飲み、空になったグラスを手すりに置く。手招きされたので近づいていき、その腕の中に収まる。

「本当に気にしていない。ただ、子供に忌き避ひされたのは、ちょっと応えた」

「鸞は庇護欲が強いからね。あの子、記憶がないそうなんだ。目が覚めたので名前を聞いたら混乱していた。すぐに戻るものなのか、あるいは戻らないのか。医者に診てもらっているけど、怯えていて可哀想だったよ。僕から離れなくてさ」

「そうか。これからどうするかは、まずは医者の診断待ちだな」

　鸞も眉を寄せて痛ましそうな顔になる。

「うん。よくなるといいんだけど」

　話は共同宣言のことに移った。

「さすがの迦楼羅国も、十カ国で連名した共同宣言は考慮せざるを得ないだろう。これで少しでも竜の虐待が減ればいいと思う。ほかの国もこれを契機に、竜の扱いについて熟考してくれればいいんだが」

「でも、迦楼羅国ほど酷くはないんだよね？」

「ああ。しかし完全に竜の自由意志が尊重されているわけでもないのだ。術者がいて魔術がある限り、竜は人間より立場が弱くなる。訴えようにも訴えるところはないしな」

　肉体的には生物の頂点にいて、知能も人間に勝るとも劣らない。なのにそれに相応しい扱いを受けていないと、鸞が悔しそうに続けた。

　鸞は人間だけど黒竜の血を濃く受け継いでいるから、竜への思い入れが強くて当然だ。竜と意思を通わせることができる自分も、竜を大切にしない人間や国には腹が立つ。

　本来竜は優しくて情愛が深くて、自分の騎士を心から愛している。たとえ自らの意志で選んだ騎士でなくてもだ。

　ただ、会話できるのは自分の騎士しかいないし、竜の大きさが人間を怯えさせるのも事実だ。だから逆らえないように魔術で押さえ込んでおこう、という発想になるのだろう。

　龍蘭国のように竜と人間の間が近くて、日常的に触れ合っていたら違うのだろうけど。

　黒竜の血を引く王族がいるこの国は、竜にとってもっとも理想に近い国だ。

　昴はロキと少年の出会いを脳裏に蘇らせる。市場で偶然出会った彼らは、その場で心を通わせることができた。昴が仲立ちをしたからこそではあるが。

　あんなふうに、子供のときから竜は怖くないと教えることができたら。そしてまた竜にも、理不尽な扱いを受けたときに訴える場所を作ってあげられたらと思う。

「うん、必要なのは国際的な組織だな」

　頭の中で自問自答しながら呟くと、鸞が覗き込んできた。

「なんのことだ？」

「今思いついたんだけどさ、国を跨いですべての竜が所属する組織を作ったらどうだろう。竜が意思に反したことを強要されたときに、訴えることのできる組織。そして竜は怖くないという啓蒙活動をする組織」

　鸞は何を言っているのかわからないという顔をしている。

「人々と竜が日常触れ合うだけでも、違うよ。ロキのようにさ。だから啓蒙活動ができればと思うんだ」

「それはわかる。この国でも、もっとそうした触れ合いの場を作りたいと思っている。しかし、国際的な組織とは？」

「そもそも竜に国境は関係ないだろ。たとえは悪いかもしれないけど、野生動物と一緒で。それを人間の都合で分けている。だから国を超えた竜だけの組織を作るんだ。竜による竜のための竜の組織だよ」

　自分の思いつきに興奮して、昴が顔を赤くして強く訴える。鸞は黙って聞いていたが、残念そうに首を振った。

「アイデアはいいと思うが、無理だな。まず竜は、自らの騎士としか意思疎通ができない。そして騎士は、すべてその国の軍隊に組み込まれている。国同士で戦闘になったら、竜は自分の騎士のために戦うはずだ。今回の共同宣言と違って、合意は難しいだろう」

　確かに龍蘭国でも、竜と竜騎士は近この衛え竜騎隊の所属だった。

「でも、鸞ならどの竜とも話せるし、従えることができるんじゃ……」

　言いかけて、それでは強制と変わらないと思い当たった。さらに他国はどう感じるだろう。鸞が、ひいては龍蘭国が、征服を目論んでいると受け取られかねない。

　鸞が苦笑して、昴の頭をぽんと撫でる。

「そういうことだ。そもそも黒竜は命令するんじゃない。要請するんだ。今回のことも、竜のために国王を連れてきてほしいと頼んで、あとはその国の竜に任せた。目もく論ろ見みがうまくいかなければ、俺の行動に賛同できないという意思表示だ。練り直すしかない。だから、決して命じたりはしないんだ」

「確かにそうだったね。うーん、アイデアはいいのか。なんとか実現する方法はないかなあ」

　考え込む昴を見て、鸞が笑った。

「竜と人との結びつきには長い歴史がある。一朝一夕には変えることも変わることもできないが、よい方向に進むよう試みていくことはできる」

「そうだね。もう少し練ってみるよ」

　家令が「よろしいでしょうか」と昴に声をかけてきた。

「何？」

　振り向いて、あ、鸞の腕の中にいたんだったと、慌てて身体を離す。

「お嬢様が待っておられますが」

「そうだった。すぐに戻るからと言って、由に任せてきたんだった」

　慌てて行きかけて、鸞を振り仰ぐ。

「すぐに王宮に帰れそう？　そのときはあの子、どうする？」

「各国の王がすべて帰還するのを待ってからになるだろうから、もう少しかかるだろう。しかし、確かに少女の先行きを考えてやらないといけないな」

「その前に、鸞が自分の気を抑えて、女の子に受け入れてもらえるようにならないと、側にも寄せてもらえないよ」

　昴の指摘に鸞は落胆した顔になる。

「確かに。それは難題だ」

　大まじめに頷いていた。

　少女は大人の男性が苦手なようで、なかなか鸞に慣れてくれない。筋骨逞しい長身とか覇気は、ときには普通の人をも威圧するほどなので、小さな子供には恐怖なのだろう。

「怯えられるという事実だけでも、あの子供が俺のつがいでないことがわかる」

　強調する鸞の言葉に、昴も一応は頷く。だが、少女の肩にあった痣を実際に見たときの衝撃は、完全にはなくならない。

　それはどう批判的に見ても、竜の形をしていたからだ。年齢が合わないから鸞のつがいとはいえないかもしれないが、しかしこれを偶然と言い切ってしまっていいのか。

「王宮に戻ったら、父王を問い詰めてみる。どこかで浮気をなさったのではないですかと」

　つまり少女の相手となる黒竜が生まれているのではないかと、鸞は疑っているのだ。

　ただ、昴から見た国王は誠実そうで、自分の妃を裏切るような人には見えなかった。だから二人目の黒竜というのも、信じがたい。それにこれまで同時期に、黒竜が二人生まれたことはないと歴史の講義で習った。

「すっきりさせるためにも、早めに王宮に戻ろう」

　手紙や使者で問い質ただすには重大な事案すぎる。直接質すにしても万一情報が漏れたら、大騒ぎになることは間違いない。

　そうならないためにも、少女の記憶が戻ってくれるといいのだが。

　という昴の望みは叶わず、ベッドを離れられる頃になっても記憶は戻らなかった。名前のない状態では不便なので仮に「茗メイ」と呼ぶことになる。

　候補の名前を幾つか挙げて少女に選ばせたら、本人がそれを選んだのだ。その読みに近い本名を持っているのかもしれない。

　どの程度の記憶喪失なのか、知識はどれくらいあるのかと、医師や引退してこの近くに住んでいた大学校の教授に立ち会ってもらい、無理のない範囲でいろいろなテストをしてみた。その結果、忘れているのは自身のことだけで、六歳くらいの子供が日常生活を送る程度の知識はあることが判明する。

　ここが神竜湖の側の離宮だと教えただけで、龍蘭国にいることを理解した。初代の黒竜が眠っているという湖の伝説のことも知っていた。「ロマンチックだから、大好き」らしい。

「とても頭のよい子です。できればこのまま伸ばしてやりたい」

　大学校の元教授はそう言って帰っていった。茗はきょとんとしている。彼女にとって一連のテストは、昴と一緒にするゲームのようなものだったのだ。

　翌日、体調も戻り普通に生活するようになっていたが、茗はまだ大人全般が怖いと言う。目覚めたとき最初に見た昴を命綱のように感じているようで、姿が見えないとパニックになる。

　小さな茗が昴の上衣の裾を握り締めて一生懸命ついて歩くのは、傍目には微笑ましい光景だ。まるでひよこのインプリンティングだと鸞に笑われたし、ほかの者もほんのり笑顔で見守っている。

　昴が側にいれば、茗は大人と接することができ、また鸞と会話することもできた。少し舌っ足らずながら懸命に話す茗は、健気で可愛らしい。鸞を取り巻く空気が優しくなるから、それを彼も嬉しく感じているのだなとわかる。

　ほんと、庇護欲が旺盛なんだから。

　けっこう活発な子供だということもわかった。昴が誘うと喜んで散歩にも出かける。花が咲いていると喜び、嬉々として花冠を作り出した。できたそれを侍女頭にプレゼントして、感激させたこともある。侍女たちにももちろん、摘んだ花をお土産にしていた。

　あるとき湖の遊歩道を歩いている途中で茗が立ち止まり、耳を澄ますような仕草をした。

「どうしたの？」

　尋ねると、茗は戸惑ったような顔で振り返る。

「誰かに呼ばれたような気がしたの」

　昴は周囲を見渡した。

「ああ、由が呼んでいる。そろそろおやつの時間なのだろう」

　離宮から遊歩道に下りるところに由が立っているのを見て言ったが、茗は違うと首を振る。

「そっちからじゃなくて、こっちから」

　指さしたのは湖の中。たぶん由の声が風に乗って、違う方角から聞こえたように感じたのだろう。だが「ロマンチックだから、大好き」と言った茗のために、否定するのはやめておいた。

「もしかしたら、湖の中の黒竜が君に話しかけたのかもしれないね。ほら、君には竜の痣があるから」

「そうなの？」

　ぱっと嬉しそうな顔をした茗は、もう一度湖の方に顔を向けて、声を聞き取ろうとする。一生懸命耳を傾けていたが、少ししてがっかりしたように顔を上げた。

「何も聞こえない。なんの用事だったのかなあ」

　内心くすりと笑いながらも、昴は真面目な顔を崩さないように心がける。

「きっとまた話しかけてくれるよ。さ、帰ろう」

　茗は元気よく頷いて、湖にばいばいと手を振った。

　そんなふうに、記憶を喪失していても、茗の日常生活にはなんの問題もなかった。しかしこのまま昴に執着しているようでは困る。離宮にいるときはいいが、王宮に帰ったとき、昴にも神殿長という役目があり、日中は神殿に詰めている。ずっと側にいるのは無理だ。

　情緒不安定な彼女を王宮へ連れて帰るのは決まっているが、その先はどうしよう。由にも多少懐いているが、あくまでも昴がいないときの代理でしかない。

「帰って女官長の琳と相談だな」

　鸞の言葉に昴も頷いた。昴への依存度をどうやって下げたらいいのか、経験豊かな彼女なら、きっといい知恵を出してくれるだろう。

　二人の視線の先では、茗が楽しそうにおもちゃで遊んでいる。離宮に詰めている者たちが市場で買ったり、手作りしたおもちゃを持ち寄っているのだ。

　愛らしい少女は、離宮勤めの者たちの笑顔を誘い、何かしてあげたいという気持ちを起こさせるようだ。

　ぬいぐるみの人形やままごと道具、積み木や絵本などをもらったとき茗は、ぱあっと笑みを浮かべ本当に嬉しそうに礼を言っていた。

　ただ、ときおり視線で昴を探し、部屋にいるのを確認する。黙っていなくなろうものなら、必死に探し始めるのだ。二、三度そういうことがあったので、昴は席を外すときは必ず茗に断ってから行くようにしている。

　女官が仕立ててくれたレースのドレスを着て、プラチナブロンドの頭につけたリボンがふわふわしていて、本当に可愛い。可愛いのだが……。悩みは深い。

　こんな可愛い子供が行方不明になったのだ。きっと親たちは必死で探しているに違いない。

「王宮に戻ったら、少女の似顔絵と助けた状況を書いた触れを国中に回そう」

　頷いたあと、鸞は茗にちらりと視線をやってから、素早くキスしてきた。

「鸞っ」

　茗に聞こえないように咎めると、鸞が囁いてきた。

「早くおまえを抱きたい」

　ついでに耳を齧かじられて、背筋がぞくぞくした。たったそれだけの刺激に、うっかり勃ちそうになる。昴だって鸞が足りないのだ。

　原因は茗。日中だけでなく、夜も一緒だからだ。最初一人で寝かせたら、悲鳴を上げるほど魘うなされていた。失った記憶の中に、悪夢を呼ぶような恐怖があるのだろう。

　仕方なく茗を傍らに寝かせてやるようになって、少女が眠れるようになったのはよかったが、それと引き替えに、昴は鸞との蜜月を失った。やむを得ないと二人とも考えているが、別々の夜が長くなれば、やはり辛い。

「早く実親を探し出そう」

　自分たちのためにもと密やかに付け加えられた言葉は、鸞の本音だろう。決して茗を邪険にするわけではないが、昴の願いでもある。










　王宮に戻る日がやってきた。茗は出かける前に湖に別れの言葉を告げに行きたいと願い、昴が付き添ってやる。結局あのあと、何度湖に行っても呼ぶ声は聞こえないままだったが、茗は聞こえたと信じているので、夢を壊すような真似はしていない。

「ばいばい。また遊びに来るね、黒竜さん」

　可愛い声で茗が手を振ったとき、一陣の風が吹き抜けた。静かだった湖にさざ波を立てたその風に、髪の毛を結んでいたリボンが解けてしまう。

「あ、リボンが」

　慌てて手を伸ばしたが届かず、リボンは水面にふわりと落ちてしまった。青いリボンは水を吸って、湖の中へと沈んでいく。

「リボン……」

　しゅんとなった茗の頭を撫でてやりながら、昴は慰めの言葉を探す。どう言えば元気になってくれるだろう。それでなくても慣れた場所を離れるのでナーバスになっているのに。

「黒竜さんにあげたと思えばいいよ。黒竜さんの恋人は青い色が好きだったから、喜んでくれるんじゃないかな」

「青いの、好きだった？」

「うん。だから離宮のお庭は青い色の花が多いし、周りでも青ばかりだろ」

「あ、ほんとだ。だったらあのリボンは、黒竜さんにあげる」

　昴は彼女の手を引いて離宮に戻りながら、慰めの言葉を思いついた自分を内心で誉めてやる。茗が元気になってよかった。

　そういえばこの子も青が好きな子だったと、内心で微笑する。黒竜の伝説を知った子は、たいがい青色が好きになるようだ。

　出発の準備はできていたので、それぞれの馬車に乗り込む。鸞と昴が一つの馬車、茗は由と同じ馬車になっていた。近くにいるから大丈夫だろうと考えたのだが、甘かった。

　健気に笑って馬車に乗り込んだ茗だったが、少し走ったときいきなり由が馬車を止め、飛び出してきた。緊急事態とわかり、鸞も馬車を止めさせる。

　由の話を聞いた昴が後ろの馬車に走り、覗き込んだ。

　茗は過呼吸を起こしていた。

　紙袋で？　いや、あれは駄目だとテレビで見たことがある。とにかく落ち着かせて安静にすることが、正しいやり方だったはず。

　昴は茗を引きよせて、ぎゅっと抱き締めた。

「ちゃんとここにいるよ。茗、落ち着いて」

　昴の声と体温が、なんとか茗に届く。ひいっひいっと辛そうだった息が少しずつ落ち着いていき、しがみつく小さな指から力が抜けていく。

「ご、ごめんなさい」

　息を喘がせながら謝ってくる。

「大丈夫だと、思ったんだけど、駄目だったの」

　ぜいぜい言いながら、茗が涙を浮かべている。

「ぎりぎりまで我慢していたようです」

　ドアの外から、由が説明した。

「そうか。頑張ったんだね。でも我慢なんてしなくていいんだよ。僕と一緒の馬車で行こう」

「でも、でも、……いいの？」

　茗はべそをかいた顔で見上げてきた。

「いいよ、もちろん。ただ、鸞も一緒だから、ちょっと気が張るかもしれないね」

　茗にとっては究極の選択になるのかもしれないが、昴と離れて乗るよりはいいはずだ。抱き抱えて、鸞の待つ馬車に戻る。茗がおずおずと頭を下げた。

「王太子様、お邪魔します」

「かまわない。楽にしていなさい」

　鸞なりに優しく言い、頭を撫でようと手を伸ばしたら、茗がびくっと身を縮めた。鸞は苦笑して手を引っ込める。気まずい空気が漂った。茗は昴の横でかちかちになっているし、鸞もどう扱っていいのか困惑していた。このままの状況で王都まで走ったら、全員疲れてしまう。

　どうしたらいいのか。走り出した馬車の中で考えた昴は、そうだと茗を見下ろした。この子は、湖の黒竜が好きだった。鸞が黒竜でもあると知れば……。

「あのね、茗。鸞は黒竜になれるんだよ」

「え!?」

　そのときまで茗の頭には、鸞は王太子様とインプットされているだけだった。黒竜と聞いて、目を瞠みはっている。

「王太子様は、黒竜さんなの？」

「そうだよ。強くて逞しくて大きくて、とっても素敵な黒竜なんだ」

　昴が力説すると、茗はそうっと鸞に視線を向けた。鸞は腕組みをして目を閉じている。彼なりに茗を怖がらせまいと考えて、そうしているのだ。今の会話も聞こえているのだろうが、口を挟まないでじっとしている。

「あの、王太子様、隣に座ってもいい？」

　茗に声をかけられて、鸞が目を見開いた。動揺しているのが丸わかりだ。昴にちらりと視線を向けてきたので、頷いて、と目配せで伝える。鸞はコホンと咳払いして、頷いた。

「それはかまわないが。茗は俺が怖いんじゃなかったのか？」

　鸞がそう言った途端、茗が強張っていた顔をぱっと綻ばせた。いきなりの変化が、おかしくてならない。黒竜の威力の絶大さ。

「王太子様は黒竜さんだから、茗、もう怖くないの」

「黒竜だから、怖くない？」

　普通は逆なのではないかと鸞は思ったようだが、賢明にも口を噤んでいた。

　鸞に「おいで」と言われ、茗は隣にちょこんと座る。にこにこ笑いながら鸞を見上げた。鸞は困惑しつつも、嬉しそうだ。

　残りの旅程は昴と鸞、茗の三人で、おしゃべりをしたり、外の景色を眺めたりして楽しく過ごした。

　休憩のときに茗は鸞の膝に座り、その手から果物を食べさせてもらったりしている。あどけない声で屈託なく笑う少女は、皆を笑顔にさせていた。

　ふと、家族みたいだと感じた。両親と子供。その場合僕は母親の役割かぁと、やや複雑な思いはあったが。










　心配だった王太子宮での暮らしは、割合スムーズにスタートできた。

　事情を聞いた琳が細々と配慮してくれたせいもあるが、茗自身が慣れようと頑張ったことも大きい。

　鸞の父である国王に挨拶に連れていくと、か細い声ながら挨拶することができた。終わると座り込んでしまったが。それもまた六歳くらいの子供としては笑い話で済む。

　王も可愛い子供に目を細めていた。

「身元が早くわかるよう、わしからも口添えしておこう」

　優しく告げられて、茗は昴に助け起こされながら、ぺこんと頭を下げた。

　茗がいないところで鸞が疑惑を父王に質したところ、心外だと一言の元に否定された。

「そもそも黒竜が同時期に二頭出現したとは聞いたことがない。竜の痣はたまたまだったのではないか」

　親になんという疑いを持つのだと、ご立腹だったそうな。

「調査の人間を増やすしかないか」

　ぼやいた鸞に、できればそうしてほしいと昴も頷いた。

　昴から離れられないので、しばらくは神殿にも茗を連れていった。当初は、神聖な神殿に素す性じょうのわからない者を連れてきてと猛反発した長老連中だが、ほんの数日で可愛い茗の天てん真しん爛らん漫まんさにめろめろになった。

　離宮での流れと同じだ。昴の後ろから、こわごわと顔を出す子供の愛らしさといったら。記憶がないからどこか不安定で、それでも懸命に馴染もうとしている。それが健気で、守ってあげたいという庇護欲を刺激されるのだろう。

　最長老でさえ、茗に渡す菓子を懐ふところに隠し持つようになった。普段は神官たちの監督をしているから厳しい顔を崩さない最長老が、うってかわって猫なで声で茗と話す。

　お菓子で茗を懐かせようとしているところを目撃した弁がそっと教えてくれて、おかしいやら微笑ましいやら。

　しかし間もなく、昴が仕事をしている横でそれをじっと見ていた茗が、自分から留守番すると言い出した。忙しいのに、たびたび自分を気遣うせいで、仕事が捗っていないと気がついたのだ。

「ちゃんとお留守番できる」

　言い張る茗だが、昴の姿が見えないだけでパニックに陥ったこれまでを知っているので、頷いてやれない。しかもぎりぎりまで我慢してしまう性格を思うと……。

　心配で堪らなかったのだが、結局根負けした。

「やってみるというなら、やらせた方がいい。茗の可能性をおまえが狭めてどうするんだ」

　と鸞に諭されたのもあるし、琳と由が気をつけておくからと言ってくれたこともある。由には元から懐いていたし、琳にも馴染んでいる。試してみる価値はあるだろう。

　王太子宮に置いていった初日は、そわそわと落ち着かなかった。しかもどこに行っても「茗は」と聞かれたので、そのたびに説明しなければならない。

　そして茗の方も、その日はだいぶ心細かったようで、元気そうに振る舞いながらも、誰も見ていないところでは暗い顔で肩を落としていたようだ。

　琳と由からそう報告を受けて、昴は鸞と顔を見合わせる。

「やはり連れていった方がいいのかも」

「まだ早かったかもしれないな」

　二人で話し合っていると、琳にぴしりと言われた。

「茗の努力を無にしてはいけません。少なくとも数日は様子を見るべきです。よろしいですか、茗はいずれ自立しなければならないのですよ。王族でも貴族の娘でもないのですから」

　記憶がなく身元も不明だからこそ、自立させようと考える琳の方針は正しい。

「環境に慣れたら、学校のことも考えなければなりませんし」

　そのためにも昴への依存度を下げる必要があり、茗は王太子宮で留守番を続けると決まった。琳や由が茗にもできる手伝いを積極的に頼んで、一人になる時間がないように気をつけたおかげだろう。次第に茗も昴のいない時間に慣れていく。ほっとしながらも残念で、鸞に笑われた。

「お前が子離れできないのか」

「だって、どこに行くのもちっちゃいのがついてくることに慣れちゃってさあ。振り向いたらいないんだもん。寂しいよ」

　それでも夜は昴なしでは駄目だった。琳や由が代わろうとしたが寝付けないようで、うとうとすると悪夢を見る。結局昴が抱き上げ、寝かしつけた。

「茗は可愛いが、昴不足はますます進行しているぞ」

　いつまで夜の生活を邪魔されるのかと、些いささか不機嫌な鸞だ。可愛がるのとそれとは別問題らしい。考えてみれば本当に、茗を保護してからしていない。せいぜい触り合った程度だ。

「僕だって、鸞が不足しているよ。でも茗を一人にはできないし」

　だから茗の次の課題は、夜一人で寝られるようにすることだ。茗を無理やり引き剥がすことはしたくないが、鸞との関係にも支障が出ているし、何かよい案があればと琳に相談する。

「そうですね。王太子宮には大人しかいませんから、まずは同い年の子供たちと交流を持つことから始めては」

　琳の提案に従い茗の気持ちを聞くと、戸惑っている。

「遊んで、もし茗が大丈夫ならそのままお泊まりもするんだ。どう？」

「……茗をよそにやるの？」

　この年齢でも賢い子だから自分がどんな立場なのかは理解している。その上での発言だから不ふ憫びんで。思わず抱き寄せていた。

「やらないよ。ただここは大人ばかりだから、子供と遊んでみたらどうかなと思っただけだ。琳のお孫さんで同じくらいの年齢の子がいるんだって」

　そう言われて茗も興味が湧いたようだ。しばらく迷っていたが、頷いた。昴はもう一度念を押す。

「茗をよそにやるわけじゃないからね。ただ六歳なら学校も考えなくちゃいけないし、茗が少しずつ慣れてくれたらいいと思っているだけだ」

「学校は楽しいぞ。知らないことも教えてもらえるし、知識が増えたら、おまえ自身のことも思い出すかもしれない」

　鸞も言葉を添えながら頭を撫でると、茗の表情が緩み笑顔になった。

「茗、遊びに行く」

「わたくしが付き添います。なので、無理だと思ったら遠慮なく言うのですよ。すぐに連れて帰ってあげますからね」

　琳の言葉に茗が頷く。

「うん」

　孫たちを呼び寄せるよう、さっそく琳が事情を書いた手紙を書いた。返事が届き次第、茗は初めてのお泊まりに出かけるのだ。

　茗の身元はまだわからない。ただ一つ、それらしい痕跡が見つかった。六歳の一人娘が攫さらわれたというものだ。しかし両親ともそのとき殺されていて詳細は不明。竜の形の痣があったかどうかについては、聞き取りに応じた近隣の者が「わからない」と答えている。

「いずれにしろ、年が合わない」

　報告を受けた鸞が、嘆息しながら昴に告げた。事件が起きたのは二十数年も前だ。少女が生きていれば、鸞と同じくらいの成人女性になっているはず。

「もし痣があったら、その子が鸞のつがいだったかもしれないね」

「昴！　その話はもう……」

「わかっているよ」

　鸞が激高しかけたので、昴は慌てて手を挙げて制した。

「たとえそうでも、僕は鸞を譲る気はないって、前にも言っただろ」

「それならいい」

　鸞が手を広げたので、歩み寄って身体を預ける。

「ただ、もしその子がつがいだったのなら、そしてそれが理由で惨むごい目に遭ったのなら、可哀想だと思った」

　鸞はしばらく黙ったまま昴を抱いていた。

「……過去にもあったことだ。つがいを殺せば、黒竜は王位に就つけない。だが今回、いったい誰がそんな惨いことをしたのか。少なくとも兄でないことははっきりしている。ただの強盗だったのかもしれないし」

「うん」

　何も言えることはなかった。惨劇が起こったのは遥かな昔で、今さらどうしようもない。

「一応その事件、もう少し詳しく調べるように命じておこう。それと同時に、茗のことも」

「そうだね」

　茗はすでに昴の部屋で眠っている。期せずして二人ともその方に視線が向いた。失われた茗の記憶が、そんな悲惨なことではないものを、心から祈る。










　それ以外の懸案事項は、着々と解決に向け進行していた。

　十カ国の共同宣言を突きつけられた迦楼羅国は、竜に関する条約を結ぶことに同意した。さすがに周囲すべての国の共通意志を無視はできなかったのだ。

　とはいえ迦楼羅国の王は相当悔しかったようで、せめてもの抵抗なのか、引き延ばしという姑息な手段に出てきた。持ち回りでと決まった監視役の、一番手となった龍蘭国が派遣した竜と竜騎士の瑕か疵しを言い立てて、交替を要求してきたのだ。

　人選にはなんの問題もないのだから、交替させる必要はない。だが早期に決着させるために、要求を呑むことに決まった。その代わり二度と難癖をつけられないように鸞が同行して、言質を取ることになったのだ。

「きっちり落とし前をつけてやる」

　たまたま茗が出かける日に迦楼羅国へ飛ぶはめになった鸞は、迦楼羅国への怒りと、ようやく二人きりになれるときに留守にしなければならない苛立ちとの相乗効果で覇気が高まり、周囲の空気を息苦しくさせる。対応しなければならない迦楼羅国の担当者が、気の毒なほどだ。

　未練がましい視線を残して鸞が出発していくのを、苦笑しながら茗と見送った。昴だって、本心はとてもとても残念なのだ。

　その後、琳の実家に出かける琳と茗を見送る。出かける間際、茗がいきなり飛びついてきた。慌てて抱き留めると、項に両腕を回してしがみついてくる。

「どうしたの？　茗」

「わかんない。何かがこうしろって」

　首に顔を伏せたまま、茗がくぐもった声で言う。不安なのかなと抱き直したとき、項にちくりと痛みが走った。虫に刺されたような気がして無意識にそこに手をやると、茗の手があった。

　なんだ？　と訝いぶかしく感じたが、そのとき茗が両手を離したので、慌てて手を添えて下ろしてやる。

「行ってきます」

　俯いたまま呟いて、茗はくるりと身を翻し駆け出した。どうしたんだろうと首を傾げて琳を振り向くと、彼女も苦笑している。

「心細いのかも知れませんね。初めてのところに行くのですから」

「様子を見て、茗が気の進まない様子を見せたら、すぐに連れて帰ってくださいね」

「わかっていますとも。おや、ここに血が。虫刺されですか？」

　琳がリネンを取り出して、項に当ててくれる。リネンには、ぽっちりと小さな赤い染みができていた。

「虫刺されといえども、注意してくださいね」

「ありがとう。さ、早く行ってやって」

　今日はロキが連れていってくれることになっている。その後帰るまで待機してもらうので、何かあったら彼から連絡が入るだろう。安心してまったりと一日を過ごすことができる。

　夕食を済ませ風呂にも入ってくつろいでいたとき、帰れないだろうと思っていた鸞が、いきなり異界から飛び出してきた。

　庭に下り立って竜から人型に変化し、疾しっ風ぷうのように駆け抜けて建物の中に入ってくる。鸞の気配に驚いて昴が迎えに出ると、ぎゅうっと抱き締められた。

「帰ってきたぞ」

　昴を抱き上げて振り回しながら歓声を上げ、音高くキスをしてきた鸞に、呆れながらもキスを返す。

「いったいどうして。まさか放り投げて帰ってきたんじゃないだろうね」

　異界を行き来するのは、身体への負担が大きい。さすがに疲労の色が濃い鸞を見て、とにかく座ってとソファを勧め、疲労回復にいいというお茶を淹れて手渡した。

「ちゃんと片付けてきたさ」

　お茶を飲みながら鸞が答える。

　鸞によると、相手側の反論をことごとく封じ念書も書かせたという。おそらく怒気のせいで膨れ上がった覇気に、相手は逆らえなかったのだろう。気の毒にと思ったが、もともとはあちら側が無理をふっかけてきたのだから、仕方がない。

「これ以上の引き延ばしができなくなったと報告を受けたときの、王の顔が見たかったな」

　にやりと笑ったところに、鸞らしさが出ている。

「でもさあ、このあとも迦楼羅国がほんとに約定を守るか、怪しいよね。見届け役の竜と竜騎士も、どこまで監視できるか。また何か悪巧みしてくるんじゃない？」

「それも一応考えてある。我が国の騎士なら忠実に勤めを果たすだろうが、ほかの国の騎士はそこまで厳格にしないこともあり得るからな」

「どの国にも偏らない、中立の竜と竜騎士がいるといいのにね」

　そうしたら、迦楼羅国も文句は言わなかっただろう。

　言ったあとで、昴は竜による竜のための国際組織も、そういう存在がいればできたかもしれないと思いつく。アイデアはいいが実現は難しいと鸞に一いっ蹴しゅうされた、あの件だ。

　中立の竜。ほかの竜を圧倒できて、人間の国家に左右されない竜。

　どの竜とも話ができる黒竜の鸞が今のところ最適任者だが、あいにく彼は龍蘭国の王太子なので、ほかの国に受け入れられるとは思えない。

「すべての竜に、幸せでいてほしいよ」

　鸞の肩に頭をぐりぐり擦りつけて、嘆息する。

「俺もそう願っている」

　鸞も昴の身体を抱き寄せながら頷いた。

「それで、茗はどうなった。今夜は帰ってくるのか」

「ロキが送ってくれて、何かあったら連れて帰ってくれることになってる。今のところ連絡がないから、もう帰らないんじゃないかな」

　引き寄せられるまま鸞の肩に頭をもたせかけ、降って湧いた二人の時間を楽しんだ。鸞の勢いを見て皆が気を利かせたのだろうと思う。誰も入ってこない。

「そうか。だったら……」

　自然にキスが始まり、最初は啄むような戯れのキスが、次第に深くなっていった。

「んっ」

　ひとしきり舌を絡め合い甘い唾液を啜ってから、昴はふうっと息を吐いた。すでに吐息は熱くなっているし、身体もむずむずしている。欲求に忠実に鸞の膝に乗り上げた。首の後ろに手をやって、正面から覗き込む。

「鸞、しよう」

　色っぽくない誘いだけれど、鸞の瞳にはそれに応じて情欲の炎が浮かび上がった。つたない誘いでも乗ってくれるのが嬉しい。ちゅっちゅっと音を立ててキスをし、自分から舌を差し入れた。すぐに搦め捕られ、舌で押し合ったりつつきあったりして戯れる。

　ちくっとした痛みは、舌先を噛まれたからだ。お返しに噛み返してやる。

「痛いぞ」

「あ、ごめん。強くしたつもりじゃないんだけど」

　慌てて謝っている間に、鸞が立ち上がる。もちろん昴を抱いたままだ。いつもながらその膂りょ力りょくには驚かされる。

　ベッドに寝かされ、覆い被さられた。キスを続けながら服を脱がされ、昴も鸞の服を脱がせていく。裸で抱き合えば、互いの肌が心地いい。しばらくご無ぶ沙さ汰たの温もりだ。すでに自身は昂ぶっており、鸞のそれも腿ももに当たっていた。

　鸞のキスが首筋から胸に移り、昴もなんとか彼のモノを愛撫しようと手を伸ばす。先端になんとか触れたが、そこはすでにはち切れそうになっていて、どんどん溢れる蜜で濡れていた。

「鸞、イく？」

　嬉しくなって見上げたら、鸞が唸った。

「おまえもじゃないか」

　昂りを掴まれ擦られると、ぬちゃぬちゃっと淫らな水音がしたので、目許を赤くする。

「あ、もっとゆっくり……。それじゃあすぐイっちゃう、から……。ああっ」

「イけよ」

　にやりと笑って、鸞が熱心に手を動かした。負けずに弄ろうとするのだが、すぐに自身の快感を追うことに意識が向いて、疎かになってしまう。

「あん、あ、あ……、やっ、鸞、一緒にイきたいよ」

　追いつめられながら鸞に縋った。涙目で見上げると、鸞が小さく舌打ちする。

「全く、おまえは……」

　腕を掴まれ引き起こされた。ぐっと引き寄せられ昂りをまとめて握られる。

「ほら、おまえの手も添えろ」

「あ、うん」
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　一緒に昂りを握った。鸞が力強く手を動かし、そのせいで昂りが擦れ合って快感を倍加させる。先端の感じやすいところは、昴が触って刺激し、そうして一緒に高みを目指した。鸞の息が荒くなり項にかかる。肌が粟立ち、腰から脳天まで快感が駆け抜けた。

「イくっ」

　腰が震えた。待てと鸞に言われたが、我慢できなかった。昴のモノから白濁が噴き零れる。

「一緒にと言ったのは誰だった？」

　押し倒されながら、責められた。喘ぎながら謝ったが、頭の中はイったばかりの快感で沸き返っていて、ちゃんとした謝罪になったかどうか。

　胸を激しく上下させている昴の脚を、鸞がぐいと押し広げた。秘所を晒す格好に固定されて、鸞に凝視される。

「いつ見ても小さい入り口だな。よくここに俺のモノが入る」

　じろじろ見られて、さすがに羞恥に身が竦む。

「ちょ……っ、見るなよ」

　苦しい息のまま、鸞を蹴飛ばそうとした。

「おっと。俺のつがいは乱暴だ」

　それを楽々掴まれて押し退けられ、腰を持ち上げられる。鸞が顔を近づけるのを妨げられないまま、そこを嘗められた。

「ひゃっ」

「色気がない声だな」

「う、うるさいっ」

「汗と蜜に塗れたこの身体は艶なまめかしいのに。身体で誘っているように見えるぞ」

　耳許で耳語されて、うわっと耳を押さえた。その声こそが腰砕けのベルベットボイスだ。

「ば、馬鹿っ」

「照れるおまえも可愛い」

　何を言っても恥ずかしすぎる言葉が返ってくるので、昴は口を噤んだまま顔を背けた。しかしそうすると、持ち上げられた自分の脚が見え、達して萎えた自分のモノも視界に入る。まさに羞恥の極みで、慌てて視線をうろつかせた。

　鸞の息がかかり舌が触れる。それだけで、そこにきゅっと力が入った。嘗められ、尖らせた舌が入り込もうとする。

「うっ……」

　ぞくぞくっと尾てい骨から震えが駆け上がる。脳のう髄ずいが痺れた。鸞は昴の反応を確かめながら、丁寧に蕾を嘗めて蕩かせる。さして時間が経たないうちに、昴のその部分は綻び始めた。指が入ってきて中を広げられる。

　くちゅくちゅと音がした。鸞が押し込んだ唾液を、指が搔き回しているのだ。耳を塞ぎたいほどの淫らな音が、昴を追いつめる。恥ずかしく思う気持ちは、何度しても消えない。慣れるものではないと、今さらながら実感した。

「もう、やだ。いいから、挿れろよ……っ」

「駄目だ。ここが柔らかくなって、俺を受け入れられるようになるまでは」

　ここがと言いながら、鸞は指を動かす。すでに複数入っているようだ。だったらもういいじゃないか。どうせ鸞のは大きくて、指でくつろげても間に合わないんだから。

　昴は自分から手を伸ばして鸞の背中に縋る。

「欲しいんだよ。疼うずくんだ。……挿れて」

　わざと声を掠れさせて訴える。潤んだまなざしで鸞を見つめた。一人で延々恥ずかしさを耐えるより、とにかく誘って先に進む。

「おまえのそれは、いつも俺の自制心をぶち切ってくれる。いいとも、望むとおりに」

　息を吐いて、奥をくつろげていた指を引き抜く。待ちわびていた昂りが入り口に押し当てられた。狭いそこを搔き分けて入ってくる。やはりまだきつかったのか、鸞が眉を寄せていた。昴も無理やり広げられる苦痛に堪える。ここさえ過ぎれば……。

　息を止めないように、身体の力を抜くように自ら言い聞かせながら、本当はまだ無理だった鸞を受け入れようと足搔いた。

　鸞も力加減を心得ていて、昴の呼吸に合わせ、決して無理をすることなく少しずつ中に入り込んでくる。

「狭いな。だから、まだ無理だと言ったんだ。ちゃんと解していたら、おまえも苦痛を感じることはなかったのに……」

　半分くらい入ったところで動きを止め、鸞が腰を引こうとする。昴は慌ててそれを引き止めた。

「いいから、奥まで、来て。ここまできて、躊ちゅう躇ちょすんな」

　息を切らしながらも、視線を尖らせて鸞を睨む。その目に涙を浮かべていては、ちっとも睨んだことにはならなかったが。

「わかった。おまえは男前だな」

　一言呟くと、鸞が腰を進めてきた。昴の両腿をしっかりと掴み、ぐっぐっと力強く奥を目指す。鸞が動きを止めた。下生えの感触に、全部入ったことを知る。昴の昂りを掴んで優しく扱しごいてくれた。もう一方の指で乳首を抓んで揉み、昴の快感を搔き立てる。

　鸞の侵入で力を使い果たした身体に、快楽が蘇る。小さなさざ波だった快感が、次第にうねりを伴う大波に変わっていった。

「あ、触んな……、やっ、鸞っ」

「いいんだろ。そのまま感じてろ」

　腰の動きが再開される。緩やかに引いていったかと思うと、一気に最奥に至る。力強い抽挿は、昴の内壁を刺激し、追いすがらせる。

「……っ、いいな、おまえの中は」

　鸞が呻く。腰を激しく揺すり、そこここにある昴の弱みを突いていく。一番感じるところを抉られて、快感のあまり仰け反った。鸞が昂りの根元を止める。

「まだだ。今度は我慢しろ」

「うん、鸞……、うん」

　身体の中で快感が沸き返っていたが、昴は喘ぎながら腰の奥に力を入れ、自らのそれを散らそうと努めた。それが鸞への刺激を生み、ひいては絶頂への促しとなったのは、昴のせいではない。

　内部の襞がきゅうっと収縮して鸞を搦め捕る。心地よい締め付けが、一気に鸞を押し上げた。

「……っ、やってくれる」

　ひときわ深く攻め入ったところで、鸞は自らを弾けさせる。夥おびただしい蜜液が、昴の隘あい路ろに放たれ沸き返った。鸞のすべてを受け止めるほど、昴の中は広くない。鸞が腰を引くと、白濁が滴り落ちた。

　鸞が開いたままの祠ほこらに指を入れると、さらに零れてくる。淫らな様に、鸞がこくりと唾を飲んだ。

「我慢できない」

　呻くように言って、鸞が再び昂りを押しつけてきた。イったばかりなのに、それはもう硬さを取り戻している。

「え!?　鸞、今イったんじゃ……」

　慌てて腰を捻ろうとした昴をがしっと押さえつけ、鸞が入ってくる。

「もう復活した。おまえを見ていると、堪らなくなるんだ」

「そんな～」

　無意識に泣き言が漏れてしまった。気持ちのいいのは好きだが、そもそも体力の違いがある。鸞が全力で抱いてきたら、昴はたいがい抱き潰されて動けなくなってしまうのだ。

　とはいえ、そんなときはちゃんと事後のフォローもしてくれるから、そこまでしたいと思われるのも愛されている証と受け止める。

　でも、腰が立たなくなるまでするのは、勘弁してほしいなあ。

　ベッドの中で目覚めた昴は、内心でぼやいていた。意識を飛ばしていたのはそんなに長い時間ではなかったはずだか、腕を持ち上げるのも苦労するほど疲弊している。すぐに起き上がるのは難しそうだ。傍らには心配そうに覗き込む鸞。

　身体はさっぱりしているし、シーツもさらさら。たぶん鸞がやってくれたはず。

「何か欲しいものは？」

「水」

　端的に答えるのは、喉をやられているからだ。喋ろうとしても、喘ぎすぎて掠れた声しか出ない。ま、これもいつものことだが。

　鸞が小卓に置いてあったグラスを近づけてくれた。ストローが差してある。ありがたく飲んだあと、グラスを取り上げた鸞が、愛おしそうにキスをしてくる。両方の掌てのひらに、そして唇に。

　そのあとで甘いまなざしを向けてきた。

「歯止めが利かなかった。ここまで無茶をするつもりではなかったのだが」

「いいよ、それは。僕も欲しかったし。でもさあ、もう少し手加減してほしい。体力が違うんだからさ」

　一応釘を刺しておいた。

　満足したからか、鸞は何を言っても機嫌よく頷いている。考えてみれば昴も、体力的にはちょっと辛いにしても気分はすっきりしていた。やはり触れ合いは大切だとしみじみ思う。

　そのまま寄り添い合って眠りにつく。久々の二人きりの時間は穏やかに過ぎていった。

　翌朝、昴はあれ？　と違和感を持つ。

　起き上がれない。いつもなら一晩寝ればある程度は回復するのだが、身体の脱力感が酷くて起きると目眩がする。半身を起こしただけでダウンした。

「大丈夫か」

　鸞に心配そうに覗き込まれる。

「大丈夫じゃない。いいから行ってきて。昨日の報告があるんだろ。本当はそっちが優先だったのに、こっちに来てしまったから」

「まあな。だが、叱責はされるだろうが、俺にとってはこっちが優先」

　言いきって清々しく鸞が笑う。

「体力が落ちているのなら、運動しろ」

「そうするよ。取りあえずもう少し寝る」

　昴を気にしつつも、キスを残し鸞が出かけていった。昨日無理やり事を収めたので、迦楼羅国から抗議が届く前に、あちこちに根回しをしておく必要があるらしい。

　ベッドの中から手を振って見送ってから、もう一度ごそごそと布団の中に潜り込む。疲れが取れないのは、本当に運動不足かもしれない。山歩きが好きだったのに、こちらに来てからなかなか時間が取れないでいる。やりくりして運動する時間を確保しなければ。

　午後になって、茗の送迎を頼んでいるロキから知らせがあった。今から帰るとのこと。竜に乗って帰ってくるのだから、あまり時間はかからないはずだ。茗の前で寝ているわけにはいかない。由の助けを借りてなんとか起き上がる。

「なーんか、だるいんだよなあ」

　ぶつぶつ零しながら身支度をする間も、腕の上げ下げだけで肩で息をする体たらくだ。

「情けない。本格的に体力増進を図らないと」

　なんとか身支度が終わった頃、茗が帰ってきた。思いの外ほか元気だ。同い年の子供たちと戯れている間に時間が過ぎ、みんなで一緒に雑魚ざこ寝ねしたのも楽しかったらしい。昴がいなくても眠れたことは大きかった。何度かこういう機会を設けてさらに慣れていけば、学校へ通うのも視野に入ってくるだろう。

　茗も六歳程度にしては、よく物事を弁わきまえていた。昴や鸞が後ろ盾になってくれても、身寄りのない自分はいつか自立しなければならないことを理解している。

「お城勤めの女官になりたい」

　というのが今の目標らしく、それも昴や鸞の世話をしたいという希望からだと聞くと、ますます応援したくなる。同時に可哀想だとも。両親が揃っていれば、将来のことを考える年齢ではない。暢のん気きに遊んでいられるはずなのに。

　一通り話し終わると茗は、自分にできることはないか聞きに行ってくると走っていってしまった。

　ほっと一息ついて、昴は背もたれに身体を預ける。

「お疲れのようですね」

　笑みを含んだ声で琳が言う。すべて知られている琳に、今さら隠すことはない。今回のことももちろん茗のことを気遣ったからこその試みだが、琳が昴と鸞を二人きりにしようと配慮してくれたこともあって実現した。

「鸞が少しは手加減してくれるといいんだけど」

「それは無理でしょう。このたびは茗が少々障害になっていましたからね。あの可愛さが癒やしであることも確かでしょうが」

「うん。彼女が本当に女官になってくれたらと思うよ」

　昴がそう言うと、琳も微笑んだ。

「それはいい考えかもしれませんね。今の茗もそれを目標にしていますから、励まして後押しをしてあげるのもよろしいのでは。ただし、茗の希望が変わらなければですけれど」

　確かに茗はまだ幼い。ずっと同じ目的を持ち続けるという保証はない。

「ま、やりたいことをやってくれればいいんだけどね」

　昴は笑って肩を竦めた。ふと琳が表情を改める。

「それと茗は可哀想ではありませんよ。先ほどちらりとそうお思いになられたでしょう？　親がいても、幼い頃から自立した心を持つ子供はいます。茗もそうなのだと、わたくしは思っているのですよ」

　琳がそう言ったので、俯いていた昴はぱっと顔を上げた。

「え？　なんでわかった？　琳は術者だったっけ？　僕の感情を読み取った？」

　慌てて問い質すと、琳はころころと笑い出す。

「術者ならこの年まで生きてはいませんよ」

「それもそうか……、あわわ」

　納得しかけて、慌てて口を押さえた。女性に年の話は禁物。焦る昴に、琳はかまいませんよと微笑んだ。

「もう孫のいる年になりましたからね。昴様は感情が顔に出やすいのです。術者でなくてもわかりますよ」

「ええ～～、そんなことないと思うけど」

　反論しようにも、喋っているときの自分の顔なんてわからない。取りあえずは注意しようと心に刻む。

「さて、茗の様子を見に行ってきます。薬湯をお届けしておきましょうね。もう少しお休みになった方がいいかと」

「ありがと」

　礼を言って立ち上がり、よろっとよろけた。慌てて脚を踏ん張り、大丈夫だからと琳に手を振る。意識してしっかり脚を踏み出しベッドルームに向かう。その後ろ姿を琳が心配そうに見ていた。体力を喪失するほどしたってことだから、恥ずかしい。あまり見ないでほしい。

　そのままベッドに横になる。横になるとやっぱり楽だ。鸞の体力魔人め。次は必ず手加減するように言わなくては。

　うとうとしていると、そうっとドアが開いて茗が入ってきた。薬湯を淹れた器を持って、そろそろと近づいてくる。零さないようにと必死なのだ。

　気配で目覚めた昴は、内心で微笑んだ。一生懸命な顔が可愛い。

　ベッド脇の台に置いて、ほっとしたように顔を上げた。昴が目を開けているのに気がついて、ベッドの上に乗り出してくる。

「お薬、飲む？」

　心配そうに見上げられて、頷いた。半身を起こして、茗が零さないように気を遣いながら差し出した器を受け取る。

「ありがとう」

　苦みのある薬湯を飲み干すと、じっと見ていた茗に空の器を渡した。

「苦い？」

「ああ、とっても苦いよ。でも薬は苦い方がよく効くっていうから」

「そうなの？　じゃあ次はもっと苦いお薬を作ってくださいって、女官長様にお願いする」

　真面目な顔で言うから、慌てて手を振った。

「いやいや、それはいいから。今くらいの苦さで。あまり苦くなったらさすがに飲めないよ」

「でも苦い方が効くんでしょ？」

　真剣にそう言ってくる茗に、降参と手を挙げた。

「飲めなければ効くも効かないもないだろ。そういうこと」

　わからないと首を傾げる茗をひょいと抱き上げて、自分の側に座らせた。

「それはもういいから、茗がなんのお手伝いをしたのか話して」

　しばらく昴を見てから、ようやく頷く。よく効くはずの苦いお薬をなんで断るのかと、まだ不満そうな顔はしていたが。

「銀器を磨かせてもらったの。磨くとね、ぴかぴかってとっても綺麗になるのよ」

　茗は何かをこつこつとやるのが好きらしい。特に磨くのは大好きだ。銀器だけでなく窓ガラスを磨くのも好き、厨房のタイルを磨くのもそして靴を磨くのも。仕事ではなくお手伝いだからなのかもしれないが。

　プラチナブロンドの髪を撫でながら、昴はほっこりした気持ちになって微笑んだ。










　体調が戻るのに二日ほどかかり、普段通りに起きるようになってもどこか疲労感がつきまとう。運動不足を痛感する昴だ。取りあえず、朝の散歩から始めることにした。

　そんななか、漣の使者がやってきた。なんと、ボルツだ。巨きょ躯くが竜舎の前庭に舞い下りる。翼を畳んで物珍しそうに周囲を見回した。常に数頭が詰めているので、お互いに挨拶代わりの鳴き声を交わし合う。

　ボルツが来ると知らせを受けたとき、昴は鸞に言ってユナを呼び寄せ、ロキも都合がつくなら来てと連絡してもらった。いつもはソウがする役目をボルツに依頼したのは、彼に龍蘭国の竜への待遇を直接見てもらいたいと漣や鸞、そして昴も考えたからだ。

　ボルツが承知するかどうかは賭けだったが、どうやら漣の説得がうまくいったようだ。

　待っていた昴は、ボルツを注視する。怪我をした額や脇腹、脚は、見た限りでは完治していた。傷跡も目立たない。もちろんここまで来られると医師たちが許可を出したからこその飛来なのだが、一番酷いときの状況を見ているから心配になるのだ。

　鸞がつかつかと歩み寄り、ボルツに声をかける。

「よく来た。元気になったようでよかったな」

　言葉と思念の両方で会話したのは、居合わせた騎士たちにもわかるようにだ。鸞と昴はすべての竜と意思疎通ができるが、一般的な竜騎士は自分の竜としかできない。竜から竜へ、そして騎士へという二度手間を省くための処置だ。

『いろいろ、感謝する』

　ぼそっと礼の言葉を告げたボルツだが、どこか居心地が悪そうだ。興味津々で首を伸ばす竜たちに囲まれ、その騎士たちも寄ってきて、さらにいつも集まっている見物人が騒いでいるのが聞こえるからだろう。

　見物人たちは所属する竜のことをよく知っていて、見慣れぬボルツの飛来に、どこの竜だと興奮しているのだ。

『あれはなんと言っている。どうしてあそこにいるのだ』

　ボルツが鈴なりの見物人について尋ねた。

「我が国で竜は人気がある。中庭にいる竜を、いつもああして見物にやってくるのだ。だから知らない竜が来たと騒いでいる」

　鸞が告げると、ボルツは信じられないと首を振る。

『迦楼羅国では、竜は恐怖の対象だ。だから術者による強制的な服従が必要とされ、回復不能な竜は、確実に死ぬように処置されて廃棄された。復讐されることを恐れたのだろう。実際術者の不手際で解放された竜が、街を破壊したことが何回もある』

「双方にとって、不幸だな。我が国では、竜にも人間と同じ程度の権利が付与されている。そもそも俺が黒竜なんだ。権利を認めず奴ど隷れい扱いなど、許すはずがないだろう」

　堂々と胸を張る鸞に、ボルツが唇を持ち上げる。笑ったのだろう。

『確かにそうだ』

「さて、挨拶はこれまでにして、まずは親書をもらおうか」

　鸞が伸ばした手に、ボルツは腹帯に着けた物入れから、厳重に梱包された封書を取り出して渡す。

「検討して返事を書き終えるまで、くつろいでいてくれ。ユナたちが歓迎するだろう。昴、あとを頼む」

　そう言って鸞は封書を手に急ぎ足で去っていった。燎を初めとする騎士数名も、あとに従う。

「ボルツ、もう痛みはない？」

　昴も鸞に倣って言葉と思念の両方で声をかけながら歩み寄り、ボルツに触れる。

『ときおり、雨が降ったりすると鈍い痛みがあるが、動くのに差し支えはない』

「それならよかった。君が来ると聞いてから、顔見知りのユナと、そして前に話しただろ、まだ騎士のいないロキを呼んである。のんびりひなたぼっこをしながら話をするといいよ。聞きたいこともいろいろあるだろうし」

『……別にない』

　ぼそっと答えたボルツを、ユナが小突いた。

『何言ってるの。久しぶりなんだからつもる話があるでしょ』

　小突いたといっても巨体だから、どんとそれなりの音がする。竜同士の会話が聞こえない見物人が、びっくりしたようでざわついた。それでも怖がる者はいない。子供を肩に乗せて見せている親たちが、指差して話している。

「ほら、遊んでいるよ、楽しそうだね」

　聞こえた昴は苦笑した。遊んでいるのではないのだが、そう見えるのだとしたら、ボルツに敵意がないからだろう。傷の手当てをしていたときの刺とげ々とげしい、自分を傷つけかねないほどの負の感情。それが消えて穏やかに凪ないでいる。

　ボルツはもう大丈夫だ。あとはこの先の生き方をどうするか、自分で決めたらいい。そのためにも、ユナやロキの話を聞くべきだろう。

　ここは竜たちに任せて、自分も引き揚げようかなと考えたとき、茗が走ってきた。

「どうした、茗。そんなに走ったら転ぶよ」

　急いで手を差し伸べる。茗はぱっと抱きついて、わくわくと弾んだ顔を向けてきた。

「新しい竜が来たって聞いて、見にきたの」

　茗の後ろに、苦笑しながら由が続いている。

「漣様のところから竜が飛来したことを聞いた途端、いきなり走り出したんですよ。どれだけ竜が好きなのか……」

　何度かここに竜見物には連れてきているから、何頭かの竜とは顔馴染みだ。湖の黒竜に惹かれただけあって、茗はどの竜も好きなようで、竜の方も小さな茗を見ると目を細めている。鸞と同じで、竜は巨体ゆえか、小さいものや可愛いものが大好きだ。

「ごきげんよう、ユナも来ていたの？　今日はお仕事はないの？」

　竜の近くまで行って、茗は反っくり返るほど背中や首を伸ばして、ユナに話しかける。当然竜には茗の言葉はわからないから、昴が通訳することになった。

『こんにちはって言ってるよ。お仕事はないのかって』

『ないわよ、茗。今日は待機でゆっくりできるの』

　そのままを茗に伝えると、あとで遊んでねと可愛く頼んでいた。ユナはもちろん承諾する。続いて茗は初めて見るボルツに向き直る。

「初めまして、あたし茗。あなたは？」

　ボルツは物珍しそうに茗を見下ろした。そしてまるで怖がらせようとするかのように、わざと長い首を伸ばして、茗の顔を覗き込む。茗はにこっと笑って手を伸ばした。撫でようとしたのだろうが、逆にそうされたボルツは驚いたようで、すっと首を引っ込める。

　茗は残念そうに伸ばした手を下げた。

「この竜の名前はボルツだよ。鸞のお兄さんの所から書簡を運んできてくれたんだ」

「お手伝いができるなんて、素敵。茗ももっとお手伝いしたいんだけど、できないことが多くて……」

「そんなことない。茗はよくやってくれているよ」

『何を話している。わかるように伝えろ』

　ボルツが不機嫌そうに言う。

『この子、茗というんだけど、ボルツがお手伝いができるのが羨ましいそうだ』

『お手伝い……』

　書簡の配達をそう表現されて、ボルツは複雑そうだ。

　茗はしげしげとボルツを眺めてから、きょとんと首を傾げる。

「怪我してるの？」

　残っていた傷跡に気がついたのだろう。

「もう治ってるよ。重傷でかなり厳しい状況だったけれど、なんとか回復した」

「触ってもいい？　痛くないかな」

「聞いてみようね。ボルツ、茗が傷跡を触ってもいいかって聞いてるけど」

『かまわないが、その子供は竜が怖くないのか』

「茗、怖くないかって、ボルツが聞いてる」

　茗はボルツににこっと笑って見せた。

「怖くないよ？　だって竜はお友達だもん」

　これは通訳しなくても、茗の笑顔で伝わったようだ。身体を低くして茗が触りやすいようにしてくれた。茗がとことこと歩み寄っていく。痛ましそうに怪我の痕を見てから、そうっと労るように撫でた。

「可哀想に。とっても痛かったね。痛いの痛いの飛んでいけ」

　同情を込めて呟いていた茗は、脚や胴に触れたあとで、額にも触れようとした。するといきなりボルツが首を振る。その風圧に、茗が煽られて尻餅をついた。

「きゃっ」

　昴は慌てて駆け寄って茗を助け起こし、ボルツに非難の目を向ける。

『ボルツ、危ないじゃないか』

『すまん。しかし……』

　首を伸ばして茗の様子を窺っているから、わざとじゃないのだろうけど。

　茗はまだ小さいのだから気をつけてくれないと、とぷんぷんしながら叱責しておく。

　ユナがボルツを窺い見た。

『どうしたの？』

『なんだか光るものが見えて悪寒がして』

『はあ？　悪寒？　光るもの？　どこに……』

　ユナがきょろきょろするが、見えないようだ。そもそも茗が触ろうとしたときに急に動いたのだから、見えたとしたら茗の周囲ということになる。

　助け起こした茗はまだ呆然としていて、ぱたぱたと汚れを払ってやりながら確かめたが、特に光るようなものはないようだ。片方の手をもう一方の手で押さえているから、怪我をしたのかと触れかけたら、ぱっと払われた。

「茗？」

「あ、ごめんなさい。なんだかびっくりして……」

　茗が動揺したような顔で見上げてくる。

「きっと茗も、ボルツを驚かせたのね。代わりに謝ってくれる？」

　茗が申し訳なさそうな顔で、ちらりとボルツを見た。

「謝るのはボルツの方だと思うけどね」

　そう言いながらも昴はボルツに、茗の謝罪を伝えた。

『いや、こちらも驚かせたから。怪我はないか』

　ボルツが気遣い、茗ももう一度ごめんなさいとぺこりと頭を下げる。お互い謝り合ったことで事は済んだが、動揺したのか茗はそれ以上ボルツに触ろうとはせず「今日は帰る」と、ユナとも遊ばないで帰るのを、由が気遣いながらついていく。

　茗が去ったあと、ボルツはユナにさんざん小突かれていたが、ロキが間に入り、三頭はまたまったりとひなたぼっこをし始めた。

『それで、どうしていたの？　あれから』

　などと世間話を始めたので、これはもう放置しても大丈夫だろうと今度こそ引き揚げることにする。

　ユナやロキが、この国での竜の位置づけを説明してくれるだろうし、もしボルツの気が向いたら住まいの方も案内するよう頼んである。あとはボルツ次第だ。

　騎士を持たずに生きるならそれもいいし、自分で選んだ騎士を持ちたいというならそうすればいい。ただ問題は、単独でいると人間に狙われることだ。迦楼羅国のように力づくで竜を手に入れる国もあるから、単独での生活は危険と背中合わせになる。

「せめて訴える場所があれば」

　昴が作りたい組織は、そんなときの駆け込み寺として機能するはずなのだが。

　茗のことが心配で部屋に戻ると、ひょいと由が顔を出して手招きした。足音を忍ばせて向かったのはリネン庫だ。王太子宮で使う大量のリネンを収納してある。その片隅に、茗が潜り込んでいた。すーすー寝息を立てている。

「落ち込んだときに潜り込む場所のようです」

　由が小さな声で告げた。昴ははっと胸を突かれた。いつも元気そうにしているが、記憶はない、親も見つからない。今現在の不安と未来への不安。小さな胸をどれだけ痛めていることか。そこへ今は、いきなり竜に突き飛ばされた衝撃もある。

　これまでも茗はきっと、こうして一人で耐えていたのだろう。

「そっとしておいてやろう。茗はこんなところ見られたくないだろうから」

「そうですね」

　由と二人頷き合って、そっと身を引く。

　居間でお茶を飲んでいると、しばらくしてから茗がやってきた。

　頰はピンク色、生き生きした表情だ。さっき落ち込んで寝ていたことを思い出すと、不憫でならない。でもそれを顔に出してはかえって茗が可哀想だ。だから、笑顔で迎えた。

「茗もお茶を飲む？」

「あ、だったら茗が淹れる」

　厨房に新しいお湯をもらいに行ってくると、ぱたぱたと走っていってしまう。

「由、君の仕事が取られそうだ」

「元気な茗を見られるなら、別にいいですよ。さっきのあれは、本当に胸が痛い」

　由は笑って、お茶を淹れたポットを茗一人で持ってくるのは無理だろうからと、部屋を出ていった。

　人の目がなくなったところで、昴はふうっとため息を漏らし、背もたれに身体を預ける。最近本当に身体が疲れやすいというか、疲れが取れない。朝も以前はすっきり目覚めていたのに、最近は起き上がるのに時間がかかる。

　鸞と夜を過ごしていないせいで、彼にはまだそのことはばれていない。ばれる前になんとかしたいと焦っているところだ。

　しかし日課にしていた散歩も息切れが酷くなるばかりで、最近では休みがちだ。いったいどうしたら元に戻るのか。

「滋養強壮剤が欲しいなあ」

　こちらでの滋養強壮剤は、とにかく苦くてまずい。そして昴にはあまり効かないようなのだ。いや、体調が悪いとは言ってないから、淹れてもらっているのは、日々の疲れを取る程度の優しい効き目の薬湯だ。効かなくても仕方がないのだろう。

　体重も少し落ちた気がする。心配かけまいと踏ん張ってはいるが、そろそろ医師の診察を受けた方がいいのかもしれない。

　茗の戻ってくる小さな足音が聞こえると、またしゃんと背筋を伸ばした。今日はこれから神殿の方にも顔を出さなければならない。ガンバレ自分、と気合いを入れた。

　鸞が戻ってから書簡のことを話してくれた。漣からの報告では今のところ大きな変化はなく、迦楼羅国も約定を守っていて、竜に対する虐待は聞いていないとのこと。

「このまま守っていってほしいものだ」

　鸞の思いは、昴の思いでもある。ボルツは返事となる親書を受け取って、辺境をめざし飛び立っていった。

　こちらにいる間に、郊外にある竜の巣を見学に行ったり、ロキと連れだって、彼の騎士候補を見に行ったりしていたらしい。ユナのおしゃべりには辟へき易えきしたと苦笑していた。そして龍蘭国の竜は幸せだとも。

　飛び立つボルツを見送りに出た昴に、彼は気になることを言い残す。

『最近、迦楼羅国から来た者を身近に使っていないか』

『どういう意味？　周囲にいるのは皆長く働いてくれている人たちばかりだよ』

『……茗は？』

　躊躇して言おうかどうか迷って、それでも気になるから口にしたような感じだ。それでも昴は「茗」と聞いただけでむっとした。茗は六歳の子供なのだ。疑うにもほどがある。

『茗は迦楼羅国から来たんじゃないよ』

　だから幾分強く返した。ボルツは何か言いかけようとしてやめ、結局ただ一言『そうか』と頷く。素直に引き下がられると、かえって気になるものだ。翼を広げたボルツを慌てて引き止める。

『ちょっと待って。言い捨てたままで行くなよ。何か疑っているならちゃんと話して』

　詰め寄ると、ボルツは口ごもりながらもしぶしぶ口を開く。

『気配を感じたのだ。迦楼羅国の空気みたいなものを』

『……なんだ、それ。茗に迦楼羅国の気配があったってこと？』

『いや、……あの少女と特定したわけじゃない』

　意味深な言い方だ。特定したわけじゃないと言いながら、暗に茗を示している。

『とにかく、気をつけろ。迦楼羅国が多数のスパイを放っているのは、間違いないことだからな』

　昴は深く息を吸った。何もしていない茗を疑われて、腹立たしい気持ちを抑えつける。ボルツはただ、こちらを心配してくれただけなのだから。

『ありがとう、気をつける。漣殿下によろしく伝えて』

　そう言って、飛び立つボルツを見送った。しかし怒りは収まらず、憤然と部屋に戻った昴に由が苦笑する。

「どうされたんですか？」

「うん、ボルツがね、茗に気をつけろなんて言い残したから腹が立って」

「確か茗を転ばせた竜でしたね」

「そう、何が気に入らないのかわからないけど、本当に……」

　言いかけた昴を由がしっと制した。昴は慌てて口を噤む。通路の向こうから茗がやってくる。いつもの薬湯をトレイに載せてそろそろと歩いていた。零すまいと一生懸命だ。

　あの少女が何かするはずがないじゃないかとまた腹立ちに襲われるが、茗には努めて穏やかな笑みを向けた。

「女官長様からです」

　そうっと昴に差し出して無事に受け取ってもらったあと、茗はほっとしたように笑顔になる。

「ありがとう」

　受け取って口をつけるが、あまりの苦さにうっと顔を顰めた。

「何これ、いつもより苦いんじゃない？」

　すると茗が天使のような笑みを浮かべていった。

「苦い方が効くと思ったから、もっと苦くしてくださいとお願いしたの。だってずっと身体が辛そうなんだもの。早く元気になってほしくて」

　昴は息を呑んだ。体調不良に気付かれていたなんて！

　薬湯を苦くと頼んでくれた茗の優しさが、じーんと胸に染みる。由が驚いたように昴を見た。

「本当ですか？　うわっ、どうしよう。気がつかなかったなんて、申し訳ありません」

　昴の狼ろう狽ばいで本当だとわかったようで、由は深々と項垂れてしまう。

「や、その……。頑張る、苦くても頑張って飲むから。茗、ずっとこれでいいからね。由、頼むからそんなに落ち込まないで」

　焦って宥めて、二人を落ち着かせてほっとため息をついた。

　やばい、これは鸞にも報告がいくと思ったら、その前に琳に苦言を呈され、医師も呼ばれてしまった。どこが悪いというのではなく、全体に衰弱していると診断される。最悪だ。

　動けるというのにベッドに入れられてしまい、嘆息する。

　知らせを受けて急いで戻ってきた鸞が、ベッドの昴を見て立ち尽くした。何を言われるかと、昴も怖々と鸞を見上げる。

「……なんで黙っていた」

　鸞が苦しそうに言って、両脇に腕をつき覗き込んできた。

「いや、これ、大げさだから。寝込むようなことじゃないんだって。今からでも起きて……」

　半身を起こそうとすると、肩を押さえられて止められる。

「気がつかなかったなんてつがい失格だな。……確かに顔色が悪いし、クマもできている」

　優しく顔を撫でられたあと、包み込まれた。鸞の手の温もりが伝わってくる。ちゅっと唇を重ねられ、昴はぼそぼそと言い訳を呟いた。

「鸞は今ものすごく忙しいから、僕のことで心配かけたくなかったんだ」

「忙しくても、つがいのことを思いやれないでどうする。そこまで無能ではないつもりだぞ。昴ならどうだ。俺のことを心配しないか？」

「……する」

「そういうことだ」

　ベッドに腰を下ろした鸞に抱き締められた。

「ここにいたら静養できないだろう。神竜湖に行くことにしよう。あそこはいい静養先だ」

「ええ～～、嫌だよ。ねえ、本当に大げさなんだよ。無理はしないからさ」

　そのときの昴は本当にそう思っていた。疲れやすいだけで普通に動けるし、食欲もある。ここにいると言い張って、鸞も折れた。滋養のある食べ物を食べて、仕事も制限してといろいろ条件はつけられたが、今まで通りということになった。

　夜、茗は別室で寝ることになり、大丈夫なのかと心配したが、どうやら昴でなくても誰かがいれば大丈夫になっていたようだ。琳やほかの女官たちが、代わる代わる添い寝をしてくれて、茗はちゃんと眠れていると報告があった。また一歩、茗は回復に向かったわけだ。

　久しぶりに鸞に寄り添って寝る生活が戻ってくる。

「ようやくおまえを取り戻した気分だ。仕方ないとわかっていても、寂しかった」

　昴を抱き締めて、鸞がしみじみと言う。

「ごめん。でも僕も、ここが一番落ち着く」

　鸞の逞しい胸、しっかりした腕の中は、安心感がある。茗のときは自分が守ってあげなくちゃという気持ちだったが、鸞と一緒だと守られている気分だ。嬉しくてぐりぐりと頭を押しつけていると、鸞に頭を抱えられ、唇が合わさった。

「んっ」

　甘い陶酔に導かれながら、鸞の胸を撫で回す。夜着に包まれていても、滑らかな肌の感じは伝わってきた。乳首の辺りに爪を立てて遊んでいると、鸞に両手首を掴まれた。

「挑発するな。我慢できなくなる」

　腰を押しつけられるとわかる。鸞のそこは熱く昂っていた。

「手でしようか？」

　辛いだろうと思って手を伸ばそうとしたのに、鸞に止められる。

「いや、いい。俺をイかせるためにおまえが無理をするのは嫌だ」

「無理じゃないよ。僕だってこんななのに」

　勃ちかけていた自身を押しつけたが、鸞は緩やかに首を振る。

「今のおまえのそれは、刺激してもたぶんイけない」

　指摘されると確かに自分でも自信はない。口を噤んで、おとなしく寝心地のよい姿勢を探すことにした。だが、鸞のアレを思うと、自然に身体は熱くなる。肝心の部分が役立たずなのは、ちょっと自分でもショックだ。体調、そんなに悪かったのかと改めて思う。

「元気になれば、俺も我慢しなくて済む。養生して早くよくなってくれ」

「わかったよ」

　鸞の腕に包まれて目を閉じる。腰に触れる彼の熱さを意識しながらでは眠れないと思っていたのに、気がついたら朝になっていた。鸞が苦笑しながらこちらを見ている。

「明るいところで改めて見ると、おまえ本当に窶やつれているぞ」

　いきなり言われて、むっと唇を尖らせる。

「そうかなあ。自分ではそんなに思わないんだけど」

　実際は身体がだるいのを隠し、元気よく半身を起こした。

「うん、爽快だ。鸞に抱かれて寝たからすっきりしてる」

　そのあとも鸞の前ではきびきびと動いた。朝食も、たっぷりと腹に収める。もともと食欲はあるのだ。だから、今の不調が自分でも納得できないでいる。

　王太子宮からは出るなと言われているので、神殿長の仕事は、代理を任せている弁にこちらに持ってきてもらうことにした。

　弁は、書類一式を抱えてやってきた。ソファに座って彼を迎えた昴を心配そうに見る。

「お加減が悪いと聞きましたが」

「大げさなんだよ。大丈夫なのに心配されてこんなことに……」

　やってられないと肩を竦めたが、じいっと顔を覗き込んだあとで弁が首を振った。

「ご自分では自覚されていないのでしょうが、げっそりして見えますよ」

「え？　ほんと？」

「はい。うっすら陰ができた分、艶は増していますけれどね。これでは鸞様はきついでしょう」

「は？　なんで鸞がきつい……」

　言いかけて弁が言いたいことがわかった。つまり鸞が我慢しているということだ。昨夜の昂っていた彼自身を思い出すと、否定もできなくて、うっすら頰を染めてそっぽを向いた。

「養生第一です。なので持参はしましたが、これらはわたしの方で処理しておきましょう」

　神竜湖に行くときから、弁には神殿長代理の権限を与えている。なのでそうしても問題はない。でも昴としては、体調が悪いからと何もかも取り上げられるのは納得がいかない。できることはさせてほしいのだ。

「待って。やるから。ほとんど署名だけで終わる仕事でしょ。それくらいやらないと、自分が役立たずに感じてしまうからさ」

「……元気になってからおやりになっては？」

「僕を除けものにしないでよ」

　思わず言っていた。まるで縋るように。

　昴だって自分の体調不良は感じているのだ。原因がわからないから、本当は不安もある。だからこそ、日常生活を失いたくない。病気だからと何もしないで過ごしたら、自分の存在価値も失われてしまう気がする。

　弁がはっとしたように昴を見て、そして書類をテーブルの上に広げてくれた。

「きちんと読んでからサインしてくださいね。わからないところは遠慮なく聞いてくださっていいですから」

　それからしばらく、書類にサインする静かな音が聞こえていた。由は物音を立てないように歩き回ってお茶の用意をして下がっていく。茗は仕事だからとこの部屋から遠ざけられているようだ。

　小一時間も経つと、書類仕事は一段落した。雑談に紛れて、神殿内の話を聞く。昴が就任直後にそれまでの因習を一新し、いろいろ改革も推進したせいか、今は問題になりそうなことはないらしい。

「最近のトピックスとしては、謁見が中断されたままなので、いつ再開されるのかと問い合わせが多く来たと皆で喜んでいます。人気のある神殿長を戴いただいて、神殿内はほくほくですよ」

　ロキに乗って登場する謁見は大評判で、あれからも不定期に開いていた。定期的にすればいいんじゃないかと言ったら、ありがたみが失せると反対されたのだ。

　ありがたみってなんだよと思ったが、考えてみれば昴が顔を見せるだけの謁見なので、信者たちからすればイベント的な位置づけなのだろう。

「再開はいつでもいいよ」

　集まった民衆に手を振る程度のこと、出し惜しみする気はない。しかしそう言った昴に弁は首を振る。

「駄目です。今のあなたでは負担が大きすぎます。ちゃんと治ってからにしましょう。催促するために話したのではないのですよ。ただの世間話です」

　サインの済んだ書類を揃えて立ち上がった弁が、労りを込めて覗き込んできた。

「あなたは、ご自分が替えの利かない存在なのだという自覚が足りません。あなたに万一のことがあったら鸞様がどうなるか、よく考えてください」

　鸞の家庭教師も務めた弁の言葉は、重かった。昴の胸の奥深くに響く。つがいをなくした黒竜がどうなるか知っているのに、やばいだろ、自分。本当に早く治さなくては。

　だが、医師の忠告も素直に聞き、好き嫌いをせずに滋養のある食事をし、できるだけ身体も休めているのに、昴の体調はいっこうによくならない。それどころか、徐々に衰弱が目立っていく。

　ある日、王太子宮の庭をそぞろ歩いているとき、いきなりぶっ倒れた。大騒ぎになり、駆けつけた鸞によってその場から神竜湖へ連れていかれる。遅れて燎が由や茗をユナに乗せてやってきた。身の回りの品もしっかり積んでいる。ほかの竜が医師も運んできた。

　黒竜になって昴を乗せてきた鸞は、昴をベッドに寝かしつけ、目覚めても起き上がらないように見張っている。医師が診察し、やはり原因はわからないと告げた。

「どこも特別に悪いところはないのです。ただ全身が衰弱している。一度王宮へ戻って、こういう症例がないか当たってまいります。戻ってくるまでの間、ちょうどこの地にわたしの弟子がいますので、診察するように指示しておきます。薬湯の処方も残しておきますので」

　医師は慌ただしく竜の背に乗って帰っていく。代わりに弟子だという医師がやってきて、別室で待機した。

　離宮で、つい先日昴らの世話をした使用人たちが、痛ましそうな顔で見守る。

　昴が目を開ける。

「僕、倒れたのか」

「無理をするなとあれだけ言っておいたのに」

「してないよ。ずっといい子でおとなしくしてた。でも、よくならないんだ。鸞、僕の身体、どうなってしまったんだろう」

　倒れたことが自分でもショックで、話しながらつい涙声になってしまった。気も弱くなっていたのだろう。

「……昴」

　鸞が腕を回して抱き締めてきた。

「大丈夫だ。俺がなんとかする。この国の医療が駄目なら、おまえの国に行けばいいことだ。連れていってやるから、だからしっかりしろ」

「向こうの医療なら、治る？　駄目な病気もいっぱいあるんだよ」

「馬鹿なことを言うな。おまえは俺の最愛のつがいだ。俺の傍らで笑って生きるのが、おまえの役目だろう」

「鸞……」

「さあ、少しでも寝ておけ。おまえの世界で長期滞在できるよう、急いで仕事を調整するから」

　鸞が額にキスをして寝かそうとするから、慌ててしがみつく。

「鸞も一緒にいてくれるんだ」

「当たり前だろう」

　ぽんぽんと背中を軽く叩かれて、そっと寝かされた。

「しばらくここを離れるが、待ってろ。すぐに準備してくる」

「鸞、ありがと」

　鸞が急ぎ足で出て行くのを見送ってから、昴は目を閉じた。幾らああ言ってくれても、国内の事情が鸞がこの地を離れるのを許さないだろう。自力でこの不調を治さなければならない。

　でも本当になぜ、こんなにも体調が悪いのか。起きるのが辛い、動くのが辛い。

　身体がしんどいから、何かをしようとする気力が湧かない。

　目を閉じたら悪夢を見た。熱が高いときによく見る、泥沼に足を取られて逃げられないとか、高いところから落ちるとか、何かに押し潰されるとか、大岩が追いかけてくるとか。

　寸前のところではっと目覚めた。側に茗が座っている。じっとこちらを見ていた。見ているのだが、何か変。そうだ、見ているはずの瞳に、昴が映っていない。透き通るように美しい菫色の瞳は、ただただ空虚だった。

「……茗」

　小さな声でそっと呼んでみる。ぶるっと茗が震えた。そしてきょろきょろと視線を動かしたあとで、はっと昴に顔を向けた。目を開けている昴を見て、表情を輝かせる。

「よかった。起きたのね。お医者さん、呼んでくる」

　止める間もなく走って行ってしまった。

　茗の後ろ姿を眺めながら、さっきのはなんだったんだろうと首を傾げる。茗が、まるで感情のない人形のように見えた。昴が声をかけた途端に息を吹き返した、お人形。

　そんな馬鹿なと思いつつ、咄嗟の印象は心に刻まれた。

　別室にいた医師が診察してくれたが、変わりはないということだった。

「とにかく安静に」

　そう言ってまた別室で待機する。

　診察のあと、昴はしばらくじっとしていた。何も考えられなくて、どうしようという気も起きなくて。

「昴様、大丈夫ですか？」

　由に心配そうに声をかけられて、我に返る。茗もすぐ側にいて、切なそうな顔で見ていた。

「あんまり大丈夫じゃないかも。でも落ち込んでもいられないからね。起きるから、手を貸して」

「え？　安静にしていた方が」

「散歩くらいはまだできるから。外に出たい。湖を見たいんだ」

「はい」

　由が差し伸べた手に支えられ起き上がった昴は、脚を下ろして膝に力が入らないことに愕がく然ぜんとする。なんとか立ってしばらくそのままで足を慣らし、ようやく一歩を踏み出した。歩き出せば、ちゃんと歩けるのでほっとする。しかし、咄嗟の踏ん張りは利かないようだ。

　由と茗に付き添われて、離宮を出た。ゆっくりと湖に下りる。静かに凪いだ湖面には周囲の美しい景色が映り込んでいた。緑鮮やかな木々と白い雲がぽっかり浮いた青い空が煌きらめいて、相変わらず綺麗な湖だ。

　鏡面のようなそこに、昴と由と茗も映っていた。支えているつもりの茗の手は、しっかりと昴の手を握っている。小さな手から、一生懸命な茗の気持ちが伝わってきた。さっきの空虚なまなざしは、きっと自分の勘違いだ。

　そろそろと歩いているときだ。風もないのにいきなり湖面にさざ波が立つ。鏡面に映っていた景色が、揺らいで消えた。

　由がその光景を眺めながら言う。

「そういえば、離宮の誰かが話していたのですが、この湖は美しい鏡面が有名だったのに、最近はなぜかよくさざ波が立っているとのこと。これまでなかった現象なので、初代の黒竜様が湖底で身動ぎしておられるのではないかと、もっぱらの噂だそうです。お目覚めになるのかもしれませんね」

「黒竜が、目覚める……？」

　訝しげに呟いた昴とは裏腹に、茗はうっとりと湖を見つめながら、指を絡ませて乙女のポーズを取った。

「黒竜様がお目覚めになったら、茗、嬉しい。どんなに素敵な方かしら」

　はあっとため息までつくので、由がくすりと笑う。

「茗、相手は黒竜様だよ。黒い竜に決まっているじゃないか。神様と崇められるほど立派で大きい黒竜様だろうけどね」

　由の言葉で、鸞とどちらが大きいだろうかと、ちらっと考えた昴を誰も責められないだろう。

「あら、でも黒竜様は人のお姿になれるんでしょう？　神殿にあった絵姿は、とっても素敵な方だったもの」

「ああ、あの、お姫様と寄り添っている絵。そういえば、絵のお姫様はプラチナブロンドの髪と菫色の瞳をしておられましたね。茗と同じだ」

「うん。絵姿を見たとき、茗も同じだと思ったの。茗、あんなに綺麗じゃないけど、嬉しかった。いつかあんな素敵な人が現れて、茗を攫ってくれたらいいなあ」

　昴は羨ましそうに言う茗の頭を優しく撫でた。そんな夢でもないと、茗も辛いのかもしれない。リネン室で縮こまる姿を見てからは、特にそう感じるようになった。

　茗が髪につけていた青いリボンを解き、ふわっと湖に投げた。
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「茗？」

「黒竜さんは青い色が好きだから、前にもあげたけどこのリボンもあげようと思って」

　はにかみながら告げた茗の肩を、昴はそっと抱き寄せる。いたいけなこの少女の幸せを、心から祈った。

　三人が引き揚げたあとの湖の異変。湖面に細かな波が立っていつまでも揺らぎ続け、見学に訪れた近隣の誰彼がそれを不審そうに見ていたとは知るよしもない。










　鸞の兄、漣が見舞いにやってきたのは翌日のことだ。ボルツも一緒だった。

　自分は罪人だからと、頑なに流刑地を離れようとしなかった兄王子の来訪に、昴は驚きつつも歓迎する。

　一度応接間に招き入れて、天気がよいので庭に出ようということになった。そこならボルツと漣の竜ソウが一緒にいられる。

　由が急いで庭にお茶の支度をする。ボルツとソウが庭に腰を据えたのを見て、由が昴にこそこそっと聞いてきた。

「竜たちには何を出したらいいですか。まさか羊をまるごとというわけにはいきませんし」

　漣がくすりと笑う。聞こえたのだろう。気さくな笑みを由に向けて言った。

「人間と同じもので大丈夫だよ」

　由がかあっと頰に血の色を上らせてぺこぺこと頭を下げ、ぴゅっと奥へ戻っていく。

　間もなく大きな皿にハムや鳥肉、果物などを抱えて持ってきた。背後に離宮の使用人が従っている。こちらは水とワインの入った大きな器を、よろよろと運んでいた。

　由は、ソウとボルツの前にそれらを並べて、きちんと一礼する。

「ゆっくりおくつろぎください」

　ボルツがじっとその動きを見ていて何か言いたそうに首を擡げたが、ソウの『わぁお、いただきまーす』という嬉しそうな声に苦笑するような感じで、元の姿勢に戻った。

「どうぞ召し上がれ」

　由の言葉は当然竜たちにはわからないが、仕草で十分伝わっている。ソウが器用に前肢を使ってハムの塊を食べ、『おいしい。ボルツも食べろよ』と促すと、ボルツも鳥肉を爪に引っかけて口に持っていった。

　龍蘭国ではどこに行っても竜は歓迎されるのだと、ようやくボルツもわかってきたようだ。

「倒れたと聞いて、心配したよ」

　お茶を飲みながら漣が話しかけてくる。相変わらず麗しい面に憂いの色を浮かべて、覗き込まれた。鸞を愛しているが、それでもこの貴公子らしい典雅な美貌には、つい見惚れずにはいられない。鸞がいたら、浮気かと責められたところだ。

「確かに窶れているね。原因はなんだった？　まさか鸞が原因？　だったら兄として諫いさめてあげるよ」

　最後の辺りはからかっているように聞こえる。この美貌で、漣は意外にお茶目なのだ。昴は、もうっというように漣を睨んでから、静かに首を振る。

「それが、わからないんです。少し前からなんか身体がだるいなとは思っていたんですが、運動不足だと思っていました。もともと身体は丈夫で、向こうにいたときは風邪を引くこともあまりなかったので」

「鸞が君の世界に連れていくと言っているそうだけど？」

「ええ。そう言ってくれました。でも、僕は行くつもりはないです。鸞は今、ここで必要とされているから。どうしても行くなら僕だけで……」

　漣が柔らかな笑みを浮かべる。

「君ならそう言うかなと思っていたよ。でも鸞は絶対に承知しないだろうけど」

「そうなんですよね。どうしたらいいでしょう」

　漣が眉を上げた。

「行かなければいい」

「や、それはそうかもですが」

「行かないで済むように私がしてあげよう」

「は？　それはどういう……」

　戸惑って瞬きを繰り返していると、異界から黒竜になった鸞が飛び出してきた。ソウとボルツの向こう側に地響きを立てながら着地すると、すぐに人の身体になって走ってくる。その勢いで昴を抱き締めて自分の方に引き寄せた。

「なんのつもりだ！」

　怒鳴って漣を威い嚇かくしながら、少しでも引き離そうと後ろに下がる。昴は椅子ごとずるずると引きずられた。

「鸞、どうしたんだ」

　慌てて後ろを振り向いて尋ねるが、鸞は漣を睨みつけるだけだ。

「こちらに着く頃を見計らって、『昴はもらった』と文が届くようにしたんだよ。案の定、鸞は何もかも放り捨ててやってきた」

　そこで言葉を切り、漣が昴に微笑みかける。

「よかったね、愛されているよ」

「漣殿下！　悪ふざけもたいがいにしてください！　そんなほら話で鸞を振り回して楽しいですか！」

　漣は昴の詰問にお茶を飲む動作を止め、指を絡ませその上に顎を乗せた。

「楽しいね。……でも鸞を呼んだのはちゃんと理由があるんだよ。謎解きをするには役者が揃わないとね。鸞、椅子に座りなさい。説明するから」

　そう言って漣は鸞に椅子を示す。鸞は漣を睨んだまま椅子を引き寄せて座った。漣が少しでも不穏な動きをしたらすぐに阻止できるよう、警戒を緩めない。

「さて、まず君に聞くけど、昴、身体の調子はどう？　すっきりしていない？」

「あ、そういえば……」

　ずっと身体に淀よどんでいた倦けん怠たい感が、薄らいでいた。まだしんどさはあるが、だいぶましだ。

「どうしてでしょう？」

　素直に漣に聞くと、漣は会心の綺麗な微笑みを浮かべた。鸞が昴の腕を抓る。

「痛っ」

「油断するな、見惚れるな」

　鸞が警戒心も露わに言う。わかるけど、油断するなはともかく、見惚れるなってナニ。

　思わず遠い目をしてしまう。

「それはね、さっきのお茶にこれを淹れて飲ませたからなんだよ」

　漣はテーブルの上に小さな包みを置いた。粉が入っているようだ。鸞が鋭い目で由を睨む。得体の知れないものを飲ませてと咎めているのだ。しかし次の漣の言葉に驚きょう愕がくする。

「毒消しだ」

　昴ははっと漣を見つめ、背後の鸞も兄に視線を戻したのを感じた。

「毒消しだと……」

　鸞の唸り声は、獰どう猛もうな獣のそれを彷ほう彿ふつとさせる。昴以外の者は、凄まじい殺気に背筋を震わせたことだろう。

「そう。君は毒を盛られていたんだよ。それも遅効性の毒」

「迦楼羅国か！」

　怒鳴った鸞が首を回してボルツを見た。昴もはっと思い当たる。

　国境地帯に捨てられるとき、ボルツはゆっくり、しかし確実に効くという毒を与えられていた。迦楼羅国にだけ生える毒草から作られ、人間にも効く恐ろしい毒。

「気がついたのはボルツだったよ。ボルツはかつてその毒で殺されかけた。だからどんな症状が出るかわかっているんだ。そしてこちらに来たとき、危うくまた毒を使われるところだったと、私に話してくれた」

「そんな……」

　漣が、緊張して立っていた由に微笑みかける。

「彼は、私が目の前でこの粉を嘗めるまで、飲み物にこれを入れるのを承知しなかったよ。忠誠心を疑ったりしないで、あとで誉めてあげてほしい」

「それは、はい」

　強張った顔で黙ったままの由にちらりと視線をやってから昴が承知すると、漣は優雅に頷いた。

「それで、誰が……」

　喉が渇いて仕方がない。なぜか、聞きたくないと思ってしまった。とても嫌なことを言われそうで、できれば耳を塞ぎたい。しかし漣は容赦なく暴いた。

「茗っていうんだろ、君が保護した女の子」

「茗が、まさか……」

　昴は目を見開いたまま身体を震わせる。信じられない。一番聞きたくなかった名前、そして話の流れで出て来そうだった名前だ。

　そういえば、茗はどうしてここにいないのだろう。竜がくれば喜んで見に来る子供だったのに。

「由、茗を探して連れてきてくれ」

　鸞が由に命じる。はいと頷いて由が建物の中に走っていった。

「ボルツがいるから警戒したんだと思うよ。額の傷口に毒を注入しようとしたらしい。避けたから無事だったようだけど」

　思い出した。茗が撫でようとしたときボルツがいきなり動いて、茗が転んだのだ。確かにボルツは『気をつけろ』と言い残していった。

　漣によれば、そのときはボルツも確信がなかったらしい。しかしその後、昴が体調を崩したと聞き、症状が自分が注入された遅効性の毒によく似ていると気がついた。

　嫌な予感がしてソウに相談すると、ソウはすぐ漣に話し、その結果、漣は直ただちに毒消しを手に入れてここまでやってきてくれたというわけだ。

「違っていたら、それはそれでいいと思ってね。でももしそうなら、早いほうがいいだろ」

　そう言って漣は微笑んだ。自らに科した、流刑地を出ないという禁を破って来てくれた。その気持ちが嬉しい。

「それとこの毒は、毒消しだけでは消えないから。本当はまず術者に毒を消せるだけ消してもらい、その残りを毒消しで根治していくのが正しいやり方なんだよ。今は確かめる意味もあって毒消しを先に使ったけど」

　漣が話しているときに、由が走って戻ってきた。

「茗がどこにもいません。家令に聞くと、湖の方に行ったようだと」

　皆が一斉に立ち上がる。鸞が真っ先に走り出し漣が続く。昴も遅れてあとを追った。すっきりはしたけど、完治はしていないのでよろけてしまう昴を、由が支えてくれる。

　湖を見て、昴は息を呑んだ。そこはいつもの景色とは一変していた。穏やかな鏡面が美しい湖だったのに、絶え間なくさざ波が立ち岸辺に打ちつけている。ときにはあっと驚くほどの荒れた波にもなる。

　そしてその岸辺に、茗が立ち尽くしていた。足首まで波に浸かって。

「茗、こちらに来るんだ」

　脅さないようにと、鸞が抑えた声で呼ぶ。

「行けない、茗、そちらには行けないの」

「どうして、一歩か二歩、歩くだけだ。さあ茗」

　鸞が手を差し伸べても、茗はいやいやと首を振った。苛ついた鸞が声を荒げる。

「茗！　来るんだ！」

「鸞、相手は子供だよ」

　咄嗟に漣が鸞の肩を押さえたが、茗はびくっと震えたあと、涙をいっぱい溜めた瞳でこちらを見ながら後あと退ずさった。波がざざんと寄せてきて、スカートの裾をぐっしょり濡らす。

「茗、僕のところにおいで。さあ」

　見かねた昴がバシャバシャと水を蹴散らしながら、茗の元へ向かう。茗が昴に手を伸ばし、もう少しで届くと思ったとき、急に鸞に腕を引かれた。

「鸞、放して」

　と言ったが、実はそれで昴は命拾いしたのだ。鸞に示されて見ると、茗の小さな指の爪が異様に伸びて、先端がきらりと光っている。なんだ？　と目を凝らしたら、それが銀の針だとわかった。爪の間から飛び出す仕掛けになっているようだ。

　昴は以前茗が飛びついてきたとき、首筋にちくりとした痛みがあったのを思い出す。そしてそのあとで琳が、虫刺されでしょうかと血を拭ってくれた。あのとき毒を入れたのだろうか。

　あと少しで届きそうだったのを妨げられた茗が、低い男の声で唸る。

『邪魔をするな。もう少しだったのに。くそっ。おまえを殺せば黒竜を役立たずにできるのだ。そうすれば、迦楼羅国につけられた軛くびきが外れる』

　それまでの愛らしい顔がぐにゃりと歪み、昴を睨みつけた。

　迦楼羅国！　やはりあの国がこれを仕組んだのか。可愛い茗を利用して！

　あまりのことに膝が震え立っていられなくなり、昴は鸞に寄りかかった。ぞっとするような恨みがましい声が、呪じゅ詛そを吐き散らしている。

『子供のときに見つけて攫ったのに、別のつがいが現れたおかげで責められ、酷い目に遭った。だが今度は失敗しないぞ。黒竜を狂わせて、龍蘭国を潰して、そして迦楼羅国王が覇者となるのだ』

　茗の小さな唇から、野太い声で紡がれる台詞。信じたくなくて、でも信じるしかなくて。

「茗……」

　昴が呟いたとき、ふいに茗の顔が元の愛らしさを取り戻す。

「いやあ、出て行って！　こんなの、茗じゃない、茗じゃないの」

　茗の少し舌っ足らずの声が叫んだ。何かを追い出そうとするのか、身体を叩いたり搔き毟むしったりしている。袖が破け、肩が覗く。竜の痣がちらりと見えた。

「茗、やめろ」

　引っ搔き傷から血が滲み、やめさせようと駆け寄って手を伸ばしたら、鸞に叩き落とされた。

「駄目だ！　油断するんじゃない」

　鸞が怒鳴る。見ると茗の爪から再び針が覗いていた。ぞっとして後退る。

　次の瞬間、また茗の顔が歪んだ。男の声が聞こえてくる。見ていられなくて、昴は鸞の肩に顔を押しつけた。

「茗の中からあの存在を追い出す。おそらく術者の意識が入っているのだろう。離れていろ」

　昴は言われるまま鸞の背後に移動した。茗のために何かしてやりたくても、今の昴は無力だ。

「茗……」

　漣が静かに隣に立つ。

「鸞なら、うまくやってくれるよ。信じるんだ。あの存在を排除できれば、きっと普通の少女に戻る。……プラチナブロンドの純真な子供に」

「素直で健気で可愛い子なんです。決して茗の意思ではないと思います。なんとか無事に」

　昴は祈るように手を握り合わせた。

　目の前では鸞が、黒竜の力を身体に漲みなぎらせていた。凄まじい気だ。普段はあれでも抑えていたのだとわかる。身体の中から青白い炎が噴き出していた。それを両手に集め、一気に茗に向かって振り下ろす。

　どおーんと音を立てて衝撃波が走った。しかし咄嗟に茗が避けたために僅かに外れる。それでもかなりの打撃にはなったようだ。

『ぎゃー！』

　茗の声とは思えない野太い悲鳴を上げて、茗が後ろに倒れていく。ばちゃんと激しい水音がして、茗が水の中に沈んだ。

「茗！」

　叫んで駆け寄ると、水の中に沈む茗に手を伸ばす。危ない、危険だという声が聞こえたが、自分のことなど考える余裕はなかった。茗が溺れる、とただそれだけしか頭にはない。

　水の中の茗が伸ばした手を掴んだ。水中でにやりと笑った茗は、昴の手を基点にしてざばっと起き上がってくる。茗じゃないと振り払い距離は取ったが、それでも完全には離れられない。鸞が衝撃を与えたから、中に潜んだものは弱っているはずなのだが。

「茗、頑張って自分を取り戻すんだ。茗！」

　警戒しながら、何度も呼びかける。

「昴！　下がれ！」

　背後で鸞が叫んでいるが、周囲に結界めいたものを張られたようですぐには入ってこれないでいる。見えない柵を壊そうと、鸞が力をぶつけていた。みしみしと結界に亀裂が走る。

『甘いな、おまえは』

　茗の中の化け物がにたにたと笑い、爪から針を突き出して昴を刺そうとする。手首を掴んで押し退けるが、茗はもう一方の手を素早く伸ばして昴の手を逆に握り、子供の力とは思えない怪力でじりじりと迫ってきた。

「いやあっ」

　刺されると思った瞬間、茗が悲鳴を上げ針を引っ込める。

『ええい、邪魔だ。引っ込んでいろ』

　茗を操るものは再び針を出し、昴を狙う。

「いやっ、やめて」

　必死に茗が叫び、針が引っ込んだ。昴も掴まれた相手の手をなんとか振り払おうとするのだが、相手が馬鹿力で払えない。攻防を繰り返していると、周囲の結界が鸞によって崩壊寸前になった。それを見た茗の中の男は舌打ちする。

『くそっ、抵抗ばかりして、役に立たない身体だ。だったら諸共に吹き飛ばしてくれる』

「いやあ、しないでっ、やめて！」

『邪魔だっ、退け！』

　男の声がしたかと思うと、茗の身体からくたっと力が抜け、昴を握っていた指が外れた。急いで引き戻した手首には、くっきりと指の痕が残っている。でもとにかく自由にはなった。

　とほっとしたのは一瞬、男の意識が茗の身体を完全に支配し、じりじりと迫ってきた。

『長年眠らせた身体を起こすときに、毒針だけでなく役立ちそうな仕掛けをいろいろ施したんだ。今からそれを使って、おまえごと木こっ端ぱ微み塵じんだ』

　そう言うなり、茗の小さな身体が飛びついてきた。中身はともかく見た目は茗なのだ。反射的に受け止めてしまう。

『本当に甘い』

　男は嘲あざけって、昴の身体に小さな腕を回し、離れられないようにしがみついてきた。

『死ねっ』

　男の気配が遠ざかるのを感じる。取り憑ついていた意識を本体に戻し、茗と昴を葬ほうむり去ろうというのだろう。こんな大がかりな魔術を使える術者が、迦楼羅国にいたのか。

　悔しさで歯噛みしながら、茗を見下ろした。その顔は、いつもの可愛い茗ではなく、にやにやといやらしげな笑いを浮かべている。まだ男がいるのだ。

『最後にお情けで教えてやろう。おまえが助かる方法だ。自爆は子供の心臓と連動させている。だからその子の心臓を止めれば自爆も止まる理屈だ。さあどうするかな』

　けたたましい笑い声を残して、男の気配が完全に消えた。

　心臓を止める？　そんなこと、できるわけがない。でも茗が自爆なんて……、させない！　絶対に助ける！

　腕の中の茗の身体はぐったりしていた。それが次の瞬間にはどくんと脈打つ。昴は小さな身体を抱え込んだ。

「させないぞ！」

　そこへ鸞が飛び込んできた。男の力が引いたせいか、結界が緩み、もともと弱っていたそれが鸞の圧力で吹き飛んだのだ。

　ひと目見るなり茗を力でくるみ込む。それでも茗の身体の動きは止まらない。まるで時限爆弾の起爆装置が時を刻んでいるかのように、びくんびくんと動いている。

「止まらないよ！」

「諦めるな！」

　鸞が直接茗の心臓に手を置いた。力を注ぎ込もうとしている。

「待って、鸞の力は茗には強すぎるんじゃ……」

「ちゃんと、調整している」

　言いながら、鸞は全身に漲る力を抑え込みながら、指先にのみ力を残して茗の心臓を探った。このどこかに、心臓と自爆部分を繋ぐ何かがあるはずだと。

「……っ、加減が、難しい」

　舌打ちする鸞の額は汗でびっしょりだ。気がついた昴が、脇から彼の汗を拭う。滴り落ちる汗は、鸞が懸命に自身の力を制御している証だ。

　汗を拭くだけではなく、少しでも力になりたいと鸞の身体に手で触れた。こうしたら調整が難しいという鸞の力を、自分が吸い取れないだろうか。

　万一のとき、自分は鸞を抑える役目を担っている。過去にはそれはちゃんと機能した。

　意識して鸞の呼吸に合わせ、力がこちらに流れるようにイメージする。ぐうっと体重が重くなった。来た。やったと思う間もなく重圧に膝をつきかけて、さっと伸ばされた腕に支えられる。漣だ。由も反対側を支えてくれている。

「危ないから離れて」

　慌てて二人に言った。まだ茗の身体を制御できていないのだ。いつ、自爆するかわからない。

　しかし漣は静かに首を振り、由も梃て子こでも動くつもりはないと行動で示した。

「鸞、私にも力を寄越せ。黒竜の血は私の中にもあるから、それが呼応するのではないか」

　漣が鸞の手に自分のそれを重ねる。

　昴と漣が引き受けたせいか、鸞の力が適度に軽減されたようだ。鸞がほっと息を漏らし、細心の注意を払って茗の心臓をやんわりと探る。

　だが術者は、十分な時間をかけて茗の身体に念入りに魔術を施していたようだ。鸞の力がなかなか浸透しない。ぎりぎりの攻防が続いた。

　次第に茗の身体の動きが、早くなっていく。びくんびくんと動いていた身体は、今ではびくびく、びくびくと小刻みな動きに変わっている。時間がない。いつ自爆するか。

「……っ、これ以上、どうしたら」

　鸞が歯を食い縛る。苦境を知った竜の咆哮が聞こえた。ソウだ。ボルツも応援するかのように、野太い声を響かせる。

「駄目だ。いったん心臓を止めよう」

「鸞！」

「ほかに方法がない」

「仮死状態にすれば、あとで生き返らせることができるかもしれない」

　漣が冷静に指摘する。

「いちかばちかだ。俺に力を返してくれ」

　鸞の言葉に、昴と漣が彼から吸収した力を戻す。鸞の身体が一気に膨張したように見える。力のせいで青白く光り出した。

「止めるぞ」

　見ていられなくて目を逸らしかけ、それでは駄目だと視線を戻す。鸞のすることを最後まで見届けなくては。

　全員の意識が茗と鸞に向いている間、湖では静かな異変が続いていた。来たときから波立っていた湖は、やがて大きな渦を巻き始め、次第にその渦が湖全体に広がる大渦巻きになった。

　そしていきなり、渦の中心から竜巻のように水が噴き上がる。

　岸に大波が押し寄せて砕けた雫がかかり、全員がはっと顔を上げた。その目の前で、天高く噴き上がった水が、怒濤のように湖になだれ落ちる。そして逆巻く水の中から、巨大な黒い竜が姿を現した。鸞が黒竜になったときよりも大きい。

「な……っ」

　皆の目が釘付けになる。ソウとボルツの咆哮もやんでいた。彼らも空中に現れた巨大竜を見たのだろう。

「その娘は我のもの。返してくれ」

　朗々とした声が響き渡った。竜が喋っているのに、ちゃんと全員に聞こえる。

「しかし、心臓を止めないと自爆してしまうと言われて……」

　いち早く立ち直ったのは鸞だ。彼には現われた巨大竜の正体がわかっているのだろう。

「わかっている。我が引き受ける」

　鸞が茗を抱えて立ち上がり、差し上げた。巨大竜から光の帯が流れてきて、茗を包み込む。

　心臓の鼓動が止まり、カウントダウンも同時に止まった。次第に青ざめていく茗の身体が、ふわりと宙に浮く。そして服の破れから覗いた竜の痣が、金粉を撒き散らしたように輝いた。

「我が妻、我が愛。ようやく転生してきてくれたというのに、なんという定めを負わされたことか。魔術で時間を止められ身体を損なわれるとは。我がもう少し早く気付いていたら。だがもう大丈夫だ。我が腕の中で癒やされるがよい」

　茗の身体が竜の元に辿り着いたとき、竜は人の姿に変わっていた。逞しい腕の中に少女を包み込み、光に包まれながら湖の中に消えていく。

「初代の、黒竜様だ」

　由が震える声で、皆の気持ちを代弁するかのように言葉にした。

「あれが、初代黒竜、神殿に祀られている神、始祖竜……」

　呆然と昴も呟いた。

「我が妻って、黒竜の妻になったお姫様のことでしょうか」

　由がおそるおそる続けたが、誰も何も言わない。もしそうなら、なんという奇跡だろう。茗がお姫様の生まれ変わりだったとは。

　鸞は自分の手をじっと見ていた。ぎゅっと拳を握る。その拳で、地面を叩きつけた。ずうんと鈍い音を立てて、地面が揺れる。

「これだけの力を持っていて、茗を助けられなかった。もしあのまま心臓を止めていたら、おそらく茗は……」

「でもあの子は助かったんだよ、鸞。始祖竜が彼女を連れていったから、もう大丈夫だ。誰が助けてくれようと、生きているならいいじゃないか」

　昴は鸞の拳を包み込む。地面を叩いた拳は、血を滲ませている。鸞のやり場のない気持ちは、昴にもわかる。いや、自分こそ何もできなかったと、忸じく怩じたる思いでいる。

　ぱんぱんと漣が手を叩き、暗い方に流れかけた空気を払う。軽やかな音に、俯いていた顔を上げた。

「鸞、できなかったことを嘆くのは時間の無駄だ。あれこそ奇跡だと喜べばいい。それよりも今何をすべきか。こんなことをされて、まさかこのまま引き下がるのではないだろうね」

　厳しい表情の漣を見て、鸞も立ち上がる。

「迦楼羅国には責任を取らせる。茗と昴と、そして竜たちの敵かたき討ちだ」

　漣がにこりと笑う。

「それでこそ鸞」

「鸞、何をする気？」

　思わず袖を掴んでいた。昴だって今回のことは腹に据えかねている。でも、だからといって迦楼羅国を攻めるのは違うと思う。責任があるのは国王を初めとする上層部だけのはずだ。一般の国民に犠牲者を出してはいけない。

「心配するな。無茶はしない」

　そう言った端から鸞が両手を広げて空に向かって叫んだ言葉に、昴は肝を潰した。

「全世界の竜に告ぐ。迦楼羅国へ集まれ。すべての竜の総意で迦楼羅国の非を明らかにし、責任を問うのだ！」

　そうして鸞は、迦楼羅国が竜にした悪あく辣らつな行為を列挙していく。ボルツが助けられたときの映像も添えた。鸞に促され、ボルツ自身も証言する。惨い行為の対象となったのは、自分だけではないことも告げた。

　遠く近く、あちこちから竜の憤慨の、あるいは承諾の咆哮が聞こえてくる。

「昴、行ってくる」

　鸞が昴を抱き寄せて、音高くキスをした。

「ちょ……っ、鸞、こんなところで」

　慌ててきょろきょろと窺うと、漣は楽しそうに、由は当然というように頷いてこちらを見ている。

「鸞様はこれから戦いに赴かれるのですから、勝利の女神の祝福は必須です」

「しょ、勝利の女神!?」

　狼狽うろたえはしたが、戦いに赴くと言う言葉もしっかり聞き取った。迦楼羅国と戦うとは鸞は一言も言っていない。できれば戦争は回避しようとするだろう。しかし、危地に向かっていくのは確かなのだ。

　幾ら強大な黒竜の力があり、竜たちが協力してくれたとしても、万一はいつだって起こりうる。自分が勝利の女神とはとても思えないが、祈ることはできる。願うことも。

「鸞」

　昴は自分から鸞に歩み寄り、首に腕を巻きつけて引き寄せた。唇を強く押し当てる。自分の心のありったけを持っていってほしい。ほんの少しでも助けになるのなら。
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「おまえの心、もらっていく」

　鸞が昴から離れたあとで、漣が話しかけた。

「数頭でいい、王宮に竜を残しておいて。我が国の術者たちを全員送るから。うちの連中なら、迦楼羅国の者たちを十分抑えられるだろう」

「術者……。しまった、それは考えていなかった。頭に血が上っていた」

「下手したら竜が操られてしまうからね。いくら数だけ集めても、それじゃあ駄目だろ」

「わかった。兄上、頼む」

　鸞は何歩か遠ざかって、黒竜に変わった。翼を広げて空に舞い上がる。ボルツが続いた。鸞が「先に行く」と言い残してぱっと消える。異界を通っていち早く迦楼羅国に行き、ほかの竜たちを待つつもりなのだろう。

　ボルツは異界を通るという裏技は使えないから、できる限りのスピードで羽ばたいた。

「さ、つがい殿、君もだ」

　漣だけが帰るのかと思ったら、昴もと手を差し伸べられる。

「ここに一人で置いておいて、狙われたらどうするの。君一人では撃退できないと思うよ。それこそ鸞の足手まといになるだけだ」

　そのとおりなので、漣の手に掴まってソウに乗った。由は離宮に残って後始末をし、そのあとで王宮に帰ってくることになった。

　竜に乗れば、異界を通らなくても、王宮はそんなに離れてはいない。

　ソウに乗った漣の姿に王宮の人々はざわめいたが、正直それどころではない騒ぎだったので、それほど注目されず建物の中に入っていけた。

　鸞の呼びかけに応じた竜たちは次々に飛び立っており、残された竜騎士たちが自分の竜の伝言を皆に広めている。

　世界中の竜が迦楼羅国に集結するなど、前代未聞のことだ。聞いた者は半信半疑だが、国王と側近たちは急きゅう遽きょ対策会議を開いていた。竜が騎士を置いて飛び立つのはただ事ではないと認識していたからだ。

　鸞と竜が出向いたからには勝利は間違いない。だからその後の迦楼羅国をどうするか。考慮することは多た岐きに亘わたっている。世継ぎの確認や、常駐させる管理官の選定、どれだけの国軍を派遣するか。

　そこへ漣が登場した。側から離れないようにと言われている昴も一緒だ。但し、注目されないように静かに控えている。

　昴自身、この段階でできることはないとわかっていた。だから邪魔をしないように、そして自分が敵の手に落ちないように注意することだけを心がけている。まだ身体が本調子ではないので、正直しんどい。息が切れたり、へたり込みそうになったりした。漣に気付かれないように気をつけているが。

「何を悠長なことを言っているのですか。事はまだ終わっていないのですよ。父上、直ちに術者を集めて、指揮を私に委ねるという命令を出してください」

　漣が会議の内容を聞いて眉を吊り上げる。しかし決して激高することなく、静かに事実を指摘してここに来た目的を告げた。

「いや、しかし、竜と王太子が行けば問題はないはずで……」

「迦楼羅国の竜がどうやって制御されているのか、お忘れですか」

　おろおろと口にする宰相の言葉を、漣がぴしゃりと叩き落とす。集まった御前会議の面々ははっとしたようだ。

「あの国の術者が竜を魔術で操ったら……」

「い、いかん。すぐに術者の派遣を！」

　父王がさっと立ち上がって命じる。漣がにこっと笑った。もともとの美貌がぱっと華やぐ。

「おわかりいただけたようで、恐縮です」

　漣の後方に控えていた昴は、さすがにこの王子は人を動かす手腕に長けていると、密かに感心する。部下が皆彼に心酔して、王位に就けようと画策しただけのことはある。

　術策を弄ろうしているわけではない。事実のみを告げて危機感を共通の認識にして、切迫した状態を作り出す。その中で、漣が術者の指揮を執ることを認めさせてしまった。一応流罪とされている罪人なのに。

　凜とした漣の姿に魅了され、彼が出発するまで誰もそのことを思い出さなかった。

　慌ただしく術者が集められて、残っていた竜に乗り、まずは漣が流罪にされていた辺境の男爵領を目指す。そこで術者同士の打ち合わせを行い、迦楼羅国へ侵攻する。集まったすべての竜たちが迦楼羅国の術者たちに操られないように、魔術で紡いだ結界を張るというのが、一応の計画だ。

　昴はそこでロキと再会した。鸞の要請でこちらに来てくれたらしい。

『昴を乗せるのはボクに頼みたいって。だから任せて。ちゃんと送り届けるから』

　ロキが胸を張る。ありがとうと礼を言って、鸞の配慮に内心で苦笑する。たぶん、ほかの竜に昴を乗せたくなかったのだ。ロキなら前にも乗ったことがあるから仕方ないと。

　うわあ、こんなときにも大人げない。でもそんな独占欲が嬉しかったりする自分も、どうだかなあ。

　男爵領につくと、漣はまずボルツを癒やした術者たちを呼び寄せた。そして昴の身体から毒を抜くように依頼する。

「今そんなことをしている時間は……」

　慌てて辞退しようとした昴を、漣が諭す。

「時間はあるよ。これから打ち合わせをするからね。その間に、彼らに術を施してもらいなさい。ボルツのときでわかっているから、問題なくできるはずだ」

　呼ばれた術者たちが頷く。

「君が元気になれば、鸞は後こう顧この憂いなく今回のことに集中できる。だからちゃんと治すんだよ。まだ辛いんだろう。思いやってやれないまま、私が引きずり回してしまったけどね」

　ばれてたのかと昴は苦笑した。そんな場合ではないと気を張っていたが、毒の影響は確かにある。

　ベッドに横たわり、術者たちの詠唱を聞いた。周囲に魔方陣も描かれていて、元の世界のロールプレイングゲームを思い出す。

　さしづめ僕はなんになるのかな。勇者は鸞だろうし、賢者は漣。周囲に集まってくれた人たちが魔法使いで……、あれ？　僕はなんでもなくない？

　そう考えると、ずーんと落ち込んだ。たまたまこの国に召喚されただけで、力はないし魔術も使えないし、うわあ、僕ってダメダメじゃん。

　落ち込んでしまったとき「終わりましたよ」と告げられきょとんとする。ボルツにかかった時間を考えると、本当に？　と思わずその人を見てしまった。

「ボルツは竜ですよ。大きさが違うでしょう」

　苦笑して言われたあとで、憂ゆう鬱うつ感はないですかと聞かれた。

「憂鬱感？」

「自分は駄目だと落ち込むことです」

「あ、それは……」

　言いかけて口を噤む。うじうじしていたなんて打ち明けるのは、かっこ悪い。しかしその術者はうんうんと頷いた。

「あったのですね。実はそれが、この毒のもう一つの特徴です。ボルツもこのまま死にたいみたいなことを言っていたでしょう。すべて毒のせいなんです。あまり気にされないことですね。そもそもあなたがいないと、鸞様は王位に就けないのですよ。あなたの抑止力がないと。あの黒竜を止められるなんて、それだけですごい能力ですよ」

　と教えてくれる。

　おだてられて鼻高々になるほど未熟ではないと思いたいが、術者の言葉で自己嫌悪に陥ることから救われた。身体も爽快ですごく軽く感じる。完治ではないと念を押され、これからも薬湯を飲む必要はあると言われたが、全然問題ない。

　術者たちに礼を言い一緒に漣の元に向かった。

　途中で入った昴たちに、近くの者がこれまでの会議の流れを教えてくれる。

　王宮まで行って、要所に魔方陣を敷き魔術を発動させるという基本方針が、漣から改めて説明されたらしい。

　今話しているのは、それに異議を唱えている一部の術者たちで、迦楼羅国の術者たちは疲弊しているから、竜を害する力はないと主張しているようだ。そんなことに使うより、もっと別なこと、たとえば王を捕らえる、力を削ぐ、あるいはいっそ迦楼羅国を潰してしまえばなどという提案もあった。

　龍蘭国ではチームで魔術を使うので、力を損なうことが少なく皆壮健なのだ。思い切り力を奮いたいと思う若手も多い。

「死に物狂いになれば、どんなことでもやってのけるものだよ」

　漣がやんわりと指摘する。

「迦楼羅国の術者は、人質を取られていることが多いと聞く。だから、最後まで必死で術をかけてくるだろう。しかしそんな彼らを、我々は殺してはならないのだ。ある意味、彼らも犠牲者なのだからね。ゆめゆめ侮ることのないように」

　漣の「彼らも犠牲者」という言葉に、はっと胸をつかれた者も多いようだ。自分が迦楼羅国の術者だったらと思ったのだろう。もともと、彼の地の術者に同情の気持ちを持っていた者もいた。

　迦楼羅国を潰そうと主張していた者も、恥ずかしそうに自説を引っ込め、真摯に熟考するようになった。結局全会一致で、これまでにない協力態勢が構築された。

　その結論を得るために、漣は思ってもいない空虚な弁を弄したわけでは決してない。本当にそう考えているからこそ、言葉に力があったのだ。

　ずっと側で彼を見守っていた昴は、つい鸞と比べてしまう。

　王はやはり鸞が相応しいと思う。先頭に立って切り開いていくのは、力がありカリスマ性に溢れた鸞が相応しい。彼が行きすぎたときは自分が抑えればいいし。

　ただ飛び出したそのあとの守りをしっかりと固め、後方支援を任せられるのは漣だと感じた。二人でタッグを組んだら最強だ。今回は竜のために協調して動いているが、この先も漣殿下が鸞の陰に徹することを厭いとわなければだが。

　なんだかんだ言っても、本当は鸞のお兄ちゃんで、王太子を外されたことには複雑な思いがあるだろうからなあ。

　会議が終わるとすぐに準備だ。間もなく竜に乗って、全員が男爵領を飛び立った。昴もロキに乗り、ほかにも術者を相乗りさせている。

　現地にいる竜が実況の中継を始めていて、それを全ての竜が共有している。現在、迦楼羅国の王宮には、夥しい竜が飛来して取り囲んでいるようだ。王宮から攻撃をされているらしいが、うまく躱かわしているとのこと。

　そのほか、要所にある要塞を壊しに派遣されている竜もいるようで、報告する声が昴には直接聞こえてきた。

　そうした状況を漣と昴とで、術者たちに伝えている。

　国境を越えたところで、眼下に破壊された要塞が見えてきた。派遣された竜の戦果の一つだ。国境警備隊が詰めていたところだろう。建物は粉々になっているが人は無事だったようで、周囲を右往左往している兵士たちが見えた。

「まず警告して、人間を追い出してから数頭の竜で塔を引っこ抜いたのだろうね。それを振り回して壊したと。ちょっと、見てみたかったよ」

　漣が言う。昴もそう思った。見渡したところ、壊れているのは要塞だけで、民家に被害はないようだ。下では再び現われた竜を見上げて騒いでいるようだが、攻撃してくる様子はない。

　一同はそのまま飛び続け、迦楼羅国の王宮を目指した。やがて空中に浮かぶ凄まじい数の竜たちが目に入る。

「壮観だね。この世界にあんなにたくさんの竜がいたとは。ソウによると、国家に属していない竜たちもやってきているということだけど」

　本当にすごい眺めだと、昴も頷く。まだ離れているから大きさは小鳥くらいにしか見えないが、近づけば凄まじい羽ばたきの音やそれで生まれる強きょう靱じんな風などを実感できるだろう。近寄ると風圧で吹き飛ばされるかもしれない。

「見てごらん、つがい殿。鸞があそこにいる」

　漣が指さしたのは、王宮の中でもひときわ高い塔のてっぺんだ。黒竜が尖せん塔とうをがっちり掴んで、悠々と辺りを睥へい睨げいしている。高所過ぎて武器は届かないし、周囲の状況を見定めるにはちょうどいい。

「つがい殿、行きなさい、彼の元に。あそこに着くまでは魔術で防御させるから。君が一番安全なのは、鸞の側だからね」

「漣殿下は？」

「この辺り一帯に魔方陣を張るから、その指示をね。私のことはソウが守ってくれるから心配ない」

『もちろん守るよ。任せて』

　漣の言葉を受けて、ソウが高らかに宣言する。互いの信頼が窺えて微笑ましい。

「うん、じゃあ行きます」

　昴と一緒に乗っていた術者たちを小高い丘に下ろし、再びロキに乗ると鸞の元に向かう。術者たちの魔術で、昴とロキの身体は虹色のバリアで覆われていた。

「鸞、来たよ～～！」

　近づく昴にはとっくに気がついていたらしい。周囲の竜よりひときわ大きな身体が、尖塔の上で伸び上がった。

『なぜ来た！　危ないだろう』

　最初に叱責とは鸞らしい。いつも昴のことを気にかけてくれているからこその言葉だ。

「魔術で守ってもらっている。あとは鸞に守ってもらえって」

『兄上だな』

　唸ったが、帰れとは言われなかった。ロキが上手に塔に近づいてくれたので、うまく鸞に乗り移れた。

『ありがとう、ロキ』

『この辺りにいるから。また必要になったら呼んで』

　翼をひらひらさせながら、ロキが飛び去っていく。たくさんの竜の中に紛れてすぐ見えなくなった。

「どうなってる？」

『地方の要塞を次々に潰させているところだ。この国の竜を押さえつけているから俺は動けないが。国王に降伏勧告は出したが、まだ返事がない』

「竜を全頭鸞が？　それはすごいけど、厳しいね」

『ああ、厳しい。体力の限界だ。だが兄上が言ってくれなければ気がつかなかったところだ。下手したら竜の同士討ちが始まっていたことを思えば……っ』

　どこかにいる迦楼羅国の竜が暴れようとしたらしい。鸞はそれを押さえ込み、ふうっとため息をついた。

「漣殿下が今魔方陣を敷かせているから、あと少しの辛抱だよ」

『わかっている。空から監視してくれている竜が教えてくれた』

　それから少しして、鸞がいきなり咆哮を上げた。歓喜の咆哮だ。

「ちょっ、鼓膜が破れる」

『やってくれた。さすが、我が国の術者たちだ。よし自由になったぞ。掴まっていろ』

　言うなり鸞が空中に飛び上がった。ばさっばさっと翼を広げて辺りを飛び回る。

　掴まっていろと言われたから、慌てて角にしがみついた。鸞は飛びながら、王宮の窓を覗いているようだ。

『うん、この塔にはもう人はいないな』

　確認すると塔の先端に戻り、前肢で掴んだ。そのまま引っこ抜きにかかる。メリメリと音を立てて塔が崩壊していく。先端部分だけが、鸞の手に残った。それを振り回すので、ほかの塔も次々に壊れていった。

　鸞の行動を見て、それまで上空で待機していた竜たちが次々に舞い下り、王宮を破壊し始める。龍蘭国の竜もそのほかの国の竜も、容赦なく破壊に勤しんだ。

『おい、その建物には人がいるぞ』

　見ていた鸞が、声をかけてやめさせる。その竜はほかの獲物を探しに行った。鸞は人影の見えた建物の窓を前肢で引き裂いて、首を突っ込む。

『いた』

　その声は喜びに満ちていた。首を引き、そこに繋がるテラスに舞い降りる。後肢を踏ん張ると、力尽くで屋根を剥ぎ取った。鋭いかぎ爪が、人を一人摘まみ上げる。

『迦楼羅国の国王を捕らえたぞ！』

　勝利の咆哮が轟とどろいた。上空の竜が次々に咆哮を伝でん播ぱしていき、最後は一斉に鳴き交わして凄まじい振動で空気を震わせる。

　鸞の爪の先で、豪ごう奢しゃな衣装を着込んだ白髪の男が逃れようともがいていた。

「あんまり動くと落ちますよ」

　見かねて昴が声をかけると、男がぎろっと昴を睨む。

「……風情が！」

　……というのはどうやら罵倒する言葉らしいが、昴にはわからない。しかし聞いた鸞が怒って、ぱっと手を放してしまった。

「ぎゃーっ」

　見苦しい悲鳴を上げて男が落ちていく。もっとも鸞も殺す気はなかったようで、自分の腹の辺りまで落ちた男を掌で受け止めた。真っ青になった男は、ひいっひいっと息を喘がせている。

『俺のつがいを二度と侮辱するな。わかったか』

　脅されて、蒼白なまま男がこくこくと頷いた。

『さて、この男を断罪しなければならない。これからが難しいところだ』

　鸞のしたことは、ある意味侵略だ。正当な理由が必要で、竜を虐待したからという理由では、国王の罪を問うのは難しい。

『俺のつがいを殺そうとしたと指摘するつもりだ。もし裏が取れれば茗の誘拐とそして人体実験でも』

「ああ」

　昴は頷いた。茗を連れていった始祖竜が言っていた。時間を止められ身体を損なわれたと。茗を操っていた術者の言葉もそれを裏書きしている。

　つまり茗こそが、二十年以上も前に生まれ攫われたという娘で間違いないだろう。

　始祖竜がいるから、鸞のつがいになったかどうかはわからないが。

　惨い茗の過去に思いを馳はせる。両親はそのときに殺されたと聞く。自らは六歳のまま時間を止められ、ようやく意識を取り戻しても傀かい儡らいにされていた。素のままの彼女は、本当に愛らしい可愛い子なのに。

　始祖竜に癒やされて、幸せになってほしい。

「ところで鸞、その人、いつまでぶら下げているの？」

　爪の先でぶらんぶらんと揺れている、迦楼羅国の国王は、たぶん生きた心地がしないだろう。でも何か言えば先ほどのように落とされるから、黙っている。

『多少怖い思いをしたくらいでは、これまでの非道は償えない』

　強く言い放つ鸞に、昴も賛成する。

「確かに」

　殺されかけたボルツもいるし、無残に死んだ竜はいったい何頭いるか。

「でもこのままじゃあ……、そうだ、この王様、ボルツに預けたら。彼は迦楼羅国の竜だから文句は出ないだろうし、逃がしたりしないのはもちろん奪い返しに来られても絶対に渡さないと思う」

『ああ、それはいい。ボルツ！　来てくれ』

　集団で空にいた竜の中から、一頭が下りてきた。

『この男を預かってくれないか。迦楼羅国の王だ。逃がさないように、取り戻しに来た者たちにも渡さないようにしてほしい』

　ボルツがにゅうっと顔を突き出すと、国王は震えて少しでも離れようと縮こまった。

『この男が、親や兄弟姉妹たちを殺したやつ……。いいだろう、引き受けた』

　鸞が爪に引っかけていた男を渡すと、ボルツは大きな口を開けた。鋭い歯がぎらりと光る。

「うわあっ、食われる!!」

　男の悲鳴に、ボルツはほくそ笑んだようだ。歯を剥き出してその隙間に男を閉じ込め、空に飛び立った。

『あんなまずいモノ、誰が食うか』

　鸞が吐き捨てるように言った。

『さて、することは山積している』

　鸞は身体を伸ばし、咆哮した。集まったすべての竜に感謝の意を伝え、解散を告げる。

『迦楼羅国の罪をこれから暴いていくと同時に、他国の竜も迫害されているなら告発してほしい。竜は使い勝手のいい乗り物でも武器でも奴隷でもないことを、ここに宣言する！』

　一斉に賛成する竜の咆哮が鳴り響く。

　うわあ、言っちゃったよと、昴は首を竦めた。以前に国を跨いだ組織を作ろうと言ったときには、難しいと首を振ったくせに。

「でも、賛成だよ、鸞。竜はもっと報われていい。竜の尊厳のためにできることがあるなら、やろう」

　昴は鸞の巨体に抱きついた。と、鸞が目を凝らして誰かを探している。いたと小さく呟き、ソウを呼んだ。

『ソウ、おまえの主に伝えてくれ。疲れたので先に帰る。ここは任せたと』

『はあ？　どういうこと？』

　ソウが首を傾げ、傍らにいた漣が慌てている。

「ちょっと待って、鸞。ここまで来て放り出す気!?」

『任せたぞ』

　嘯うそぶいて、鸞は昴ににやりと笑いかける。

『行こう』

　黒竜の瞬間移動だ。瞬く間に、景色は一変している。

「あ、湖……」

　離宮の庭に舞い降りた鸞は、すぐに人の姿になった。途端によろけて、慌てて昴が支える。鸞ははあはあと喘ぎながら、昴に寄りかかった。

「疲れたというのは本当だったんだ」

「ああ、力を使いすぎた。迦楼羅国の竜を、一人で押さえていたからな。異界を通るのがぎりぎりだった。兄上には悪いが、あとを引き受けてもらうしかなかった」

「正直にそう言えばよかったのに」

「言えるか」

　鸞の意地っ張りに、昴はくすりと笑う。

「じゃあまあ、取りあえずベッドに行こう」

「それは誘いか」

　意味深に流し目を寄越す鸞に、昴は肘打ちを見舞う。もちろん手加減している。痛くはないはずだ。その証拠に鸞も苦笑していた。

　鸞が湖に帰ってきた理由を、昴はうすうす察している。竜を守るために立ち上げる組織には、中立でしかも力のある竜が必要だ。茗を抱えて姿を消したあの始祖竜こそが、その条件に合うのではないか。

　おそらく鸞もそう考えて、最後の力を振り絞って湖に転移したのだろう、自らの住まいである王太子宮ではなく。

　休んで力を回復したら、鸞はきっと湖の始祖竜に声をかけるはずだ。神ともいわれる始祖竜が、こちらの申し出を考慮してくれるかどうかはわからないが。

　でも迦楼羅国の王を、つがいの誘拐や暗殺未遂だけで訴追するのは悔しい。犠牲になった竜たちの仇あだも討ってあげたいと思う。そんな真摯な思いを、きっと始祖竜も汲んでくれるのではないだろうか。

　まず鸞を休ませて、それからそのことを話し合ってみよう。

　疲れているなら余計に、そのまま寝ちゃ駄目とバスルームに引っ張っていった。疲れを取るには湯に浸かるといいというのが、日本人である昴の常識だ。びっくりしてついてきた従者たちにはかまわないでと手を振って、二人だけで入る。

「ベッドに行くんじゃなかったのか」

　とからかっていた鸞だが、鸞が迦楼羅国に飛んでからのことを昴が話すと、心からほっとしたように呟いた。

「毒を除去してもらったのか。……よかった」

　どれだけ心痛させていたのかと、申し訳ない気持ちになる。

　心地よい温度、たぷたぷと揺れる湯、そして傍らにある鸞の存在に、身体がゆっくりと弛し緩かんしていく。怒濤のような展開に緊張していた心身が、癒やされていった。

　鸞も心地よさそうに身体を伸ばしていたのだが、術者によって毒を除去されたと知った途端に、その手が怪しげな動きを始めた。

　昴の腹の前で緩く組まれていた手が解け、肌に触れてくる。臍へその辺り、脇腹、腰骨、そして危うい場所に、触れかけた手をはっしと掴んだ。

「鸞、疲れているんだろ。ここでそんなことをしたらもっと疲れる……」

　振り向いて止めようとしたら、熱いまなざしに捕らわれた。じっと見つめ合ったまま、鸞の顔が近づいてくる。唇がしっとりと触れ合った。

「今、昴が欲しい」

　角度を変えて何度も口づけたあとで、鸞が熱を孕んだ声で囁いてくる。その声がもう、背筋を震わせるほどの誘惑に満ちていて、痺れてしまった。ああ、堪らない。

　でも鸞は、かなり疲れていたはずで、今こんなことをしたらもっと身体にダメージが……。

　その一心で「駄目」と制止したのに、鸞は緩く首を振った。

「昴を抱かないでいる方が辛い」

「鸞……」

　困惑している間に、鸞の手は再び動き出す。柔らかな内股を撫でられた。そこに鸞の手が触れただけで、昴のモノはむくむくと起き上がる。尻の下にある鸞のモノも硬くなっているのが感じられた。

「じ、じゃあ、一回だけ。すっきりしたら寝よう」

　自分では妥協のつもりで口にしたのだが、鸞は耳じ朶だを噛みながら、

「つれない」

　と重低音で息を吹きかけてきた。脳天から爪先まで稲妻が走り抜ける。危うくイきかけた。腰に力を入れて堪えるが、ぶるぶるっと震え全身に鳥肌が立つ。鸞の魅惑のボイス、恐るべし。

　結局、それだけ元気ならと、昴も開き直った。自分だって欲しいのだ。身体が不調でできなかった分、鸞に餓えている。

　昴は鸞の膝の上でくるりと向きを変え、向かい合った。鸞の首に腕を回して、自分からキスを求める。舌を絡めていると甘い唾液が混じりあう。こくんと飲み干すと、欲しいという気持ちがますます強くなった。

　腰を緩く回すと、鸞のモノがいいところに当たる。前後に腰を揺らして、ほうっと吐息を零した。

「気持ちイイ」

　思わず零れた言葉に、鸞が苦笑する。

「一人で気持ちよくなる気か？　一緒がいいだろう？」

　唆そそのかすように言って昴の身体を腿の方にずらすと、鸞のモノがにょきっと姿を現した。二人分の昂りを一つにまとめて、鸞が擦り始める。

「あ、あ……っ」

　それぞれの硬いモノが微妙に擦れ合って、予期せぬところに当たり快感を呼ぶ。二人の先走りが幹を伝い、湯に溶けていった。

「あ、駄目、湯が汚れ、る」

　快感に蕩けそうになりながらも昴が気にすると、鸞が苦笑した。

「そんなことに気を取られるな」

「や、でも……」

　上り詰めそうなのに、どうしても気にかかる。仕方なさそうに鸞が昴を抱えたまま立ち上がり、バスタブから出た。床に腰を下ろし昴を抱え直す。

「これならいいか」

　呆れたような声だが、昴はほっとして頷いた。

「俺に『待て』をさせた罪は重いぞ」

「え？　そんなの……」

　知らないと言う前に、唇は鸞に塞がれ、そして勢いよく擦られた昂りからは、白濁が飛び散った。どうやら鸞も一緒にイったらしく、量の多い白蜜が身体を汚し床に滴っていく。

　鸞が湯を掬ってかけ、綺麗に洗い流してくれた。むろんこれくらいでは情欲は収まらない。昴は腰を揺すって鸞を挑発する。

「もっと、しよ」

　手で鸞のモノに触れる。イったはずなのにそこはまだ硬さを保っていて、昴の愛撫にすぐに応じて震い立った。

「ふふ、元気」

　先端は昴も感じるところだ。親指を押しつけぐりぐりと弄りながら、幹を擦る。

「……っ」

　鸞の呻き声を聞いて嬉しくなる。自分のつたない愛撫でも感じてくれるのだと。

「昴、腰をこっちに。早く中に入りたい」

　急に身体を動かされて、刺激を受け声が出た。

「ああ……っ」

　そして、昴の目の前には鸞のモノ、そして鸞の顔の前には昴のはしたない場所が晒される格好に……。恥ずかしいが、鸞が早く欲しいという気持ちもわかるので、我慢した。

　鸞が蕾を解していく。舌で嘗められ、唾液を押し込まれたあとに指が入ってきた。

　昴は口いっぱいに鸞を頰張っていたが、敏感な場所をくじられると愛撫が疎かになってしまう。鸞の指は様子を確かめながら周囲を押したり突いたりして、昴を呻かせる。じっとしていられなくて、もじもじと腰が動いた。

「昴、可愛い」

　可愛いなどと言われて、自分が無意識に腰を揺らしていたことに気付かされる。慌てて動きを止めたが、すぐに揺らいでしまうのをどうすることもできなかった。

　自身の快感に夢中になってぽろりと零れた鸞の昂りは、昴の唾液と先端から出てきた蜜でぬるぬるになっていた。視界から誘われて、こくりと喉が鳴る。

　舌を伸ばして嘗めている間も、蕾の奥に入った指が蠢いている。今何本入っているのか、もうわからない。ただ感じるのは、気持ちの良さともっと奥まで触られたいという、うずうずする期待感だ。

　鸞が指を引き抜いた。脇の下に手を回され引き起こされる。

「あ……」

　しゃぶっていたモノを取り上げられ、未練から手を伸ばしたが、その手を鸞の首に回すよう促された。

「自分で挿れられるか」

　掠れた声で聞かれる。昴の愛撫でがちがちになった鸞の熱塊をちらりと見て頷いた。鸞が腰をしっかりと支えてくれるので、位置を合わせゆっくりと腰を下ろしていく。

　入り口はまだ狭かったが、少し力を入れて押すとじわりと開いた。鸞がちゃんと解してくれていたおかげで、圧迫感はあっても痛みはない。でも苦しい。ゆっくりとしか動かせない。

　しかし先端部分をなんとか呑み込むと、あとはスムーズだった。自分も早く欲しいだろうに、鸞は最後まで自制を利かせ、昴に任せてくれる。なのに昴の方が途中で中腰でいることにくたびれて、すとんと座り込んでしまった。

「ああっ」

　一気に最奥まで到達し、喘いで仰け反る。入った場所は狭くても襞が蠢いていて、鸞を包み込んだ。少し馴染ませ、息を整えてから、鸞の腹に手を置いて腰を揺らす。じわりと快感が湧き上がってきた。

　何度も腰を持ち上げて下ろし悦楽に酔おうとしたが、足りなくてもどかしいばかり。鸞がくれる至高の喜びにはほど遠かった。しばらくは頑張っていたが、ついにもどかしさに苛立って鸞を睨む。八つ当たりなのはわかっていたが、鸞を責めた。

「このままじゃイけないじゃないか。動いて！」

　鸞がにやりと笑う。がしっと腰を掴まれ下から突き上げられた。快感が走り抜ける。

「ああ……っ、あっ、それ……っ」

　鸞の力強い動きが、昴をたちまち追いつめる。

「前、擦って」

　鸞に懇願する。

「自分ですればいい。俺はこっちで忙しい」

　言いながら鸞が腰を大きくグラインドさせた。別の場所から快感が湧き上がって、昴の昂りから蜜がとくりと漏れる。気持ちいい。でももう少しだけ刺激が足りない。仕方なく、じくじくと疼くそれに指を絡めた。

　力強く、そしてリズミカルに中を突かれ、自身を慰めていると、すぐに射精感が込み上げてきた。

「イく……っ」

「イけよ」

　耳許で息を吹きかけられ後押しされて、一気に上り詰める。先端から二度目の悦が噴き出した。イった衝撃で身体が震える。じんじんして指先まで痺れた。ふうっと気が遠くなりかけたのに、鸞のモノがまた動き出す。

「あ、待って、まだ……」

　息も整わず、身体も痺れている。今動かれたら自分がどうなるかわからないと思って制したのに鸞は止まらず、強く弱く揺さ振られて瞬くうちに次の波に攫われた。

「……うっ」

　鸞の深い呻き声が聞こえて、最奥に彼の甘蜜が吐き出される。敏感になっているその部分に迸りを感じたことで、昴は忘我の境地に追い上げられた。

「あ、あ、あ……っ」

　息も絶え絶えに微かな喘ぎ声を漏らすだけで、めくるめく情熱の大波に翻ほん弄ろうされる。

「まだだ」

　という鸞の声を聞いたように思う。それからどれだけ喘がされていたのか。

　鸞に挑まれ続け、啼かされ続け、気がつくと動けなくなっていた。

「毒を盛られたのと変わらないじゃん」

　と鸞を責めるが、

「昴が可愛くねだるのがいけない」

　としれっと言われて撃沈する。

　でも、昴の不調の原因を作った鸞は、蜜のように甘くなり、痒いところまで行き届く世話をしてくれるので、それはそれでいいとしよう。

　と思ったら、少ししたらまた挑まれてしまった。

「無理！」

　と抵抗した昴も、尖らせた口を鸞に塞がれるとすぐに甘い声を上げ始め、濃密な情事に自ら吸い込まれていくのだった。







あとがき







　初めまして、こんにちは。

　皆様が応援してくださったおかげで、二冊目の黒竜本が出来上がりました。らぶ度は前作よりパワーアップしています。冒険度も危険度も！　ぜひ読んでくださいね。

　今回のお話の中心は竜です。巨躯を持ち心優しく情愛深い竜が虐げられているのを見て、なんとかしたいと昴と鸞が立ち上がるのですが、国同士の思惑も絡まって難航します。

　途中で鸞の死んだふりやら、危なかった昴の瀕死状態やらいろいろあって、さらに本当のつがいかも！　と思わせるちっちゃい子供も出てきます。昴、どうする、なんてところも本当にハラハラな展開です。

　イラストは前回同様、稲荷いなり家や房ふさ之の介すけ先生が引き受けてくださいました。今回登場する新キャラのラフをいただいたのですが、とても可愛くて癒やし～～。何度も眺めてはほっとさせていただいています。稲荷家先生、ありがとうございました。そして、よろしくお願いします。

　担当様。なかなか締め切りが守れなくてご迷惑をおかけするのですが、いつも丁寧に対応してくださって、結果的に鞭が入っているという絶妙な督促具合に、毎度感服させられます。頑張りますので、今後ともよろしくお願いします。

　最後に、お買い上げくださった読者様。小ネタから大ネタまでぶっ込んで、らぶ中心ではありますが波瀾万丈なお話になりました。楽しんでいただけると嬉しいです。

　それではまた、どこかでお会いできますように。
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「キスだけって言ったよね」

　昴はぐったりと重い身体をベッドの中に沈み込ませながら、鸞を責める。湖の離宮に戻ってほっとした途端に、狂おしい熱に囚われて睦み合い暴走した。

　その結果動けなくなったのは、どちらにも責任のあることとまあ納得している。鸞に向かって口を尖らせ文句を言いながらも、昴は内心世話をされるのを楽しんでいた。

　ところが、軽い気持ちでしたキスで火がつき、また抱き合ってしまう。その結果、指一本動かすのも難儀するほど疲弊したことに、自らの責任が全くないのかと問われればあると答えるけれども、ついつい元気な鸞への恨み言になるのは仕方がないことだ。

「確かにキスだけと自分にも言い聞かせていたが、昴が可愛いのがいけない。最初に言っただろう？　ここにいたら手を出さずにいられる自信がないと」

「でもさあ、僕のことを思いやってくれたら、そこで思いとどまるのが愛情じゃないの？」

「俺は抑制できないのが愛情だと思っているが……」

　鸞はそこで小さく嘆息して立ち上がる。

「抱き潰してしまったのは間違いない。一つ食べれば瀕死の病人もたちまち快復するという果物がある。それを取ってきてやろう。待っていろ」

　そう言って、昴が止める間もなくマントを翻して出て行ってしまった。

「……行っちゃった」

　ドアがパタンと閉ざされ昴はため息をつく。

　離れてほしいわけではなかった。側にいてほしい。

　ただ先ほど引き止めたとき情事に雪崩れ込んだことを思い、とめる言葉を躊躇ってしまった。これ以上は本当に辛いからだ。

「ダメダメだなあ。体力をつけるしかないか」

　黒竜である鸞のようにはなれなくても、竜騎士である燎程度には。

『無理でしょ。燎は騎士だもの』

　どこからか声がする。ユナだ。独り言に返事が来て、昴はぱっと窓の外を見る。

　竜同士の会話は離れていても可能だが、あまり距離が開くと聞き取りづらくなる。これだけはっきりしているなら、近くにいるはずだ。

『どこ？』

『庭にいるわ。いきなり消えちゃうんだもの。探すのに苦労したのよ』

　ユナに苦情を言われ、昴も苦笑して返す。

『鸞の身体が限界だったんだ。だから急いで帰ってきた』

　ユナが頷く。

『確かに力の使いすぎだったわね。一人で迦楼羅国の竜を全頭押さえるなんて、無茶よ』

　そこで言葉を切ったユナが、ふふんと笑う気配があった。

『でもそれも、昴のおかげで鸞はあっという間に回復したようだけど？』

　睦み合っていたことを揶揄されて、言葉に詰まる。

『それで、ぐったりしたあなたを置いて鸞はどこに行ったの？　放って出かけてしまうなんて、鸞らしくないけど』

『疲労回復にいい果物を取りに行ってくるって。僕はここにいてほしかったんだけどな』

「それは本当ですかっ」

　窓からにゅっと顔を覗かせた燎が、焦ったように尋ねてくる。

「うわっ、燎、そんなところから……」

　傍らにユナの頭も覗いている。燎はユナの背から窓枠に足を乗せ、入ってきた。

「玄関から来ればいいのに」

「取り次ぎやら何やらで面倒なんですよ。それより今言ったこと！」

「鸞が果物を取りにいってくれたこと？」

「そう、それ！」

　やけに焦った顔をして燎が言うから、昴も首を傾げる。

「何が問題？」

「その果樹が生えている場所が！　この国で一番高い山のてっぺんでしか育たない果物なんです。しかも途中は瘴気の雲に囲まれていて、突破するだけでも命がけです。……いったい何人の勇者が命を落としたか」

「そんな！　……行かなくちゃ」

　昴は布団を撥ね除けた。身体に力が入らず、立ち上がろうとしてよろけたところを、燎に支えられる。

「無理ですよ」

「でも、鸞を止めなくちゃ！」

　必死に言うと、燎が合点したように表情を緩めた。

「だったら呼びかけて。距離があるからユナの声は届かないかもしれないけれど、あなたなら！」

『鸞！！！』

　言われた途端に絶叫していた。声と心の両方で！

「なんだ」

　その途端にのんびりした鸞の声がして、昴はぱっと窓を振り向いた。果物籠を手にした鸞が、窓枠を乗り越えて入ってくる。

「……鸞まで窓から」

　急激に高まった危機感が、一気に下降して脱力したせいか、出てきたのはそんな言葉で。

「面倒だからな」

　返事まで燎と同じ鸞に、昴はくしゃりと顔を歪め、よろよろと歩き出す。

「危ない」

　へたり込みかけた昴を見て、慌てて鸞が手を伸ばし抱き留めてくれた。

　その腕にしっかりとしがみつく。

「無事で、よかった……」

　吐息混じりに安堵の声を漏らすと、鸞はようやく昴が何を心配したのかわかったようで、余計なことをとちらりと燎を睨んで言った。

「俺は瞬間移動ができるから、瘴気の雲など関係ないのだ」

　言われて燎もあっという顔をした。ぺちんと自分の額を叩き、「すみません」と潔く頭を下げる。

「うっかりしていました」

　昴も、そうだったと思い至るが、愁嘆場を見られたようで恥ずかしく、顔が上げられない。

「わかったならいいから、行け」

　昴を抱き締めたまま、鸞が邪険に言う。居たたまれない思いでいるのを鸞も、そして燎も察したのだろう。

「はいはい、お邪魔虫は消えますよ」

　燎が苦笑する気配があって、気配が消えた。

　羽ばたきの音がしたから、ユナに乗って飛び去ったのだろう。

　ほっとして、抱き締められたまま鸞を見上げる。

「よかった、無事で」

「だから、そんな心配されるようなことではないのだ。普通に取りに行っただけなのだから」

「でも、心配するよ？　鸞のことならいつだって何をしたって。鸞もだろ？」

「ああ、俺もおまえから片時も目を離したくない」

　昴はにこっと笑った。

「その果物、食べさせて。一つ食べれば瀕死の病人もたちまち快復するんだろ？　食べて僕を元気にしてよ。そして……、しよ？」

「昴っ」

　感極まったように鸞に強く抱き締められ、昴は幸せそうに笑うのだった。
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